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　序章




　アプター城じよう砦さい。

　メフィウス南西部に位置する、国境の砦とりでである。三方をぶ厚い城じよう壁へきがぐるりと取り巻き、唯一ひらかれている西側は断だん崖がいに突き出ている。その真下を、ユノス川が南北に流れていた。

　砦は人口五千人規模の都市を内部に抱えている。陽ひが落ち、いまや闇やみに沈んだその全景を見わたすことのできる場所に、ビリーナ・アウエルは立っていた。

　一四歳。過日、ギル・メフィウス皇太子の妻となるべくガーベラ国からはるばる来た身である。幼さを残した風ふう貌ぼうにあって、もし敵意をもって見つめられれば、おそらくそれだけで斬きられた思いがするだろうというような眼まな差ざしが特に印象的だ。

　風は、ややぬるい。

　かすかな湿り気も帯びていて、近いうちにまとまった雨になるのではないか、と土地の人々が噂うわさしているのを何度か耳にした。

　いまだアプターは夜を徹てつしての修復作業が進められている。そこかしこにともる灯あかりを何とはなしに目で追っていたビリーナは、城砦の東側に新たな光を見つけた。ちらちらとしたいくつもの灯ひが列をなしてアプターへ近づいてくる。

　ふとビリーナは、アークス・バズガンの部隊が急きゆう襲しゆうをかけてきた夜のことを思い返したが、今回はアプター側から城門をあけて迎え入れている。無む論ろん敵ではない。おそらく、オーバリー・ビラン将軍とやらの部隊だろう。近日中にアプターへ到着すると聞いていた。

　火の列が完全に城門の内側へ入ると、ビリーナは空へと視し線せんを転じた。

　重く雲が垂れ込めているようで、星のひとつも見えない。今日きよう何度目かになるため息をついた。

「ビリーナさま。こちらにいらしたのですか」

　背後からテレジアが近づいてきた。ガーベラでは侍じ女じよ長ちようをつとめていて、生まれたときからビリーナの側そばにいる女性だった。髪はやや白いが、身も心もいたって若い。

「広間では、また今日も飽あきずに酒しゆ宴えんのようですわね。姫さまのことですから、どうせ出席を断られたのでしょう？」

「うん」こっくりと頷うなずいてから、「なあ、テレジア」

「はい？」

「殿方が泣くとは、どういうことだろう？」

「まっ」

　テレジアが驚おどろくのをよそに、ビリーナは兵舎の屋上から空を見上げつづけている。

「それも、まるで子供が泣くように声をあげ、身も世もなく打ちひしがれたみたいな様よう子すで。……わたしははじめて見た。男性がそうやって泣くところを」

　テレジアも賢けん明めいな女性である。（どなたのことですか）とは口にしなかった。ただ、やや慎重そうに声をひそめて、

「姫さまの前で、でありますか？」

「いいや」かぶりを振るのにあわせて、白金プラチナの髪が豊かに波打つ。「たまたま、そう、偶ぐう然ぜんに見かけただけなのだけど」

　テレジアは少し間をおいてから、

「殿方といえど、ご婦人方とそうそう変わることはありますまい。殿方が殿方たるゆえんは、人前で男たらんと見栄を張っているからでございます。逆に言うなら、殿方とて、やわらかく、傷つきやすい心を持っているもの」

「テレジアは、物知りだなあ」

「これでもビリーナさまの倍以上は生きておりますゆえ」

　倍どころか三倍でも利かぬ、と思ったが王女は口に出さず、ただくすりと笑った。テレジアはあくまでも真顔のまま、

「ですから、誰だれにも見られないとわかっているならば、殿方の泣く理由とて、多た分ぶんビリーナさまと大差ないかと思われますが」

「わたしと？」

　そういう発想はなかった。

　ビリーナは変に納得して、自分の過去を思い出してみた。

　まだ幼い頃ころ、祖父に叱しかられたときに泣いた覚えがある。大好きだったからこそ、わかってもらえない悔しさと、嫌われたかもしれないという恐怖があったのだろう。もちろんいまとなっては、すべて祖父が自分を愛してくれていたからこそだと理解している。

　これも幼き頃、兄のゼノンが戦いくさで怪け我がをして帰ってきたときにも泣いた。ゼノン王子はビリーナよりも一三歳年上だったが、このたくましくて優やさしい兄のことをビリーナは慕したい、兄も歳としの離はなれた妹をかわいがってくれていたのだ。

　そしてこれは一年と遡さかのぼらないのだが、ガーベラでおこなわれた飛ひ空くう艇ていのレースで二位に甘んじてしまったとき。レースのあとで開かれた祝賀会では皆に笑え顔がおを振りまいたビリーナだったが、自室に帰るなり、侍じ女じよを遠ざけ、ベッドに突っ伏してひとりで泣いた。腕前には自信があった。優ゆう勝しようできなかった悔しさが何度涙を払ってもこみあげてきて、自分は一生恥ち辱じよくにまみれて生きるのだとさえ思った。

（あとは……ザイム砦とりでのときだ）

　ガーベラの将リュカオンが国に反旗を翻ひるがえして、ザイム砦を占せん拠きよした。リュカオンはビリーナの婚約者だった。会ったことは数えるくらいしかなくても、実直で、精せい悍かんな感じのする──そう、兄のゼノンにどことなく似ている──この将に、ビリーナは好感を抱いていた。男女の恋には疎うとい彼女だったが、リュカオンならば、生しよう涯がいをかけて愛せるだろうとぼんやり予感していた。

　そんな彼と、一年の時を隔へだててザイム砦にて対たい峙じした。じかに会えれば、リュカオンを諭さとせるだろうとビリーナは信じていた。彼は騎き士しの精神を、そして騎士の国ガーベラをこよなく愛していたはずだった。しかし言葉を交わしてみて、そうだからこそ──愛するガーベラをより理想に近づけようと思えばこそ──彼が決起したと知った。もはや何者にもそれを翻すことなどできぬとも思い知らされた。

　ばかりか、リュカオンは剣を引き抜くと、主君の娘ビリーナにそれを差し向けたのである。

　このときビリーナは泣いた。恐れのためではない。そんなリュカオンの決意が哀れだった。それを止められない自分の無力さが悲しかった。

「ビリーナさま？」

「うん」

　記き憶おくをたぐり寄せていた追想の糸を断ち切って、ビリーナはまた左右に顔を振る。

　彼女の脳のう裏りにくっきりと焼きついているのは、がっくりと両手両りよう膝ひざをついたギル・メフィウスの後ろ姿と、嗚咽おえつの声。皇おう子じがタウーリアから帰き還かんした直後のことである。ギル・メフィウスは天てん井じようの崩落した城じよう館かんで、夕暮れどきの光を浴びながら泣きじゃくっていた。

　戦いくさで指揮を執り、大胆かと思えば精せい緻ちに罠わなを張り巡らせもする、そんな皇おう子じとはまるで別人のようだった。

（なぜ──）

　ビリーナは、息をも止めてそれを後ろから見ていた。タウーリアとの戦いはギルの作戦どおりに終結したはずだ。他ほかに何か気がかりなことがあるのか。それとも、タウーリアで和平の歓かん待たいを受けたはずだが、そこで何か衝しよう撃げき的てきなことがあったのか。

　問いただすこともできなかった。なぜだかそれ以上見ていることがとてもいけない気持ちに駆かられて、ビリーナはそこから逃げるように去ってしまったのだ。

（戦で、誰だれか近しい人が戦死されたのだろうか）

　タウーリアとの戦においては劇げき的てきな勝利をおさめたものの、もちろん犠ぎ牲せい者しやのひとりも出ないというわけにはいかなかった。近この衛え兵へい、特にシークやホゥ・ランといった特定の人とは特に信頼関係が強く見える皇子のことだ。

（そういった人を、亡くされたのかもしれない）

　もしそうならば、自分はどう皇子に接するべきなのだろう。皇子も当然男子なれば、女の自分に泣いているところを見られたくなどないはず。だから正面切ってそれを言うのもはばかられる。

　そもそも放っておくという選せん択たく肢しがビリーナのなかにはない。であればこそ、次々と新たな苦悩の種を自身に植えつけてしまうのだが、そんな面めん倒どうな自分の性さがに気づくことすらなく、ビリーナは「うーん」と声を出して唸うなってしまった。

「──」

　と、いまのいままで階下から聞こえていた酒しゆ宴えんの騒さわぎが、ぴたりとやんだ。

　ビリーナとテレジアがふと見つめ合う。ほどなくして女性の悲鳴が聞こえた。それを皮切りにふたたび大騒ぎとなる。しかし以前までの酒しゆ興きようとちがうのはあきらかだ。何より、

「だ、誰か。誰かお止めせよ」

「皇子──、おやめください、皇子！」

　そんな叫びがはっきりとビリーナの耳には聞こえていたのだ。










　一章　暗雲のアプター







　　　　１




　オーバリー・ビランがアプターへ到着したのは、日没後二時間が経過した頃ころ合あいである。

　本来なら陽ひがあるうちに着くはずだったが、当のオーバリーが宿場町で女とぐずぐず過ごしていたために遅れた。急ぐ必要もなかった。聞けば、タウーリアにはさんざん攻められた挙あげ句くに同盟を強要されたというし、城内に充満しているだろう敗戦の惨みじめな空気を想像するだけで気が重くなる。とはいえ、

（雛ひなからかえったという噂うわさの皇おう子じさまとて）

　そんなものか、と多少気分がよくないこともない。オーバリーには、第一皇位継承者ギル・メフィウスに含むものがある。皇子初うい陣じんの折には手て柄がらをひとり占めにされたし、ザット謀む反ほんのときには、せっかくノウェとつるんで救国の英雄役を担になうはずだったのに、皇子のせいで計画を壊こわされたばかりか、謀反の最中に姿を消したというので皇帝から不ふ興きようを買う羽は目めになった。

　それもあって、ソロン南東部のキルロで奴ど隷れいの乱が起こったときには、オーバリー自ら鎮ちん圧あつの任に志し願がんした。歴戦の将だという自負のある彼であるが、奴隷ごときに向ける剣はない、と胸をそびやかしている場合ではない。任務は何ほどのこともなく終えることができたが、気け高だかい彼の誇りはいたく傷つけられていた。

（それもこれも、）

　すべてがギル皇子のせいだという気がオーバリーにはしている。いまになって奴隷たちが武装蜂ほう起きしたのは、おそらくザットの謀反に原因があろう。が、奴隷を近この衛え兵へいにしたり、乱を起こした剣奴隷たちを自らの配下にしたりと甘い態度を取ってきたギルにも責任がある、とオーバリーには感じられるのだ。

「ふん」

　アプター城じよう砦さいを眺められる位置まで来ると、爆ばく撃げきによって形が変わっているのがはっきりわかった。派は手でにやられたらしい。オーバリーは意地の悪そうな笑えみを浮かべた。城門もまだ修復の途中にある。

「オーバリー・ビラン将軍、ご入城」

　触れとともに、半はん壊かいした門もん扉ぴをくぐる。

（おや）

　城下街へ入ると、オーバリーは細く整ととのえた眉まゆを寄せた。違和感がある。敵の放つ火が城砦の形をも変えたのだ。当然街にも被害は及んだはずだ。さぞや暗く沈んでいるだろうと思いきや、往来する人々も、彼らと談だん笑しようする兵士たちの顔もあかるい。

　オーバリー一行はこうこうと灯あかりの照った大通りを進んで、馬から降りた。いまは城じよう館かんが使えないというので、いちばん大きな兵舎へと案内される。玄関口をくぐると、ますますオーバリーは内心の不信を強めた。

　広間では酒しゆ宴えんが催もよおされている。赤ら顔の兵士たち、それに給仕をするために街からかき集められてきたと見える女たちが、あちこちで手に手を取って踊っている。食べ物は山と積つまれて、あおるたびに酒しゆ杯はいはまた酒で満たされて、まるで戦いに勝ったかのような浮かれようだ。

「おお、将軍」

「今日きようには着くというので心待ちにしていましたが、ずいぶん遅いお着きで」

　砦とりでに詰めていたオーバリー配下の黒くろ兜かぶと団だん、その兵たちも皆ご機き嫌げんだった。オーバリーはうろんげな顔でベインという名の百人長を捕まえ、

「これは何事だ。敗戦した皇おう子じがやけでも起こされたか」

　訊きくと、ベインは「とんでもない」という風ふうに、いつもの風ふう采さいのあがらない顔ににやけた笑えみを貼はりつけた。

「戦勝祝いですよ」

「なに、戦勝？」

「タウーリアのアークス・バズガンとて、一度はこのアプターにて捕ほ縛ばくしていたのです。皇子は、あのお方は、ずいぶんと戦いくさ上手じようずでございますな」

　オーバリーは戦の詳しい経けい緯いをベインに聞き出した。皇子が敵を引き込んだ上で、自ら砦を爆ばく撃げきしたのだと知って、思わず驚おどろきの声をあげそうになるのをぐっとこらえる。

「それはまた」とつくり笑いをするのに精いっぱいだった。「例を見ぬ、画期的な戦ではあるな。誰だれにも真ま似ねできないのは確たしかだろうよ。物資と金があり余っていると錯さつ覚かくでも起こさない限りはだが」

　口ではそう言いつつも、

（妙な）

　という思いがある。

　皇子ギルとは、初うい陣じん以前はほとんど口を利いたこともない。しかし噂うわさの数々はもちろん聞き知っていた。毎日を遊び暮らしている『うつけ』だという風評は他国にすら知れわたっていたはずだ。

　それが、ザイム砦の初陣では総大将リュカオンを討うち、ソロンでは謀む反ほんの陰いん謀ぼうを阻はばんだ。そしてここアプターではアークス・バズガンを捕らえて、五ご分ぶの同盟にまで持ち込んだという。それも本国からの救援もいっさい受けずにだ。

（まるでギルのほうが、歴戦の将のようではないか）

　ただ苦にが々にがしい思いがするだけではない。オーバリーの聞き知っている皇子とはあきらかに様よう子すがちがう。優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうがいるのかとも思うが、今回アプターに他ほかの将軍はおらず、皇子の側そば仕づかえはほとんどが元奴ど隷れいの身分にある者ばかりのはずだ。

　皇族とはいえ、人がこうも短期間で変へん貌ぼうを遂げるなどあり得ることなのだろうか。それとも『うつけ』だからこそ、そうして余人には思いつかない方法で次々と物事をなしていくとでもいうのか。オーバリーが、メフィウスの廷臣ならばほとんどの人間が抱いている疑問をいま新たにしたとき、

「これはこれは、殿下」

「皇太子殿下、タウーリアでのお務つとめ、ご苦労さまです」

　広間に当のギル・メフィウスがあらわれた。




（あっ）

　とこのとき顔を見合わせたのは、広間でそれぞれ仲間たちと酒を酌くみ交わしていたシークとゴーウェン、つまりオルバの昔からの知り合いである。

　そのオルバが、遠目にもわかるくらいに酩めい酊ていしていた。足もともおぼつかない様子でふらふらと広間を歩き、声をかけてくる人々にしまりのない笑えみを見せている。顔も朱を流し込んだように赤い。オルバがよくやる見せかけの芝しば居いでもなさそうだ。何より、オルバが酒に決して強くないのをふたりは知っている。

　オルバは──当然この広間にいる人々にとってはメフィウス第一皇位継承者である彼は、オーバリー・ビランを見つけると、大おお仰ぎように手を振りながら近づいていった。

「おお、将軍。着いたか。遅かったのでね、心配していたよ」

「殿下」オーバリーは慇いん懃ぎんに一礼した。「もったいなきお言葉であります。恥ずかしながら、キルロで思いがけず手間取ったもので、タウーリアとの戦いくさにも間に合わず」

「構わんさ。さあ、飲め」

　倒れかかるのを、近くの侍じ従じゆうがあわてて抱き止めようとする。それを乱らん暴ぼうに振り払って、ギルは盆から酒を摑つかみ取ると、オーバリーに勧めた。

　その顔を間近にして、オーバリーは丁重に断ろうとした。足もとどころか、目の焦点も定まっていない様よう子すなのだ。しかしギルは目を三角にして、

「おれの酒が飲めないのか、将軍」

　と凄すごむ。オーバリーは苦りきった風ふうに笑いつつ、酒しゆ杯はいを手に取り、飲み干した。皇子はそれをじっと眺めていたかと思うと、

「殿下！」

　近くにいた人々が驚おどろきの声をあげるのに構わず、腰からすらりと剣を抜いたのである。さすがにオーバリーは目をすっと細めて、

「……何事です、殿下」

「剣けん舞ぶをやろうではないか、将軍」

[image: ]

「けんぶ？」

　剣けん舞ぶはメフィウス名物で、剣を手にした複数の男たちが舞まい踊るものだ。建国祭の折、ソロンの宮殿でもおこなわれている。

「祝いの席だというのに、娯楽が足らない。メフィウス人はこういうとき、無ぶ骨こつでいけないな。人を楽しませる洒落しやれ者ものがいない。だからおれとおまえとで剣舞をやろう。皆、喜んでくれるさ」

　正気とも思えず、オーバリーは薄うすい唇に笑えみをたたえたまま、

「せっかくの申し出ながら、オーバリー・ビラン、皇太子どのと剣を合わせられる身ではございませぬ。さあ、あちらに腰を落ち着かせ、ゆるりと話でもするといたしましょう。タウーリアとの戦いくさの話をぜひお聞かせ願ねがいたいもの──」

　ぱちんとこのときオーバリーの頰ほおが鳴った。ギルが手の甲で将軍の横よこっ面つらを張ったのだ。

　声をあげるどころでなく、広間はむしろしんと静まり返った。驚おどろき、固かた唾ずを吞のんで見守る人々の前で、

「皇太子どのとは剣を合わせられないだと？　かわいいことを言う。その皇太子が命令しているのだ。さあ、剣を抜け」

　ギルは手にした剣で突いてみせた。オーバリーはあわてて身を引きながらも、「殿下、殿下」とこわばった笑みを維持したまま呼びかけている。腰も定まらない皇おう子じだからかわすのに苦労はないはずだが、しかし三度目の突きが肩の上をかすめたとき、鋭するどい剣風がオーバリーの頰を叩たたいた。

　皮ひ膚ふが浅く裂けた。その頰から赤い色の雫しずくが滴したたるのを見て、女性たちが悲鳴をあげる。

「し、将軍」

「殿下、殿下、お待ちを」

　兵たちも口々に叫んだ。シークとゴーウェンは人波を搔かきわけてギルに近づこうとするのだが、その間にもギルは立てつづけに剣を振るう。さすがにオーバリーが自らの腰に手をのばしかけた。それを見たギルの口もとに凶きよう暴ぼうな笑みが覗のぞきかけたとき、

　カシーン、と小気味いい音がした。

　ギルの手から剣が放り投げられる。ギルとオーバリー、ともに身動きを止めて、側面からのびてきた新たな剣を見やった。手にしているのは、頑強な肉体をした男だった。建国祭の剣けん闘とう大会で、オルバと決勝の座を争った元剣闘士──パーシル。彼が横合いからギルの剣を払いあげたのである。パーシルはやや目を伏せがちにしたまま、燃もえるようなギルの眼まな差ざしを無表情に受け止め、剣を腰に収めた。

　辺あたりは騒そう然ぜんとなっている。

「将軍！」

　兵らが駆かけ寄ってこようとするのをオーバリーは手で制した。

「これは……これは、酒の上でのお戯たわむれにしては、いささか度が過ぎてはいませんか、殿下」

　ギルは自分の剣を拾いあげていた。また辺あたりが緊きん迫ぱくしかけたが、ギルはそれを鞘さやに収めて、

「だから、おまえが剣けん舞ぶに応じればよかったのだろう」

　いっさいの興きよう味みをなくしたかのように肩をすくめた。それから横目でじろりとパーシルを見やり、

「どいつもこいつも、つまらなくてかなわんな。これだからメフィウス人は浮かれた席での空気が読めぬと言われるのさ」

　あとはまたふわふわとした足取りで広間を去っていった。オーバリーは頰ほおに手を当てたまま、その背中を見ている。怒りのあまりにむしろ顔は青ざめ、全身がわなないていた。

「あれは、何だ」ひとり言のように囁ささやいた。「浮かれてどうかしているのか、それとも『うつけ』の地が出おったか」

　一方、皇おう子じが消えたのとは別の入口で、ひとり立ちつくした影かげがあった。ビリーナ・アウエルだ。先ほどまで屋上にいたのだが、騒さわぎを聞いて駆けつけてきた。ようやく着いたときにはすでに終わっていたのだが、広間で口々に騒いでいる人々の声を聞けば、ことのあらましくらいは理解できる。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていた彼女だったが、すぐに広間を横切って皇子のあとを追った。




　　　　２




「いったい、何をお考えなのです！」

　スカートの裾すそをつまんで駆かける姫君の姿は、アプターにおいてもすでに大勢の人々が見知ったものだ。シークやゴーウェンに挟まれて、壁かべに寄りかかって歩いていた皇太子は、

「何を、とは、何だ」

　ひどく億おつ劫くうそうに訊きいた。歩みは止めない。少女も大おお股またでずかずか近寄りつつ、

「いまのも、何か真意あってのことなのかとお訊きしているのです。いままでどのように愚おろかしく見えた振ふる舞まいにも、わたしていどでは見抜くことのできぬ秘密があったように」

「殿下は、お酔いになっておられるのです」

　シークがなだめるように言ったが、ビリーナには逆効果だった。ただでさえ大きめの瞳ひとみをことさらにみはって、

「酔っておられる？　ええ、そうでしょうとも。なら質問を変えましょう。前後もわからなくなって、臣下に斬きりかかるほど酔ったのは、いったいなぜです？」

「酔ってなどいるか。あれくらいの酒で」

　ギルはぶつぶつと内にこもった声で言う。酔すい漢かんの典型だ。ビリーナはかっとするものを覚えてさらに一歩詰め寄ろうとした。落雷を覚悟するかのようにシークは肩を狭めたが、そのとき不意にビリーナの表情から烈はげしさが削そげ落ちた。

　思い出したのだ。

　まるで這はいつくばるようにして泣きじゃくる皇おう子じの姿を。

　こうも泥でい酔すいしてしまったことと何か関かかわりがあるかもしれない、と思うと、ビリーナは怒りを放出する気力を失ってしまった。




　兵舎にあてがわれた部へ屋やへ入ると、ギル──オルバは、すぐさまベッドの上へと身を投げ出した。低い唸うなりを洩もらす彼へ、

「何があった」

　とゴーウェンが開口いちばんに訊く。シークは皇子の帰りを待っていた小こ姓しようのディンを「今日きようはもういい」と帰らせると、外で警けい備びしている兵士をも言葉巧たくみに追い払って、そっとドアを閉めた。

「何もあるものか」

「オルバ」

　ゴーウェンが声を低めて言った。赤しやく銅どう色いろの肌をした彼に、いまや負けず劣らず赤ら顔になったオルバがにやっと笑う。

「お、いま奴ど隷れい監かん督とく長ちようの顔に戻ったな。みんな、朝起きるたびに、今日きようのあんたのご機き嫌げんがいかがなものかと顔色をうかがっていたものさ」

「そうかい。なら言っておくが、いまのおれのご機嫌は最悪だ」ゴーウェンは枕まくらもとに近づいてオルバを上からねめつけた。「いままで命がけで守ってきたことを、酒に溺おぼれて自分から壊こわすようなやり方はガキ以下だ。いつも冷静なおまえらしくもない。パーシルに感かん謝しやしろよ、あいつが止めていなければ身の破滅を招くところだった」

「爺じいさん、真剣になりすぎるなよ」

「オルバ！」

　ゴーウェンが怒ど声せいを放った。太い腕を振りあげかかるのを、あわててシークが止めに入る。

「ま、まあまあ、ゴーウェンどの。オルバはずっと気を張っていて、疲れているんでしょう。剣奴隷だった男が、いきなり一国の皇太子。それは、たまには酒に溺れたくなるときがあってもいいじゃないですか」

「ならん」ゴーウェンの鼻息は荒い。「オルバ、貴様自身が言っていたな。おまえを影かげ武む者しやにしたのはおそらくフェドム公の独断だろうと。なら他ほかのメフィウス人に正体がばれれば、あっという間に断頭台いきになりかねん。貴様とてそれくらいの覚悟はしていたはずだろう。それにもしおまえの正体がばれれば、おれたちとて共きよう謀ぼう者しやだと疑われて、命が危あやうくなる。おまえひとりが首を斬きられて済む問題じゃないんだよ」

　オルバはにやけ面づらをやめると、今度はベッドの上であお向けになった。かと思えば、また身を横にしてゴーウェンらに背を向けようとする。「オルバ」となおも詰め寄りかけたゴーウェンの耳に、

「皇おう子じをつづけていく理由など、もうない」

　囁ささやきに近い声が聞こえた。ゴーウェンがふと足を止め、シークと顔を見合わせていると、

「あいつを生かしておく理由など、もうないんだ」オルバの背中が震ふるえを起こすたび、ぽつりぽつりと言葉が洩もれる。「兄にいさんはここで死んだ。あいつに見捨てられて。アリスも、母かあさんも、殺されたろう。あいつのために。同じメフィウスの村に火をかけたあいつの手で！」

　さっきまで酒に浮かれていたように見えたのに、一転してオルバは叫びを放ち、それから鼻をすすった。

「あいつって」

　とシーク。ゴーウェンがあとを継いだ。

「まさか、おまえが斬りかかったあの将軍のことを言っているのか。確たしか、オーバリーといったな。あの男に何をされた。皇子になる前に、あいつに会ったことがあるのか？」

　ゴーウェンはそう訊ききながらも、いまさっきオルバが話したことがすべてだろうとはわかっていた。オーバリー・ビランが以前アプターの守将であったことは彼も知っている。オルバの兄がここで死んだ、とは、兵士としてここに詰めていたという意味か。

「メフィウスの村に火をかけた──だって？　まさか、オルバ」シークがはっとしたように声を高くした。「まさか、きみは彼に復ふく讐しゆうを目論もくろんでいるのか？」

　オルバは背を向けたまま答えない。

　ということは、否定もしないという意味だ。多量の唾つばを飲んで立ちつくしたシークの隣となりで、ゴーウェンは重たげな吐と息いきをついた。いままでどこかしら謎なぞめいていたオルバだった。冷れい徹てつな面があるかと思えば、感情が一気に激げきする面もある。相あい反はんする両面が保っている均きん衡こうは、傍はた目めにも危あやうかった。いまにもあふれ出した感情がオルバという一個の人格を崩してしまいかねないほどに。

（それが、いまこの瞬しゆん間かんだったというわけか）

　二年──いや、もう三年にはなるだろうか、はじめて会ったときから目の離はなせない奴やつだとは思っていた。鉄の仮面だけでなく、心にも仮面をつけていて、その真意は摑つかみどころがなかった。しかしいま声を押し殺して泣いているオルバの背中は、これもはっとするほどに無防備である。剣を取っては無敗を誇った男とも見えず、はかりごとを巡らせては敵を罠わなにかけてきた男とも見えず、それは、ただ幼い少年の後ろ姿でしかなかった。

　が、ゴーウェンはあえて厳きびしい口く調ちようを維持したまま、

「復讐か。家族を殺されたというなら、確かに許してもおけんだろうが、しかしいまここで復讐を優ゆう先せんさせれば、おまえはすべてを失うぞ。何とかいままで死地をくぐり抜けて、手に入れかけていたすべてのものを、おまえは──」

「すべてだと。すべてとは、何だ」オルバは半ばかすれた声でわめいた。「おれはもう全部を失った。これ以上何がある。命か？　命ならくれてやる。あいつが味わう地じ獄ごくの苦しみと引き換えになら、いつだって」

「責任を果たせということだ、オルバ。一国の皇おう子じなどという身分で遊ぶのに飽あきたのならそれもいいだろう。が、身分には相応の責がついてまわる。望むと望まざるとにかかわらずだ。おまえが好き放題にしてきたつけと言ってもいい」

「──」

　ゴーウェンがこれほど饒じよう舌ぜつに何かを諭さとそうとしているのを、シークははじめて見た。奴ど隷れい監かん督とく長ちようだった頃ころから、他人の人生には深入りしない男だった。剣は教える、勝ち抜くコツも心構えも教える。しかし他人の事情に関心など示さない。一〇〇人剣奴隷を育てても、一年後にはそのうちひとりでも生き残っているかどうかという世界だ。仕事以上にいちいち立ち入ってはいられないのだろう。

　オルバが皇子になってこのわずか半年あまり。めまぐるしく立場の入れ替わったオルバであっても、その間、変わったのは彼ひとりきりではないということだ。

　だから、

「そうだよ、オルバ」シークもあえていまのオルバを受け止めた。「ぼくらのことはともかく、きみはビリーナ王女に、ガーベラへ援軍を出すとお約束したのだろう。いまここでオーバリーを殺してしまえばそれどころではなくなる。オーバリー将軍がアプターにいるいまならば、ことを起こすのに遅すぎるということはないさ。何なら、近この衛え兵へいとしていい目を見させてくれたお礼に手て伝つだってもいい。ただ、きちんと責任は果たすんだよ」

　オルバはそれ以上何も言わなかった。




　ふたりが去ると、室内はひっそりとした静けさに包まれた。ベッドの上のオルバは身じろぎもしない。

　……タウーリアから帰ってきてすぐ、彼は鍛か冶じ師しのソダンと話して、そのとき兄の死を知った。生きているはずがない、とは自分でも思っていた。だが、どこかでか希望を──いや、希望とも呼べぬほどのほのかな幻想を──抱いていたのだろう。

　自分とて地獄に等しい日々を生き抜いてきた。ならば生き別れになった兄や母、アリスたちもどこかでか生きていて、いつしかばったり再会できる日もあるのではないかと。

　だが、あらためてソダンから兄の事実を聞かされたとき、オルバの内側にあった幻想はもろくも崩れた。兄のことだけではない、アリスや母、かつての顔見知りたちすべてに抱いていた幻想すら崩れ去って、いまや彼らはこの地上のどこにもいはしないのだと、オルバは心の底から思い知らされた。

　彼は泣いた。ひとしきりかれるまで泣くと、今度は身体からだの奥から熱あつい感情が駆かけあがってきた。オーバリー・ビランの首を叩たたき切ってやると思った。あるいはそのとき城じよう砦さい内ないにオーバリー本人がいたら、オルバはあと先も考えず、本気で彼を殺しに向かっていたかもしれない。

　しかしオーバリーはまだアプターに着いてはいなかった。オルバはいき場のない荒々しい感情に懊おう悩のうした。部へ屋やへ戻ると、ディンが止めるのも聞かずに酒をあおった。一杯、二杯と進むうちに、オルバは自分の限界も忘れた。実際、少しも酔わなかったのだ。しかし陽ひが暮れ、オーバリー到着の知らせを耳にしたときには、椅い子すから立ちあがるのにも苦労するほどだった。

　あとのことは広間でおこなわれたとおりである。

（ちっ）

　いまになって慣なれない酒が胸をむかつかせてきた。何度も唾つばを飲んでは、少しでも楽な姿勢がないかと右へ左へ身を転がせる。とともに、アプターでの戦いくさからタウーリアへの訪問、と立てつづけに疲労を強いられた身体が、急速に眠りを求めてきた。

「──兄にいさん」

　乾いてがさがさになった唇からそんな声が洩もれた。




　村にいちばん近かった城砦都市、ここアプターで、兄は商人に乞こわれて下働きに出ていた。

　月に、二、三度の休みを取って家に帰ってきたとき、いつも語って聞かせてくれる都での生活の様よう子すは、瘦やせた峡きよう谷こくの空と大地がすべてのオルバにとって、別世界での出来事に等しかった。それまでのオルバは、魔素エーテルで空を飛ぶ飛ひ空くう艇ていの存在も知らなかったし、奴ど隷れい同士をあらゆる競きよう技ぎで競きそわせる円形闘とう技ぎ場じようの存在も知らなかった。そうした奴隷たちは、競技で勝つごとに一日を暮らすに十分な報ほう酬しゆうを得られるそうで、オルバは「なら、自分も奴隷になってお金を稼かせいでくる」と言い張って、当の兄の目を白黒させた。オルバの暮らしていたような田舎いなか村むらでは、奴隷という階級など目に触れる機き会かいもなかったのだ。

　そんなオルバの見けん識しきを広めてくれたのが、兄ロアンの土産みやげ話ばなしであり、持ち帰ってきてくれる本の数々だった。読み書きを教えてくれたのも兄だ。オルバは、そこに書かれてあるあらゆるものに夢中になった。子供向けの絵物語から、流は行やり遊びの本、かつて人類が巣立った旧世界について書かれた書、古代の王ゾディアスの編あみ出した魔ま法ほうという奇跡に触れた本、そして何より、数々の英雄たちの歴史物語。

　夢中になって読みふけっては、しかし結局こんな出来事がいまの自分に起こるわけはないと絶望に打ちひしがれもする。だが、ひょっとしたらいつかは──このしみったれた村を飛び出して、広い世界に足を踏み出しさえすれば──物語の世界にいけるのではないかと淡あわい期待をも抱きもする。見わたす限りに青々とつづいているという海を見てみたい、冬に降ふり積つもる雪の輝かがやきを実感したい、権けん謀ぼう術じゆつ数すうが張り巡らされている黄おう金ごん色いろの宮殿とはいったいどんなものなのだろう。

　本を一冊一冊広げては、オルバにあれこれ解説したがる兄もまた、自分と同類のようにオルバには思えた。都で自分の知らない世界を見知っている兄ならば、そして自分よりよほど賢かしこくて要領のいい兄ならば、いつか自分より先に、本のなかだけでしか知らない世界へ旅立っていくんじゃないか、とオルバは幼心にそう思っていた。




　どろどろとした眠りのなかでオルバは夢を見ていた。

　幼い頃ころのオルバと、記き憶おくにあるもっとも新しいロアンとが、納屋の外で並んで腰かけている。ふたりの頭上には星が瞬またたいていた。

（これは──）

　あのときだ。兄がアプターに徴収されるわずか数日前のこと。隣となり村むらのダグと喧けん嘩かをして、母に叱しかられていたオルバに、兄ロアンが声をかけてくれたとき。

「皆、誰だれも自分が何者であるのかなどわかりはしないのさ」

　兄はそう言って、青白い月の光に濡ぬれながら空を見上げていた。そのとき兄が語ってくれた言葉を、生しよう涯がいオルバは忘れまい。

　そこへ「何をしているの？」とアリスも加わった。向かいの家に住む、幼おさな馴な染じみの少女。歳としはオルバより三つ上で、ちょうどロアンとオルバの中間にあたる。いつしか、三人は思い出話に花を咲かせた。村の誰かが、近くで野生の竜を見たというので、三人でその目もく撃げき場所に向かったことがある。しかし峡きよう谷こくは道が入り組んでいて、すっかり道に迷ってしまった。結局、棒のようになった足を引きずって村に戻れはしたのだが、陽ひが暮れて二時間は経たっていたので、三人はこっぴどく親から叱しかられたのだ。

「母かあさんは、どうせおれが兄貴を連れ出したんだろうって決めつけて、兄貴にはおとがめなしだったんだぜ。そのぶんおれが怒られたんだ」

「似たようなもんでしょ」アリスが唇をとがらせた。「あれって、別の誰だれかが言い出したんじゃなくて、最初に『竜を見た』なんて法ほ螺らを吹いたのは、オルバなのよ」

「何でだよ」

「あのあと、他ほかの子たちを問い詰めても、誰もそんな噂うわさ知らないって言うんだもの。いまになって思えば、あれ、オルバだったんだろうなってね」

「ちがうよ、あれはダグの奴やつが……」

「でも、楽しかったよ」

　ロアンが言った。唇に淡あわい笑えみを浮かべ、降るような星を見上げるその姿に、ふたりとも押おし黙だまる。

「昨日きのう、ぼくもふと思い出してね。記憶を頼りに、あの峡谷の道を歩いてみたんだ。意外と覚えているものだね。最後に『引き返そう』ってアリスが言った、岩くれだらけの平原みたいなところに三時間くらいで辿たどり着いたんだ。とっても風の強い場所でさ、ああ、これなら竜がいても──それも、人間に品種改良されたり、飼かい慣ならされたりした竜じゃなくって、本物の、竜神と呼ばれていた頃ころの、知性と翼つばさ、そして魔ま法ほうの言葉を兼ね備えた本物の竜がいたっておかしくないなあ、ってそう思えたんだ」

「ふうん、ずいぶん夢見がちなこと。やっぱり兄弟よね。ちっとも似てないって思ってたけど、そういうところだけはそっくり。オルバなんていまだに力でのし上がってやる、って思ってるんだから。平民が剣一本で国を手に入れられるなんて、いつの時代のおとぎ話を信じてるんだか」

　そんな風ふうにからかいつつ、そしてオルバも「悪かったな」と毒づきながらも、兄の横顔を見つめるアリスの顔が、何かしら寂さびしさを含んでいるようにも見えた。

「そういうんじゃなくってさ」いくぶん照れくさげに兄はかぶりを振った。「ただ、大人おとなにはたった三時間の行程でも、子供の頃のぼくらには、本当、大冒険だったな、って。いき着く先も見えない、でもそれだけに胸がドキドキして、これが終わる頃には、いつもとちがう、何か凄すごい毎日が待っているんじゃないか、って、本気でそう思えたから」

　オルバはそのときの兄の言葉にはっと胸を突かれる思いがした。具体的な理由はわからない。

　それからまた思い出話がはじまり、アリスがオルバをからかっては、ロアンはやんわりたしなめつつ、昔話のひとつひとつを詳細に思い出しては、また笑った。

　そしてそれが、兄と過ごした最後の一日だった。




　オルバがむくりと身を起こしたときには、まだ夜は明けていなかった。

　酔いは覚めている。若い身体からだはたった数時間の眠りでも疲労を吹き飛ばしてくれていた。枕まくらもとの水差しに手をやり、かわいた喉のどに水を引き入れる。水差しは一気に空からになった。

　窓からはかすかな月光が射さしている。何とはなしにそれを見上げたオルバの目め尻じりから、また一滴涙がこぼれた。

　机の上へとふと目を転じると、ディンが集めておいたらしい資料の山がある。タウーリアへ出しゆつ立たつする前、頼んでおいたのだ。なかには、エンデ公国に関する情報があるはずだった。これからのことを考えるに、エンデとの悶もん着ちやくは避さけられそうにない。だから公国にいるふたりの後継者の情報を含め、いろいろな知ち識しきを仕入れておきたかった。

（だが、それももう）

　役立てることはないだろう。オルバは力を失った人形のように背中を落とした。ベッドが弾む。

（もう皇太子など関係ねえ）

　見上げる天てん井じようは、ソロンでの居室よりずいぶん低い。もとは兵舎の一室なので、広さもさほどはなかった。しかしそれとて、奴ど隷れい時代の境きよう遇ぐうからすれば快適の極きわみともいえる空間である。

　オーバリーを殺す。ということは、いまここにある環かん境きようすべてを失うということでもある。ゴーウェンの言うとおりに。だが、オルバはすでに手に入れたいものの何もかもをも失っているのだ。もはや何を恐れる必要があろう？　が──、

「責任を果たせ」

　ゴーウェンの言葉が脳のう裏りをよぎった。鋭するどい痛みとともに。

　酒のせいか、相次ぐ葛かつ藤とうのせいか、割れるように頭が痛んだ。

（奴やつを殺す。殺す。殺す。──）

（責任。責任。責任。──）

　オルバの瞼まぶたがふたたび落ちかけた。身体からだに、そして心に力が入らない。彼には、本当の自分が何を望んでいるのかもいまとなっては判然としなかった。オルバとしてはオーバリーを殺したいと渇かつ望ぼうしているも、ギルとしてはそうしてはならじといくたびも叫んでいる。

（おれは）

　頭だけでなく、背中までもが熱ねつを放っていた。そこに刻まれた烙らく印いんが、怨えん嗟さの火を噴ふいている。

（おれは、誰だれだ）

　何度となく心中でくり返された叫びが、いまもっとも強い響ひびきをともなって耳に聞こえる思いがした。




　　　　３




　その頃ころ。帝都ソロンでは、メフィウス諸侯がひとり、フェドム・オーリンが出しゆつ立たつの準備に追われていた。なにぶん、急きゆう遽きよ決まったことなので大忙しだ。

（あの小娘め）

　そうして忙しさに追われていても、フェドムはふとした拍子に昨日きのうのことを思い返さずにはいられない。

　突然邸宅にあらわれたイネーリ・メフィウスは、こともあろうに、

「あのギル・メフィウス。偽にせ者ものじゃないかしら」

　などと言ってのけたのだ。いま記き憶おくを反はん芻すうしただけでも青ざめる思いがする。しかしフェドムとて命をかけた戦いに身を投じている自覚はある。かろうじて動揺を押し隠し、笑い声で応じることができた。

「皇おう子じが偽者？　なるほど、宮廷で皇子がお変わりになられた理由をあれこれ詮せん索さくする向きはありまするが、さすがイネーリ皇女、他ほかの方とはそもそも発想が異なっておいででいられる。しかし皇太子殿下が偽者だとして、では、その正体は何者なのです？　リュカオンを討うち、ザットめの謀む反ほんを喰くい止めなさったあの英えい傑けつは？」

「さあ」

「お若い姫君はご存じないかもわかりませんが、古来、歴史を紐ひも解とけばこういう事例は意外とあるものなのですよ。特に英えい傑けつと呼ばれる類たぐいの人々は、その幼少の頃ころは意外なまでに周囲に疎うとんじられていたり、蔑さげすまれていたり、といった挿話があるものです。わたしなどが推測するのも無礼の極きわみかとも思えますが、おそれながら、ギル・メフィウス殿下もいずれはそうして歴史に語られ、ああ、お若いときはその才を見抜けぬ凡俗の者たちに不等に評価されていたのだな、と後世の者たちに思われることでしょう」

「そういうものかしら」

　イネーリは眉まゆを寄せる。手にしたカップの、口をつけた辺あたりをしきりに指でこすっていた。その様よう子すを見てフェドムは多少安あん堵どした。まさか、このような小娘こそが真実に迫ろうとは予想だにしなかったことだが、

（しょせん、母親がたまさか后きさきになれたからとその威いを借る娘にすぎん）

　特別に何か考えがあったわけではなかろう。その証拠に、

「ご冗じよう談だんとしては面おも白しろいですが、あまり滅めつ多たことを口になさらぬがよろしい。ギルさまは何といっても皇位継承者であらせられます。そのご冗談をあるいは真に受ける者があらわれ、宮廷中に触れまわった挙あげ句く、大おお騒さわぎになった暁あかつきには、皇女殿下とてその責を問われかねませんぞ。何しろザット・クォークの件があって、いささかメフィウス宮廷も心の平安を欠いておる状態ですのでね」

　フェドムがちょっと脅おどしをかけると、イネーリは「まあ」と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、その実、逃げるようにすぐさま退散していった。

（しかし──たとえただの思いつきにしても、そんなことが噂うわさになるようなら厄やつ介かいだ）

　フェドムの立場上、小娘の他愛たわいない揺さぶりにも冷や汗を禁じ得ない。それもこれも、ギルの影かげ武む者しやに仕立てたオルバが身勝手な行動ばかりを取るからいけない。さっさと手もとに引き戻して、余計な言動をいっさい封じる必要があった。

　とはいえ、現在オルバは南西の国境アプター城じよう砦さいにいる。タウーリアとの同盟がなったいま、皇帝がこの後の皇おう子じをいかに遇ぐうするか──至急ソロンへ呼び戻すのか、あるいはいましばらくはアプターの城主としてその地にとどめるのか──、いまだ決定は下されていない。

　そんななか、フェドムはいっときソロンをあとにすることとなった。これまで何度となく連絡を取り合ってきた、いわゆる反グール派の貴族たちと一堂に会しての会合が開かれることになったからだ。場所はソロンの南東キルロ。奴ど隷れいの反乱が起こり、オーバリー・ビラン率いる黒くろ兜かぶと団だんが鎮ちん圧あつしたばかりの場所だった。キルロは、メフィウスに従った豪族の一派がおさめていた土地だが、乱を起こした奴隷によって殺害されたため、メフィウス一二将のひとりインドルフ・ヨークが新たな領主として任じられた。うまいことに、フェドムが味方につけた反グール派のひとりである。

　これを好こう機きとして、その赴任祝いと、キルロでの統治をしばらくのあいだ助力するという名目で、急きゆう遽きよ、反グール派の貴族と将軍、総勢七名がそこに集つどうこととなったのである。

　全員が顔を合わせるのははじめてとなる。ここをしくじるわけにはいかない。

　皇太子ギルを立てて、現皇帝に反はん旗きを翻ひるがえす──この大それた遠えん謀ぼうを、そろそろ家族にも打ちあける頃ころ合あいかもしれないとフェドム・オーリンは思い、会合が終わったら家族のいる領地ビラクへ寄ろうと考えていた。




　フェドム・オーリンをただ無能だとも評しきれない面があるにしても、しかしひとつのことに集中し出すと目め端はしが利かなくなるのは、政治を行う者としてはある種致命的ではある。

　彼がソロンを発たった翌日、まるでそのタイミングをはかったかのように、

「そろそろギルめに遣つかいを出さねばならぬな」

　皇帝グールがやにわに言った。陪ばい臣しんたちを招いての、朝食の席である。

「遣い、でございますか」

　シモン・ロドルームが神妙な顔で言った。フェドムのみならず、皇太子ギルへの処しよ遇ぐうを皇帝がどうするかに関しては、当然多くの者が気にしている。

「わしからの言こと伝づてがある」

　皇帝は最近の癖くせで、誰だれに話しているとも取れない、目を伏せたままぼそぼそとした口く調ちようで言った。

（よもや）

　と家臣たちが目配せし合った。ガーベラとエンデ間の戦争に皇帝が手も口も出すつもりがないことは、いまや彼らにもわかりかけている。だから皇帝からの『言こと伝づて』とは、ガーベラに援軍を出してはならじ、とギルに釘くぎを刺すつもりなのではないかと直感もしていた。

　グール・メフィウスはナイフでちぎり取った肉を口に放りつつ、

「ギルだけでなく、アークスめにもわしから正式な書状を出さねばなるまい。竜神の加か護ごに唾つばしてメフィウスを去っていったようなバズガン家と、よもや、こうもあっさり文を交わし合う仲になるとも思わなかったがな」

　ひとり言のように言う。

　とこのとき、

「なら陛下。わたくしをアプターに遣つかわしてくださいませ」

　意外なところから申し出があって、臣下一同──シモンでさえ──驚おどろきを隠せなかった。

　ほっそりとした手をあげていたのは、イネーリ・メフィウスである。ここのところ後こう宮きゆうに閉じこもりきりだった彼女だから、いくぶん顔色は青白いが、目にはいきいきとした生気がある。

　家臣たちはすぐさま、「とんでもない」というように手を打ち振った。

「タウーリアとの同盟がなったとはいえ、いまだ正式な取り決めなど何ひとつ交わされていないのが現状。もしいかれるのであれば、軍隊もごいっしょに」

「そんな大げさにしなくてもいいわ。いきなりいって、お義に兄いさまを驚おどろかせたいだけなんだから。ねえお義と父うさま、よろしいでしょう？　あちらにはすでにビリーナ王女もいらっしゃるはずよね。危険だからいってはいけないと言うけれど、それをもしガーベラの方々が耳にしたらどう思うかしら」

「皇女」

　苦にがりきった顔をする貴族らに、ぺろっとイネーリは舌を出してみせる。こういうとき、どんな突とつ拍ぴよう子しもない提案でも、子供のかわいいおねだりに変えてみせる術すべをイネーリは心得ている。もちろんあと一年もすれば、またちがった戦法と魅み力りよくが必要になるだろうが、イネーリにはその辺の準備も抜かりがない。

「イネーリも、まだまだ子供気分が抜けきらんな」皇帝グール・メフィウスは目を細めた。「よかろう。空船を用意させる。観かん光こう気分もよいが、わしからの言伝もしっかりギルめに伝えるのだぞ。皇帝からの勅ちよく命めいであるゆえ、タウーリアのときのような勝手はゆめゆめ許さじとな」

「はい、陛下」

　勝手を許さぬ、とはやはりガーベラへの援軍のことであろう。家臣たちはそう確かく信しんを深めた。しかし当然ガーベラはメフィウスの同盟国であり、その証あかしたる王女ビリーナは他ほかならぬギルの許嫁いいなずけである。果たしてギル皇おう子じはそれで納得するのか、そしてガーベラはこの同盟国の静せい観かんにどう対するか。

　何やら騒そう動どうの匂においを嗅かぎ取って、家臣たちは難むずかしそうな顔をした。が、この直後、それとはまた別種の騒さわぎが起こりかねないことを、彼らは感じ取ることになる。

「イネーリ」

　朝食も終わりかけた頃ころ合あいだった。皇后メリッサが娘に声をかけた。この皇后もまた、数日は表に顔を出さずにいたのだが、今け朝さは体たい調ちようがいいというのと、娘のイネーリが来るというので、久しぶりに姿を見せていたのだ。

「陛下はお優やさしいからお許しになられたけど、いつまでも娘気分ではいけなくてよ。あなたも近いうち、メフィウスを負って立つ子の姉となるのですからね」

「はあい」

　イネーリが、いかにも叱しかられてふて腐れてしまったという顔をしたので皆が笑ったが、そのとき、ほとんどの廷臣らがふたたび目配せし合っていた。

（やはり）

（メリッサさまはご懐かい妊にんされておられる）

　シモンの眉み間けんにも小波さざなみが走った。いずれ正式に触れが出るだろうとは思っていた。しかしこのぶんだと、今日きようの昼間には宮殿中の誰だれしもが知る事態となろう。

（さて）

　シモンはあえて、他ほかの貴族が自分にも目配せしようとしているのに気づかぬ振りをして、口もとをハンカチで拭ぬぐった。平静をよそおってはいるものの、しかし手にはじっとりと汗を搔かいている。

（さて、これでまた皇おう子じへの処しよ遇ぐうに関して、ちがう意味で宮殿中の関心を集めそうではあるな）




　一方──、メフィウス帝都ソロンでフェドムが発たち、それから立てつづけにイネーリが発った数日後、メフィウス南西のアプターと国境を接した都市国家タウーリアでも、エスメナ・バズガンが出しゆつ立たつの準備をしていた。

　メフィウスとの和平が決まった直後に、ギル・メフィウス皇太子がタウーリアを訪れている。今度はタウーリア側から和平の使者をアプターへ遣つかわすべきだとエスメナは主張し、その使者に自らが志し願がんしていたのである。

「お父とうさま、お母かあさま。エスメナはこれよりアプターへ参ります」

　謁えつ見けんの広間にて、エスメナは父アークス・バズガンへ出立前の挨あい拶さつをした。アークスの隣となりには母のジャイナもいる。ジャイナは踊り子出身で、見た目の美び貌ぼうは娘にそっくりそのまま受け継がれていた。

「身辺に、十分気をつけるのですよ」ジャイナが言う。「アプター界かい隈わいには山さん賊ぞくも出没すると聞きます。それだけでなく、何しろかの地はガーベラから返へん還かんされてさほど日も経たっていません。混乱状態にあるこのときを狙ねらって、襲おそいかかるような不ふ逞ていの輩やからがいないとも限りませんからね」

　その隣となりで、思わずアークスが咳せき込みかけた。妻言うところの『不逞の輩』と同じことをしたのは、つい数日前のアークス自身である。が、ジャイナは何も嫌いや味みを言って夫をたしなめたわけではない。根が素す直なおで、思ったことはすらすらと口にしてしまう。思いがけず言外の意味を含むことになろうとも、それにまったく気づかないのがジャイナであった。

　いかにも奥方さまらしい、と大公のヒルゴ・テドスは笑いを嚙かみ殺しながら、今回の護ご衛えいをつとめる第六兵団長ナトークのほうに声をかける。

「何事も抜かりなきよう。いっときたりともエスメナさまより目を放すでないぞ」

「は」

　と頷うなずいたナトークは、アプターへ奇き襲しゆうをしかけた際に兵を率いていた男だ。ギル皇おう子じに敗れて捕ほ縛ばくされていたが、メフィウスとの和平が決められた折に部下ともども解放されている。

「それと」ヒルゴは談だん笑しようしているアークス親子の耳に入らぬよう、声を低めた。「もし、あれがまた起こるようならば」

「心得ております」

　ナトークの細面が緊きん迫ぱくした。『あれ』とは、エスメナが時折起こす発作のことだ。真夜中、夢遊病者のようにふらふらと部へ屋やを出ると、抱き止めようとする女官たち数名を引きずってでも外へいこうとする。おまけに、古代の忌いまわしき魔ま法ほう使つかいの名をまるで呪じゆ文もんのようにくり返し叫ぶのだ。

　それもあって、アークスは当初、娘がアプターへいくのに猛反対していた。何しろ、娘を部屋から外へは一歩でも出すまいとしていた彼である。ましてやタウーリアを出て、数日前までは宿敵とまで定めていたメフィウス領内へいかせるなど、許せるはずもない。

　が、

「よいではありませぬか」

　のんびりとした口く調ちようでエスメナを支持したのは、軍師のラバン・ドウだった。五日前の夜、酒を交わし、趣しゆ味みの遊ゆう戯ぎ盤ばんをしながらのことである。

「また、おまえはひとごとのような。あのような騒さわぎがメフィウスで起こってみろ、下へ手たをすれば和平そのものがぶち壊こわしになりかねんのだぞ」

　苛いら立だったアークスは、家臣をいっときたりとも落ち着かせない、という噂うわさが立つほどに鋭するどい、じろっとした目つきをよこす。しかしラバンは涼しげな顔で、

「ここのところ、姫の発作もおさまっております。だいぶ、表情ももとのすこやかさを取り戻しておられるご様よう子す。ここでまた姫の直じき訴そをもはねつけ、部屋に閉じ込めておいては逆効果でしょう。エスメナさまにとってははじめてとなる異国の地。新しん鮮せんな風と土に触れれば、また気分も変わりましょうし」

「しかし」

「それに、例の発作」ラバンはラバンで、飄ひよう々ひようとしてとらえどころがないという噂うわさの目つきをする。「エスメナさまに限らず、タウラン諸国の各都市で、高貴な乙女おとめらが同じ症状を起こしていると聞き及んでおります。夜中、床とこから抜け出しては、恍こう惚こつと街なかをさ迷い歩くのだと」

「だから──」

「しかし、タウラン諸国にあまねく囁ささやかれるこの噂も、一歩でも国外へ出るとまったく聞かぬようになるのです」

　アークスがはっと押おし黙だまった。ラバンは盤上の駒こまを動かしつつ、

「かの症状が魔ま術じゆつであれ病やまいであれ、風に乗って大陸全土に広がる──とはいかぬようですな」

「おまえ、まさかそれを娘のエスメナで試そうというのではあるまいな」

「いずれ戦うであろう敵の情報を仕入れるのにやぶさかではありませんが、まさかそのような。ただ、エスメナさまは感じやすい心を持っておられるお方。すこし羽を伸ばされたほうがよいと思ったまでのことでして。……無む論ろん、万全の警けい戒かい態勢を敷しく必要はありますが」

「ふうむ。いつまでもエスメナを閉じ込めておくわけにいかんのは確たしかだが。あっ、待て」

「待てませんな」

「ちがう、盤上のことだ。いまの二、三手はおれも気を取られていた。そこからやりなおすぞ」

「だから待てぬと言っておるのです。戦いくさにも人生にもやりなおしなどあるものですか」

　そのようなやり取りがあったのち、アークスは不ふ承しよう不ぶ承しよう、娘の出しゆつ立たつを許可した。ナトークには夜の警備を徹てつ底ていさせてある。何しろ一時間ごとに兵を交替させて見張らせるため、随伴させる人数も多い。

　しかしこうして出立前の挨あい拶さつに訪れたエスメナは、確かに血色もよく、表情もあかるかった。アークスは加えて、娘をいつかはメフィウスの皇おう子じに嫁とつがせるという未来も、選せん択たく肢しのひとつとして頭に描いている。ここで親交を持たせておくのは悪いアイディアではなかった。

　そんなバズガン家の様よう子すを、気が気でない様子で見守っているのが、ボーワン・テドスである。ヒルゴ大公の養子、そして若いながら一軍の将でもあり、アプターへ二回目の襲しゆう撃げきをかけた際にも加わっている。

　エスメナの出立が決まった三日前から、ボーワンはそれを護ご衛えいする任を志し願がんしていたのだが、タウラン諸国の情勢が危あやういいま、たとえたった二、三日でも彼がタウーリアを留守にすることは許されなかった。ボーワンも無論軍人であるから、主君の命令を拒こばんででも我がをとおすことはなかったが、エスメナのことが気がかりで仕方ない。

　アプターでの身が心配、ということもあるが、彼にしてみれば、もう少し個人的事情もある。しかしそんなボーワンの胸中も知らぬげに、

「ボーワン、しばしタウーリアを留守にします」エスメナはまばゆいばかりの笑え顔がおだった。「お父とうさま、お母かあさまをよろしくお願ねがいいたしますね。ボーワンには何かお土産みやげを買ってきて差し上げますから」

「は、ははっ」

　幼おさな馴な染じみに個人的事情など気け取どられてはならぬ、といつも以上に気の張った返事をしてしまう。

「何がよろしい？」

　屈託もない問いかけにボーワンが頭を悩ませる一方で、

（ふん）

　謁えつ見けんの広間内には、彼とはまた異なった事情で、複雑な思いを抱いている人物がいた。

　ラスワン・バズガン。

　アークスの甥おいにあたる。父はアークスの弟で、タウーリア防ぼう衛えいを担う将軍トゥーン・バズガン。

（どいつもこいつもまあ、よくも平和そうな雁がん首くびを並べられているものよな）

　メフィウスは二〇〇年来の宿敵である。ガルダという、正体不明の脅きよう威いが差し迫っているいま、確たしかにメフィウスとの同盟は後方の安全を確かく保ほする意味でも重要なことだったが、しかしもちろんタウーリア内の誰だれも彼もがこの同盟に歓かん迎げいの意を示しているわけではない。アークスはタウーリアでも人気の高い君主なだけに、表だって怒りや反対の意を表明している者は少なかったが、内心では大半の者が驚おどろき、戸と惑まどっているのが事実だろう。

　その筆頭がラスワンといえる。まだ二は十た歳ちを迎える直前の若さだが、気き性しようの激はげしさは主君アークスをも上まわるものがある。何より、彼もボーワンと並んでもともとはエスメナの婿むこ候補──すなわち、タウーリアの後継者候補のひとりであった。

　そんな自分の意向を差し置いて、のこのこアプターへ攻めあがった挙あげ句く、メフィウスと同盟を結んで帰ってきた伯お父じが気に喰くわない。

（玉ぎよく璽じを奪われたという噂うわさもあるが──）

　兵たちの噂だ。玉璽はタウーリアの歴史、バズガン家の誇りそのものだ。もしそれが宿敵メフィウスに奪われたとあれば、タウーリアの存在意義そのものを見失いかねない事態である。そんな男に、これ以上国の命運を託してよいものか、とラスワンの胸中にある沸ふつ々ふつとした怒りは止とめ処どめない。

（おれがアークスならば、エスメナに皇おう子じを籠ろう絡らくさせるよう、あるいは懐かい剣けんを忍ばせるよう命じてでも、玉璽を奪だつ還かんする計画を立てるのだがな）

　ガーベラでもそうだったように──そしてついにはリュカオンが起たったように──ここタウーリアでも、メフィウスへの同盟に対する不満が火となってくすぶっていた。
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　やや時は遡さかのぼって、エスメナ・バズガンがタウーリアを発たつ数日前のこと。




　ユノスの川面かわもが朝あさ陽ひを浴びてきらめいた。

　朝早くから川を下ってきた船が桟さん橋ばしにつけられ、半裸の男たちが食しよく糧りようや物資をアプター城じよう砦さいへと運び入れていく。警けい備びの兵たちが欠伸あくびをしながらそれを見守っていた。いささか緊きん張ちようを欠いているのは、タウーリアとの戦いくさが和平をもって終結を迎えたばかりのいま、あるていどは仕方ない。

　そんななか、オルバはベッドの上、身を起こした姿勢で、陽の光をその陰いん鬱うつな横顔に浴びていた。夜中に一度目を覚まして以来、結局はずっと目を覚ましていた。身じろぎもせず、同じ姿勢で固まっている。

　誰だれかが気を遣つかって忠言でもしたのか、いつもなら早い時間に起こしにくるディンがあらわれない。シークだな、と何となくオルバは思い、実際、夜明けから三時間ほどした頃ころ合あい、ドアをノックしたのは彼だった。

「オルバ。起きているかい」

「ああ」

　オルバは返事をすると同時にドアを開けた。その向こうに立っていたシークがきょとんとしている。まさかすぐに返事があるとも思わず、また、すでにオルバが身み支じ度たくを調ととのえているのが意外だったのだろう。気を取りなおした風ふうに微笑ほほえんで、

「朝食はどうするね。すぐにでも準備させられるけど──」

「いや」オルバはシークとすれちがうように外へと出た。「すぐに部隊を編へん成せいさせる。これから言う者を集めてくれ」

　なおも驚おどろいたシークだったが、向こうから砦とりで仕づかえの職しよく人にんが歩いてくるのが見えたので、いかにも皇おう子じに対する近この衛え兵へいといった態度で敬礼した。




　オルバはガーベラへ送る援軍のため、諸隊長を選抜した。援軍といったところで、数は一〇〇少々でしかない。騎き馬ば兵へい、騎竜兵のそれぞれ二〇、空船の操そう縦じゆう士しを兼ねた飛ひ空くう艇てい隊たいの隊士一〇名が近衛隊で、それ以外の歩兵は戦場奴ど隷れいからなる。

　それを耳にしたゴーウェンが訊きいた。

「歩兵の数が少ないが？」

「残りは解放する」

　ぼそぼそと、言葉少なにオルバは答える。パーシルを隊長とした元剣けん闘とう士したちからなる歩兵たちは、アプター防ぼう衛えい戦せんののち五〇名以上が奴ど隷れい身分からの解放を望んでいた。いましばらくは引きとめておく手もあるが、

「約束は約束だ」

　そうか、と言ったきりゴーウェンは編へん制せいそのものに関してはそれ以上口を挟まなかった。パーシルは歩兵隊の隊長となり、またゴーウェン自身もこの部隊の副官となってガーベラへ向かうこととなる。しかし、今回の人事にもっとも目を丸くしたのはカインだったろう。

「おれが部隊を率いるだって？　じ、冗じよう談だんだろう」

　タルカス剣闘会時代からの顔かお馴な染じみは、色を失って狼ろう狽ばいした。それを伝えたシークは苦にが笑わらいして、

「きみじゃないさ。あくまでも部隊を率いるのはオルバだ。仮面の元剣闘士にして、クローヴィスの座を勝ち取った、ね。だけど皇おう子じさまはここに居残られるというし──わかるだろう？」

「せ、戦争の指揮なんてやったことないよ」

「副官のゴーウェンどのに任せておけばいい。きみは先頭に立って、いけ、いけえ、と叫んでいればいいのさ」

「またそれか」

　ザイム砦とりででの戦いのとき、カインは同じようなことをやらされたことがある。

「オルバめ、偉くなってサボり癖ぐせが出たんだな。まともな褒ほう賞しようは出るんだろうね」

「そりゃ、剣闘一試合ぶんよりはね」

　昼前には竜石巡じゆん洋よう艦かんの発進準備もはじめられた。物資が搬入され、飛ひ空くう艇ていが運び入れられる。

　飛空船発着場にて、オルバはそれを無言で見守っていた。腕組みし、表情に暗がりをまとわりつかせたような姿は、平素よりいっそう近寄りがたい。寄らば斬きられる、といった風ふ情ぜいなので、誰だれも声をかけようとはしなかった。

「──」

　そんな彼の後ろ姿を見やっているビリーナ・アウエルもまた、先ほどから声をかけようとしては何度となく断念していた。ギル・メフィウスがガーベラへ援軍を出すことを決めたことそのものは喜ばしいのだが、今回、皇子自身はアプターに居残るという。

　近この衛え隊たいと独立歩兵隊のほとんどが援軍に赴おもむくということは、アプターに残る兵力はシークをはじめとする近衛兵十数名と、オーバリーの連れてきた黒くろ兜かぶと団だん本隊のみである。確たしかに城主たるギルはここに残って四辺ににらみを利かせているべきかもしれないが、ギルが動かないのはそんなことが理由ではない気がする。

　とはいえ、もちろん明めい確かくな理由がわかるビリーナでもない。オーバリーに剣を向けた昨夜ゆうべのことも、さらには嗚咽おえつしていたことも含めて、

（もどかしい）

　そんな思いがある。タウーリアとの戦いくさを通じて、多少は彼の心に近づけたと思っていた矢先でもあったから、こうなるとますますギルのことがわからない。思わず、隣となりにいたテレジアにこぼした。

「殿方というのは、こうもわからぬものなのかなあ」

　一四歳のくり言とも思えず、いやあるいはそれこそ思春期にふさわしい悩みかも知れぬとも思えて、テレジアは複雑な表情で頷うなずいた。

「殿方にしてみれば同じことでございますよ。女のことなど一生かけてもわからぬものらしくて」

「そうか」

　長年来仕えてきた侍じ女じよと声を交わしながらも、ビリーナの胸中はさまざまなことで乱れている。ギルのことだけでなく、エンデと故国ガーベラの戦がついにはじまろうとしていることもそうだ。ギルはこうして援軍を送る準備をしているが、しかしそれはメフィウス本国の決定ではない。皇帝グール・メフィウスはエンデと通じているらしいという噂うわさもある。今回の皇おう子じのこの行動が、メフィウスとガーベラとの関係に──ひいては、ギルとビリーナの縁えん談だんに──どのような影えい響きようがあるかわからないのだ。

　と、近寄りがたい空気を漂わせていた皇子のもとへ、ずかずかと歩みを運ぶ者がいた。ゴーウェンである。オルバは彼の接近に気づいても目め線せんひとつよこさなかったが、

「ザイム砦とりでで激げき戦せんになると思うか？　カインなどはいまから震ふるえているようだが」

　小声でそう訊きかれて、

「いや」即座に、しかし鬱うつ々うつとした調ちよう子しは相変わらずのまま言った。「エンデは、おそらくメフィウスは手出しをしないと思っている。そういうことで話がついているはずだと。だからそもそもこちらへの備えはない。こちらが派は手でに姿をさらせば、エンデは不利を悟って動くまい」

「となると、タイミングが重要になるな」

「なるべく、戦端が開かれる前がいい。すでに刃やいばを交えたあととなっては、敵とて、引き下がる時期を逸いつする可能性がある」

　くり返すが、こちらの援軍も数少ない。いざ戦いに加わるとなると、エンデもこれがメフィウス本国からのものでないと気づいてしまうだろう。

「ノウェも言っていた。今回は、戦わないのがいちばんの勝利だ。エンデにはエンデの事情がある。大損害を出す危険をおかしてでもザイムを取りにかかるとは思えないから……」

　そこまで言ってから、オルバはぎろっとゴーウェンをにらんだ。

「どうした」

「……いや」

　オルバは口を閉ざし、それ以上は何も言わなかった。ゴーウェンにもこんなことはわかっているのだろう。なのにあえて訊きいてきた。その真意が読めぬオルバでもない。

　ゴーウェンはオルバの顔をしばし見つめ、それから改めて口を開きかけたが、

「殿下」

　オルバの足もとに転がり込むみたいな勢いで兵士が駆かけてきた。発着場の東端にある見張りの塔がやや騒さわがしい。

「何事だ」

　オルバの代わりにゴーウェンが問うた。が、すぐに彼らの目にもその原因が見えてきた。晴れあがった空に飛空船の影かげが見えたかと思うと、護ご衛えいの飛ひ空くう艇てい数すう機きを引きつれながら、こちらの発着場へと高度を落としてくる。船の横っ腹にはメフィウスの紋章があった。

　船から真っ先に降り立った少女の姿を見て、ゴーウェンは小声でひとりごちた。

「皇女だと。早馬も、伝令の飛空艇もなかったぞ」

　侍じ女じよ集団を後ろに従え、歩いてくるのはイネーリ・メフィウス。抜けるような白い肌とほんのり赤く色づいた唇とが、国境を守護する城じよう砦さいにはいかにも似つかわしくなく、周囲にいた兵たちが思わず浮き足立つほどだ。

　イネーリはオルバ──いや、彼女にしてみれば義あ兄にのギル皇太子──を認めると、微笑ほほえんで手を振った。驚おどろきの視し線せんを集めているのがさも心ここ地ちよさげにまっすぐ歩いてくると、オルバの前で一礼する。

「お久しぶり、ギル皇太子さま。ご壮健の様よう子すで、何よりでしたわ」

　オルバは「ああ」とも言わない。イネーリはぷっと頰ほおを膨ふくらませて、

「かわいい義妹いもうとが驚かせて差しあげようとはるばるやってきましたのに、つれなくていらっしゃるのね」

「そうか」

　オルバにしてみれば、もう皇太子を演じてみせるのも億おつ劫くうで、苦痛でしかない。おかしな倦けん怠たい感かんが心身に絡みついて離はなれない感覚があった。だから態度もいつも以上に素っ気なくなる。そんな彼の様子をイネーリはじっと窺うかがってから、辺あたりを見わたした。

「あら、本当。アークスが砦とりでまでじかに攻めあがってきたというのは噓うそじゃないようですわね。お義に兄いさま、よくぞ怪け我がひとつなくご無事でいらっしゃって。でも、ずいぶん怖い思いをなさったのでなくて？」

「そうだな」ゴーウェンに軽く背中を叩たたかれ、オルバは不ふ承しよう不ぶ承しよう相あい槌づちを打つ。「……それで、何の用だ」

「何の用だ？」

　イネーリは驕きよう慢まんな笑えみをいったん消しかけたが、ふと横目で、援軍用の空船が準備されている様子を見た。檻おりに入れられた竜たちが船内へと運ばれている最中だ。船の前には、武装した兵たちもちらほら姿を見せはじめている。イネーリはふたたびふくよかな唇に笑みを浮かばせると、

「ですから、国境の地で寂さびしい思いをなさっているお義に兄いさまをお慰なぐさめしようと伺うかがっただけですわ。それより、あれは、ガーベラへの援軍の用意かしら？」

「ああ」

　ギルが顎あごを引くと、イネーリは何事か、悪戯いたずらを思いついた幼子のような目つきで笑って、

「そう。きっと、ガーベラの方々もお喜びになるわ」

「わざわざのお越し、痛み入りまする」ゴーウェンが一礼する。「せっかくこのような遠方へお越しいただいたのです。姫君に喜んでいただける場所があるかわかりませんが、城じよう砦さいでも案内させましょう。誰だれか兵を……」

「いいえ。わたくし、自分で見てまわりたいわ。どうぞお気き遣づかいなく」

　スカートの裾すそをつまんでちょこんとお辞じ儀ぎをすると、イネーリはそのまま侍じ女じよ集団とともに出しゆつ立たつの準備を見学しはじめた。発着場をあれこれ見てまわる。と、そこにいたビリーナと目が合った。

　ガーベラ国王女のほうから一礼する。イネーリは足を止めず、ひとつ頷うなずいたきりだ。が、すぐにこらえきれなくなったかのようにくっと唇の端が吊つりあがった。

　イネーリの背が小さくなってから、テレジアが毒づくように、

「……まあ何でしょう、いまの態度。姫、どうか短気を起こされませんよう」

「テレジアこそ鼻息が荒い」

　言いながらも、ビリーナは何やら嫌いやな予感がしていた。イネーリ皇女はザット・クォークの手で人質にされてから、自室にこもりっぱなしだったはずだ。その身を案じたこともあるビリーナだが、いま急にこうしてアプターを訪ねてきた皇女の姿を見て、安あん堵どするよりおかしな寒気を覚えたのである。

　……その頃ころには、飛空船発着場に、オルバ自身が選抜した諸隊長、そして今度は彼らが選んだ兵士たちが集まって、ゴーウェンの指示で整せい然ぜんと居並んでいた。

　オルバは仮面をつけさせたカインとゴーウェンを眼前に呼び、何かしら激げき励れいすると見せかけて、小声で囁ささやいた。

「カインはゴーウェンの言うとおりにしていればいい。もしこちらの船せん影えいを見てもエンデが退ひかないようなら、ザイムの守備隊に合流しろ。くれぐれも船を攻こう撃げきに用いるな。護ご衛えい用ようの艇ていの数が少ないとばれる」

「わ、わかった」

　いよいよ出陣と見て、そこへビリーナが小走りに駆かけてきた。近づいたのはオルバにではなく、『オルバの振りをしたカイン』である。

「オルバ、ご武運を。くれぐれもガーベラを頼みます」

「は、ははあっ」

　無む論ろん、王女と対面したこともないカインだから、変にかしこまってしまう。その反応にややビリーナは眉まゆを寄せつつも、

「そういえばあのメダル、皇おう子じさまよりお返しいただけましたか？」

「メ、メダル──で、ありますか？　ど、どうだったかなあ」

　カインはしどろもどろになった。そんなことは聞かされていない、とオルバを恨みたくなる。当のオルバ本人は助け舟を出す気もないようで、ただじっと船のほうを見つめているきりだ。

　そこを、シークがフォローした。

「もちろんでございます、姫。あれは剣けん闘とう大会の折にも彼の命を救った、大事なお守りですからね。なあオルバ」

「あ、ああ、そうとも、そうだとも」

　ようやく助けを得たカインが力強く頷うなずいた。と、

「やっと再会できましたわね」

　新たな災さい難なんが歩み寄ってきた。メフィウス皇女イネーリは、半ばビリーナを無視するかのように鉄仮面の戦士に微笑ほほえみかけている。年ねん齢れいに似ない嫣えん然ぜんとした笑えみを向けられて、カインはもはや何をどうしてよいやらわからない。

　が、イネーリは長いこと『オルバ』を引き止めようとはせず、

「メフィウスの新しきクローヴィス、その戦果を期待しておりますわ」淑しゆく女じよの一礼をしたのち、ちらりと目め線せんを上げて虎とらの仮面をうかがった。「いずれ、それをゆっくり聞かせてもらう機き会かいもありましょうから」

　そう言うと、もう用事は済んだといわんばかりに、侍じ女じよたちとともに飛空船発着場をあとにした。

　その場に残されたビリーナやシークらが思わず顔を見合わせる。

　ただひとり、何やら正体の知れない悪お寒かんを感じたカインがぶるっと肩を震ふるわせたとき、

「ようし、出陣だ」

　ゴーウェンが声を張りあげた。数分後には彼らは揃そろって巡洋艦かんへ乗り込み、やがて八基積つまれた魔素エーテルエンジンを重々しく奏かなでると、発着場から浮上した。

　昨日きのうとちがい、今日きようの空は雲ひとつない。

　その青さが、見あげるオルバの目にわずかばかり染みる思いがした。




　　　　２




　援軍の出しゆつ立たつを見届けてから、ギル・メフィウスは部へ屋やにこもりきりになった。初うい陣じんのときと同じだ。ザイムでリュカオンを討うってから、しばらくギルは誰だれとも会わなかった。そのこともあって、

（あの方は戦いに強いが、そのあとは熱ねつを出して伏せがちになるおかしな体質らしい）

　と人々が噂うわさし合った。

　それに、皇おう子じがしたたかに酔ってオーバリーに剣を向けたことももちろん噂になっていたから、おそらく許婚いいなずけのビリーナか、あるいはオーバリー本人にか、きつく叱しつ責せきされてしまってふて腐れてでもいるのだろう、といった憶おく測そくが城じよう砦さい内外で飛び交っている。

「才覚はあるが、どうにももろい部分があるようだな」

「あの方は、まだ子供なのさ」

　そうした見方もあった。『うつけ』と呼ばれていたかつての皇子と、いまの皇子とを、いかなる理由でもっても結びつけて自身を納得させようとする、人々の自然な心の動きであったかもしれない。

　ともあれ、いかに子供といっても、ギルがアプターの城主である以上、部屋にこもりきりになっては困る者たちも大勢いた。

　近いうちに、タウーリアからエスメナ・バズガンがこちらに和平の使者としてやってくる。シークが一度その応対をどうするか訊ききにいったのだが、

「任せる」

　とだけ、それもドア越しに言葉が返ってくるだけだった。

　無む論ろん、はるばるソロンから訪ねてきたばかりのイネーリとも会おうとしない。食事のときですら出てこないのだから、イネーリが皇子と直接顔を合わせたのは、最初にアプターへ降り立ったときだけだった。

　イネーリは常に注目の的まとになっていなければ満足しない人物だ。当然、腹を立てた。皇女の気き性しようをよく知っている侍じ女じよ連中などは、このまま帰ってしまわれるのではないかと噂したが、しかしイネーリは珍しく忍耐力を発揮して、この退屈なアプターで二日ばかりを過ごした。

　何より、イネーリは、いつもならこうした皇子の態度を真っ先に非ひ難なんするはずのビリーナ王女が、むしろ戸と惑まどっている風ふうなのを見て、退屈どころか、いくぶんかは気持ちが晴れやかになるのを感じていたのである。




　イネーリももちろん、ただ義あ兄にを驚おどろかせるためだけにアプターへやってきたのではない。何としてでもここへ来なくてはならない理由があった。

　フェドム・オーリンとじかに会って揺さぶってみたこととも関係はあるが、しかし、皇子が偽にせ者ものかもしれない、という疑ぎ惑わくだけが原因ではない。それはそれで彼女の好奇心を刺し激げきする事こと柄がらではあったが、ただそれだけならばわざわざアプターまで訪ねようとは思わなかったにちがいない。

　イネーリの目的は、ギル皇子よりもむしろ──、

（ビリーナ・アウエル）

　その名が胸に浮かびあがるとき、イネーリの、常つね日ひ頃ごろは薔ば薇らのような笑え顔がおが棘とげの部分を剝むき出して剣けん吞のんなものへと変わる。もとより嫌っていたとはいえ、ここまでの憎ぞう悪おに育ててしまったのは、あのザット・クォークの謀む反ほん劇げきが原因だった。

　イネーリはザットの人質となって、ソロンから船で連れ去られそうになった。それを、飛ひ空くう艇ていを操そう縦じゆうするビリーナと、艇に同乗した義あ兄にギルとが追ってきたのだ。

　イネーリには許せなかった。国を裏切って、あまつさえ追いつめられると自分を盾たてにしようとしたザットを、ではない。イネーリが何より許せなかったのは、あのとき銃口を押しつけられて泣きわめいていた自分自身であり、それをビリーナ王女に見られたことであり、そしてギルと、他ほかならぬビリーナの手によって助けられたことだった。

　イネーリ・メフィウスはソロンの後こう宮きゆうに閉じこもった。それこそいまの義兄のように、ドアを閉じたきり余人を部へ屋やに寄せつけず、ほとんど誰だれとも会わずに過ごした。さぞ怖い思いをなさったのだろうと周囲は痛ましそうに噂うわさしていたが、イネーリは恐怖よりもむしろプライドが傷つけられたことによって、自分自身が崩ほう壊かいしてしまいそうな思いに震ふるえていたのである。

　何より、部屋から一歩でも外に出れば、どこでばったり王女と出くわすか知れない。そういうとき、自分はどのような顔をして王女に会い、どのようなことを王女に話せばよいというのか。

（あのときはありがとう）

　とでもお礼を言うのか？

（あんな戦火の只ただ中なかで飛空艇を操そう縦じゆうできるなんて、すごい勇気をお持ちでいらっしゃるのね）

　と称たたえればよいというのか？

　閉じこもりつづけたイネーリの心は、暗く沈む一方だった。もの言わぬ空間までもが声を発して自分をあざ笑っているような錯さつ覚かくにとらわれた。プライドこそが生きる糧かてのイネーリだった。誰かに賞しよう賛さんされて、誰かに焦こがれられ、誰かに無む償しようの愛を捧ささげられてこそ、光の当たる道を歩きつづけられる。

（何としてでも）

　もの言わぬ暗くら闇やみは、いつしか嘲ちよう弄ろうをやめ、イネーリ本人の心の声を代弁して囁ささやきかけていた。

（何としてでも、ビリーナより上に立たねばならない）

　どのような場面でもいい。ビリーナより自分が優すぐれている、と証明できる──他人に、というより自身が納得するため──場面がひとつでもあればいい。でなければ、自分はこれからイネーリ・メフィウスとして振ふる舞まうことができなくなってしまう。同世代の少女たちが憧あこがれる皇女としての仮面を維持できなくなってしまう。

　だからこそイネーリはアプターいきを志し願がんしたのだが、しかしコンプレックスのみの問題であれば、こうも行動的にはならなかったかもしれない。先ほどとは逆説的だが、義兄ギルが偽にせ者ものかもしれないという思いつきがあればこそだった。すなわちコンプレックスとこの疑ぎ惑わくとが合わさってはじめて、イネーリはアプターへいくことを決めたといっていい。

（お義に兄いさまは変わりすぎた）

　義あ兄にギルはソロンでの謀む反ほんを喰くい止めた。ただその事実だけであれば、ザイム砦とりででの初うい陣じんのときと同じで、皇太子を盛り立てるため、どうせ家臣がやったことをギルの手て柄がらだと発表したに過ぎない、と思ったかもしれない。しかしイネーリは間近に見ていた。

　銃を手にしたザットと臆おくすることなく対たい峙じしていたギルの姿は、彼女の知る義兄とはまったくの別人だった。たとえ顔かたちは同じであろうとも。そして、銃で撃うたれてなお、義兄はザットに立ち向かい、彼の野望をその手で打うち砕くだいたのである。

（あれは、ギル・メフィウスじゃないわ）

　日を追うごとにその疑惑は確かく信しんへと変わりつつあった。それが何者なのか、本物のギルはどこへいってしまったのか、とそうしたことはわからない。しかしもし本当にギルが何者かにすり替わっていて、それを他ほかならぬ自分こそが暴あばき立てることができれば。

　そう、ギルの婚約者たるビリーナどころか、ソロンでのどんな重臣にもできなかったことをやってのけたことになる。その暁あかつきには、イネーリ・メフィウスこそが英雄として称えられることになるであろう。




「どうなさいました、姫？」

　一方のビリーナ・アウエルである。窓まど際ぎわに立って外を眺めていたビリーナは少し肩を震ふるわせ、

「寒気がしたように思った」

「まあ。慣なれぬ土地で感かん冒ぼうを患わずらえば、長引きます。すぐにお休みを──」

「いや、平気」少女は首を振りつつ部へ屋やを横切って、「ちょっと出かけてくる」

　言うが早いか、すでに飛び出す勢いだ。「お待ちを！」とテレジアが声をかけるのだが間に合わない。

　ビリーナは廊下の柱ごとに身を隠しながら、テレジアを巻いた。王女には、時々こうして供も護ご衛えいもつれず、ひとりで出歩きたがる癖くせがある。ガーベラ宮廷でも、テレジアや侍じ女じよ集団との追走チエイス劇げきはちょっとした風物詩だった。アプターに着いてからも、いざというときのため、ビリーナは城じよう砦さい内部の地図を頭に叩たたき込んである。

　数十分後、彼女が足を向けたのは、およそ姫君には似つかわしくない場所だった。

　どどど、と竜の駆かける音がするたびに埃ほこりっぽい風が舞まっている。柵さくの向こうの広場で騎き竜りゆう兵へいの訓練がおこなわれているのである。その広場に隣りん接せつした竜舎からは、生き物のなまぐさい臭においがしていて、王族どころか、一般市民もわざわざ好きこのんで近づきはしまい、というような場所だった。

　柵の向こうにはしかし、すらりとした女性の姿があった。乗竜にもっとも適するとされる小型竜テンゴに跨またがって、同じ竜に乗った兵たちの先頭を走っている。むくつけき男たちに追いかけられているかにも見えるが、実際は、彼女──ホゥ・ランこそが、男たちの指し導どうに当たっているのだ。

　とはいえ、言葉はほとんどしゃべらない。黙だまってついてこいといわんばかりにひたすら竜を飛ばす。

（まあ）

　ビリーナは思わず目を奪うばわわれた。テンゴに跨った男たちは、少しでも風の抵抗を減らそうと、そして振り落とされまいとして竜の背にべったりと身を伏せているのだが、ホゥ・ランはやや前まえ屈かがみの姿勢で、ゆったりと浅く腰かけているきり。それなのに誰だれよりも速い。テンゴの足が地を蹴けって、ぐんぐんと風をも切って進んでいく。円運動も軽やかだ。ついていこうと必死の兵たちなど、ランの竜がカーブを描くたびに右へ左へと振り落とされそうになっている。

「下へ手たくそ！」

　男たちをなじる声がした。ランのものではない。見ると、柵さくに身をもたれさせて訓練を見物している女性がいる。その肥こえ太った姿はクラウのものだ。もともとはビラクの豪商ザジ・ハーマンに仕えていた女奴ど隷れい。現在は飛空船を操そう縦じゆうする腕前を買われて、皇おう子じギルに雇われている。

　朝市で買ってきたと思おぼしきリンゴのジャムを、乾パンにたっぷり塗りつけて口に放っている。ビリーナが近づいていくと、よくもここまで、と感心するくらいのスピードで食べ物の袋をさっと背後に隠した。

「お、奥方さま。決して、これは決してサボっているわけではございません。飛空船の整せい備びはアプターの皆さまがたが代わりにやってくださっていますし、なかの掃除も、ええ、皆さまが善意でしてくださっていますので、ええ、はい」

　ビリーナは無む論ろん知らない。夜ごとに、クラウが兵士や職しよく人にんたちをつかまえてはカードの賭と博ばく遊びをやっていることなど。尻しりの毛までむしられそうになった彼らは、負けたぶんの金きん額がくを免除してもらう代わりに、クラウの指示するまま船の点検や掃除をやらされているのだった。

「わたしはまだ奥方ではありませんよ。そうあわてずともよい」

「皇子さまに言いつけたりはなさらない？」

　ジャムを口もとにつけたまま、上うわ目め遣づかいでうかがうクラウの表情には思わず笑いを誘われる。だがビリーナはわざと真ま面じ目めくさった顔をして顎あごを引いて、

「もちろん。それよりクラウ、この前の話、考えていただけましたか」

「この前の話、と申されますと」

「飛空船のことです。操船を教えていただきたいと、そう頼んだではありませんか」

「うーん」とクラウは太い首をひねった。「ああ、いえ、もちろんわたしのほうはいっこうに構わないのですが、旦だん那なさまが何とおっしゃられるか。何しろここは国境の砦とりで。いつ何があるかもわからず、となると、船をいつでも飛ばせるよう、魔素エーテルも節約せねばならないでしょうしねえ」

　もっともらしい理屈をこねながらも、顔にははっきり「面めん倒どうくさい」と書いてある。ビリーナはむっとするものを感じながらも、しかしそうもはっきり顔に出されるとどうにも憎めない。

　と、

「よし。休め」

　ホゥ・ランの鋭するどい声が聞こえた。馬に比べると数倍も扱いにくい竜に振りまわされ、また鬼教官でもあるランに厳きびしく指し導どうされてへとへとになった兵士たちをよそに、ランは一転して、慈じ愛あいの表情で竜たちの世話をはじめる。

　ビリーナは何とはなしに緊きん張ちようした面おも持もちになった。もともと、ここへ来たのはクラウに空船の操そう縦じゆう指南を改めて頼み込むためなどではない。

　人見知りするビリーナでもないのだが、ホゥ・ランと正面から話そうとするのはこれがはじめてだ。とらえどころのない相手でもある。あるいは、かの皇おう子じ以上に。

（えい）

　つい弱気になりそうな心を鼓こ舞ぶして、ビリーナはホゥ・ランのもとへと近づいた。

「ホゥさん」

「ランでいい」

　振り向きもしないでランは言った。竜たちに手てずから餌えさを与え、テンゴの首を撫なでている。

　出鼻をくじかれたビリーナは「え、ええ」と頷うなずきながらも、ややためらってしまう。

　そこでようやくランも振り向いて、

「何だ？」

　と訊きいてきた。こうして間近にすると、宮廷でもてはやされる類たぐいの洗練された物腰や気品といったものとは、またちがう美しさを彼女に感じずにはいられない。何より、澄すんだ湖を思わせる目にはビリーナも思わず見入りそうになってしまう。

「い、いえ。あなたに相そう談だんしたいことがあるのです」

「わたしに」

　声にあまり抑よく揚ようがないので、内心の感情がうかがい知れない。ビリーナは何とかくじけず、

「ええ。皇子とあなたは親しい──というより、互いに信頼し合っている仲のように見えます」

「皇子」ランはおうむ返しにつぶやいて、それから得とく心しんしたように頷いた。「ああ。まあ、そう見えてもおかしくないだろう」

「ち、ちょっと、ちょっと」

　ふたりのやり取りを半ば好奇心、半ば緊きん張ちようをもって眺めていたクラウが、耐えきれなくなって口を挟んだ。

「ラン、なんて口の利き方をしてるのさ。こちらはガーベラ国のお姫さまだよ。旦だん那なさまのお嫁よめさんになられる方。少しは……」

「構いません、クラウ」ビリーナが制した。「……その皇おう子じが、いまご自分の部へ屋やにおこもりになられている。こうしたことはよくあることなのだろうか。その、つまり、いつもわたしは皇子の態度に苛いら立だったり、怒ったり、あるいは直接叱しかりつけたり、としてきたけれど、皇子はその都つ度ど、わたしを驚おどろかせる結果を導みちびいてきました。あの方は、たとえ傍はた目めにはそうは見えずとも、いつも何かを思し案あんしている。と同時にただおひとりで苦悩し、悩んでいるのだろうと思いもした」

「…………」

「ですが、今回のは──いつもとはちがう気がする。恥ずかしいことながら、わたしではわからない。だから、皇子と近しいあなたならば、いまの皇子のことが何かおわかりになるのではないかと思ったのです」

　しばしランは無言で竜の世話をつづけた。見守っているクラウがはらはらするくらい沈ちん黙もくが長引いたが、

「彼も子供ではない」ランはまたも背中越しに言った。「やるべきことがあると思うのなら、やるだろう。いまはそうではないと思っているのかもしれない」

「しかし」
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　タウーリアとの戦いくさが一段落したとはいえ、ガーベラに援軍を送った立場上、今度はエンデと、そしてもしかしたら本国メフィウスとも騒そう動どうがあるかもしれない。そんな状況であるいま、やるべきことがないはずがないのだ。

　ビリーナが言外に込めた意味を悟ってか、ランは顔だけ振り向かせ、

「そうも不ふ思し議ぎに思うなら、押しかけてみて、直接訊きけばいい」

「……それをやって失敗するのがわたしなのです。相手を理解しようというにも様々なやり方がある。だからこうして」

「本人に訊けないなら、放っておけばいいことだ」

　つっけんどんな言い方に、さしものビリーナもいささか腹を立てた。

「真剣に考えてらっしゃいますか」

「おまえの言う真剣がわからない」

「おまえとは誰だれのことを言っているのか」

　ついにはビリーナの目がきっと吊つりあがった。口の利き方には鷹おう揚ようなところを見せたビリーナだったが、さすがにここまで軽んじられるほどガーベラ国第三王女の肩書きは安くない。彼女本人だけの問題ではないのだから。

　対するランは薄うすく笑ったままだったが、手で触れられている竜には何かしら感じるものがあるのか、さっきから恐ろしそうに首をすくめている。

　一触即発の空気を感じたクラウが、またも息を吞のんではらはらしていたとき、そこへ堂どう々どうと近づいていく影かげがあった。




　　　　３




「あら。お邪じや魔まだったかしら？」

　あらわれたのは、これもまた少女──イネーリ・メフィウスである。

「皇女殿下」

　ビリーナは驚おどろきを隠せなかった。まさかこのような場所で、このような相手に会おうなどとは思いもしなかったからだ。

　イネーリのほうはしかしわざわざ自分から足を運んできたというのに、辺あたりの埃ほこりっぽさと竜の臭においとに不快感を露あらわにしていた。手を鼻の辺りにあてがって、

「お義ね姉えさま。少しよろしい？」

　ビリーナ王女を竜舎から離はなれた場所へと連れ出す。ホゥ・ランはすでに興きよう味みを失ってか、広場のほうで訓練を再開させていた。

　ふたりきりになって、ビリーナは先ほどとはちがう意味でやや緊きん張ちようを覚えた。建国祭でのパーティーのときも、ザットの謀む反ほんのときも、もちろんこうしてふたりきりになることなどなかった。

（ずいぶんお元気になられたらしい）

　無む論ろん、イネーリがアプターへ降り立った当日、こちらへ差し向けた笑えみの意味を履はきちがえることなどないビリーナだ。彼女には剝むき出だしの敵意を向けられたこともある。いまこうして相あい対たいしたイネーリはすっかり以前のままだったし、となると、今度はどのような喧けん嘩かをしかけてくるかわかったものではない。

　と、心中で身構えていたビリーナだったが、

「明後日あさつてには、タウーリアの姫、エスメナ・バズガンさまが到着されるらしいですわね」

　イネーリは予想外のことを口にした。

「お義に兄いさまがあんな調ちよう子しでは、エスメナさまがいらしてもきちんと応対してくださるか心もとないわ。王女さまも案じておられるのではなくて？」

「え、ええ」

「もちろんエスメナさまに、皇太子殿下はずっとお塞ふさぎになっておられるのです、なんて言えるわけもないし。お義ね姉えさまも、決して噓うその得意な方ではないでしょうから──」

「から？」

「その応対、イネーリに任せてくださらないかしら？」

　にこりとしながらの申し出を、一いつ瞬しゆんビリーナは心中ではかりかねた。




　それからイネーリ・メフィウスは、ソロンで引きこもっていたのが噓のように精力的な働きを見せつけた。

　館やかたは爆ばく撃げきで壊こわれて使えないため、兵舎の一階広間部分を宴うたげに使うと決めるが早いか、職しよく人にんたちにてきぱきと指示をして立派な飾りつけをはじめた。城じよう館かんから、無傷で残っていた長なが椅い子すやらテーブルやらの調度品、絵画、綾あや織おりの布などを持ってこさせ、優すぐれたバランス感覚で再配置する。

　食事のメニューも決めた。さらには自ら酒倉にまで足を運んで、西方人の好みに詳しい人間に意見を聞きながら酒を数種類選ぶ。かと思えば、近この衛え隊たいの副長であるシークを呼び出して、

「タウーリアからのお客人の前で、剣けん舞ぶを披ひ露ろうしていただきたいの。あなたで腕の立つ剣士を何名か選んでくれないかしら」

　と申しつける。突然のことにシークがただかしこまっていると、やにわにその顔をじっと覗のぞき込んで、

「あなた自身も剣舞に出なさい。見栄えがいいし、お客も喜んでくださるわ。よろしいわね」

　否応もなく命じた。もとより剣けん闘とう好きのイネーリは、シークのことを剣闘士時代から知っている。

　イネーリはその後、アプターの文官たちに、城下町の民衆にも歓かん迎げいの準備をさせるようにとの命令をも下した。

　着々と進んでいくそれらの準備を、ビリーナはただ見ていることしかできない。いくら銃や飛ひ空くう艇ていの扱いに手て慣なれていても、こういうことに関してはまったくの不ふ得え手てだ。何より、ビリーナ本人が宴うたげやらパーティーやらの席が苦にが手てだし、ホスト役になって誰だれかを歓待した経けい験けんもなかった。

　こうして周りが忙しくしているなか、ひとり暇ひまを持て余しているのが我が慢まんならない性しよう分ぶんでもあり、何か手て伝つだえることはないかとイネーリに申し出るのだが、

「わたくしに任せてくださるとお約束したでしょう？」

　年ねん齢れいに似ない蠱こ惑わく的てきな笑えみで、またつけ加えるならことさらに大きな声でイネーリは言うのである。

「お義ね姉えさまは、エスメナさまがいらした際に同席してくださるだけでよろしいわ。さすがに城主とその婚約者、おふたりともいらっしゃらないのでは先方も不審を抱かれるでしょうし。エスメナ・バズガンという方、いままでタウーリアから一歩もお出になったことがないらしいのよ。何かガーベラの面おも白しろい話でも聞かせて差し上げれば、きっとお喜びになられてよ」

「お、面白い話？」

　ビリーナはそれから部へ屋やであれこれ頭を悩ませる羽は目めになった。ユーモアのセンスが自分にあるのかどうか、そんなことは考えてもいなかった姫である。テレジアが見かねて、

「姫。面白い話というのは、何も、お腹なかを抱えて笑いたくなる話ということではありませんよ。いたって普通の話をなさればよいのです。異国の文化や風習といった話だけでも楽しんでいただけるはずですから」

　そう助言するのだが、何につけても手抜きのできないビリーナは、いったん自分がこうしなければならないと思い込んだら、なかなかその信念をまげようとしない。慣れないことだけに、いまにも知恵熱ねつを出して倒れるんじゃないかしらとテレジアは気き遣づかった。

　そうして、エスメナが到着するまでの短い時間はあっという間に過ぎ去った。

　この間、皇おう子じギル・メフィウスが自室から出ることは一切なかったし、シークら近この衛え兵へいはそれを気にかけながらも、こちらはこちらでイネーリに申しつけられたとおりに剣けん舞ぶの訓練をするしかなかった。

　ただ、オーバリー・ビランだけは、この騒そう動どうなどはなから関係ないという態度をつらぬいていた。国境を脅おびやかす敵がおらず、むしろその敵を歓待しようというなかにあっては、武のみをたのみにしている彼にできることは何もない。朝からひたすら酒ばかりを飲んだ。

　同席している部下たちは、オーバリーが酒に酔うたび、頰ほおの傷を「痛む」と撫なでつけるのを気味悪く思っていた。

　皇子のことのみでなく、オーバリーには腹に据すえかねることがもうひとつあった。ガーベラへの援軍のことである。

　皇子がそれを編へん制せいすると知ったとき、オーバリーは迷った。ガーベラにはまだ未練がある。ノウェ・サウザンテスなどは自分を母国メフィウスより高く評価してくれているし、もともとそれもあって、ザットを利用した計画への協力要よう請せいがあったのだ。しかしソロンでの計画が失敗したいま、自分も援軍に出向いて、今度こそノウェに恩を売りたい気持ちもある。

　が、ガーベラへ援軍を出すことが本国の意向でないこともオーバリーはよく知っていた。皇帝には、ザットの乱の際に姿を消してしまったことで不ふ興きようを買っているため、これ以上グール・メフィウスの機き嫌げんを損そこなうことはできる限り避さけたいのも事実。

　板挟みにあったオーバリーは、だから時間を持てあましている現状が歯がゆくてならない。

「おれは、一いつ介かいの将しようで終わる男ではないぞ」

　頰ほおの傷を手で撫なでつけてはそんなことをくり返すオーバリーだから、つき合わされた黒くろ兜かぶと団だんの兵士たちにはあまり愉ゆ快かいな席ではなかったようだ。




　アプター中が準備に追いまわされ、ようやく万端ととのったその直後に、エスメナ・バズガンは国境を越えた。

　何しろ飛空船に乗るのもはじめてのことだったから、エスメナは眼下にのぞむ景色けしきにいちいち感かん嘆たんし、童女のように目を輝かがやかせた。

「飛空船は、竜の化石からつくっているのでしょう？」

「ええ。骨組みに、化石から精製した金属を用いています。海上の船で背骨部分のことを『竜骨キール』と申しますが、こちらは文字どおり、竜の骨ですな」

「では、空を飛べるのも、化石となった骨に、いまだ竜の力が宿っているせいでしょうか？」

「ああ、いえ」解説役をおおせつかった船長が手を打ち振る。「空を飛べるのは、魔素エーテルによる地ち磁じ気きへの反発作用のおかげです。竜の骨から精製される竜石という金属はとても軽く、そのため船や飛ひ空くう艇ていに用いるのに大変都合がいいのです」

　ひとつひとつのことがとにかく新しん鮮せんでならないエスメナは、船内をあちこち見てまわっては、誰だれ彼かれ構わず捕まえて、あらゆることの仔し細さいを聞きたがった。応対する人々も面めん倒どうな顔ひとつしない。おかしな悪夢に悩まされているという噂うわさの姫君だった。いつも顔に憂うれいと憔しよう悴すいを漂わせていたエスメナが、活いき活いきと好奇心に目を輝かせているのが微笑ほほえましいのだ。

　とはいえ、タウーリアとアプターの距きよ離りは、中規模クラスの飛空船ならばわずか半日の距離である。エスメナが空への好奇心を満足させないうちに、アプターから迎えの飛空艇があらわれて、船を先せん導どうしはじめた。




　エスメナ・バズガンが発着場から降り立ったとき、眼下の広場には大勢の人々が集まっていた。歓かん迎げいのために幕を掲かかげ、手を振るアプター市民たちに、エスメナも恥じらいつつ手を振り返す。

　タウーリアの女性はほとんど肌を露ろ出しゆつしない。スカーフを頭から被かぶり、身体からだに巻きつけた布の長い裾すそを引きながら歩くその姿に、メフィウス人の多くが異国情じよう緒しよを覚えて、人波のあちこちから感かん嘆たんのため息が洩もれている。長年来の仇きゆう敵てきとはいえ──特に歴史上、アプターはタウーリアからの攻こう撃げきを受けたことも多い──、この場合、客人がうら若き女性であったことも民族感情を穏おだやかにした。

　エスメナは、喰くい入るように見つめられているのを感じて緊きん張ちようしたが、と同時に城下街のほうをちらちらと観かん察さつするのも忘れなかった。いまは目に入る何もかもが新しん鮮せんでまぶしく見える。タウーリアとそう距きよ離りを隔へだてているわけでもないのに、異国の地と思えば、藍あい色いろに暮れかけた空でさえも故郷のそれとはちがう顔のようにも見えるのだ。

「まあ。メフィウスの人々は、皆、皇帝の奴ど隷れいのような生活を強いられると聞いていたのに、こちらの皆さまは実に楽しそうでいらっしゃるわ」

「ひ、姫」傍かたわらを護ご衛えいする武官ナトークが咳せき込む振りをしてたしなめた。「そのようなこと、メフィウス貴族の前で申されてはなりませぬぞ」

「わたしがいけないのではないわ。誰だれも、本当のことを教えてくださらなかったからよ」

　一九歳にしてはどこか世せ間けんずれしたエスメナだから、その笑えみには一点の曇くもりもない。頰ほおを紅こう潮ちようさせ、目を潤うるませているのを、タウーリア兵たちははじめての異国で興こう奮ふんしているのだろうと受け止めていたが、そればかりが理由でもなかった。

　当然、このアプターにはギル・メフィウス皇おう子じがいる。あの若者のことを思うと、エスメナはなぜだか落ち着かない気分になる。動どう悸きが速くなり、いったん脳のう裏りに浮かびあがったが最後、その姿がなかなか消えてくれない。直接には一度しか会っていないというのに、寝ね床どこに入ってさえ、いくたびもその姿が浮かんできてはいっこうに彼女を眠らせないのだ。

　通路をいくエスメナの足取りは軽く、心は浮き立った。

　が、

「長旅お疲れさまでございます、エスメナ・バズガンさま。皇帝グール・メフィウス臣下たる我われら一同、タウーリアよりお越しの皆さまを歓かん迎げいいたしますわ」

　広間の入口で一礼して出迎えたのは、あの皇太子ではなく、エスメナがはじめて目にする少女だった。メフィウス皇女イネーリ・メフィウスと名乗られて、あわててエスメナも返礼する。イネーリは広間の奥へと客人を案内しながら、

「せっかく来ていただいて恐きよう縮しゆくですが、我わが義あ兄ににしてアプター城主ギル・メフィウスは体たい調ちようが優すぐれず、現在床に伏せっているのです」

「まあ」

　エスメナは、傍はた目めにして気の毒になるくらい顔色を曇くもらせた。

「だいぶ、お悪いのですか」

「病やまいそのものは大したことがございませんわ。お客人にうつしてはならないと気き遣づかっているまでのこと。ギル・メフィウスの伝言といたしましては、何もない場所だが、姫にはゆるりと滞在を楽しんでいただきたいとのことでありました」

　イネーリの口く調ちようによどみはない。

「案あん外がい、明日あしたにはけろりとなおって、姫さまへご挨あい拶さつにうかがうやもしれませんね」

　その後、エスメナは広間でおこなわれた宴うたげで饗きよう応おうをつくされた。食事も酒も急きよう遽きよ準備されたものにしては申し分なく、元剣けん闘とう士したちの手による剣けん舞ぶは、ナトークをはじめとしたタウーリアの武人たちをも驚おどろかせた。近この衛え兵へいといっても何せ元剣闘士ぞろいだ。闘技場での見世物の一いつ環かんとしてやらされた経けい験けんも多かったため、一日二日で仕上げたとは思えないくらい、見事なタイミングで剣をかち合わせていた。

　太鼓のリズムに合わせて男同士が剣を振るうのを、半ば恐ろしげに、そして半ば珍しげに見入っていたエスメナに、イネーリは微笑ほほえみかけて、

「なにぶん国境の砦とりでのこと、おまけに我われ々われメフィウス人は無ぶ骨こつにて知られております。タウーリアの姫さまお相手にこのようなおもてなししかできず、恥じ入らんばかりでございますわ」

「いいえ。こちらが恐きよう懼くしてお礼を申し上げこそすれ、侘わびられることなど何ひとつございません。わたしとてはじめてのメフィウスの地、あまりの楽しさに浮かれてしまって、知らず知らずのうちに何か非礼があれば、申しわけのないことです」

　最初、皇おう子じの不在を残念がっていたエスメナだが、そのうちイネーリとのおしゃべりを楽しみはじめた。メフィウス皇女の話題は実に豊富で、タウーリアの古い慣かん習しゆうや歴史にも通じている。互いに好きだという、タウラン諸国で高名な詩人の名前を何人かあげると、エスメナとふたりして詩をそらんじ合った。

　同席していたビリーナ・アウエルはというと、最初に挨拶したくらいで、あとはほぼ無言だった。

「お義ね姉えさまは何かご存じ？」

　イネーリに突然そう言われても、王女は母国ガーベラの詩人ですらほとんど知らない。「いえ」と目を伏せるしかなく、自分の無学がひたすら恨うらめしかった。

　そんなビリーナに気を遣ったのだろう、エスメナは微笑みながら、

「ガーベラのお話などもお聞かせいただきたいわ」

　と新たな話題を振った。もちろん、ギルの正妻となる少女に対して複雑な思いはある。が、さすがにそのような感情を面おもてに出すほどエスメナも愚おろかではなかったし、相手のビリーナもそれを汲くみ取るほどの余裕はない。

　ビリーナは緊きん張ちようの面持ちで、このときのために用意した『面おも白しろい話』を披ひ露ろうした。一四歳の姫が、慣なれぬ歓かん待たいの席で、これも慣れない話芸を披露しようというのだから、微笑ましくもあったろうが、場がしらけるばかりでは傍はた目めには痛々しくもある。何より、きっちり準備したとおりに話さなければならないという緊張感が周りにも伝わってしまっていたので、これではユーモアのセンス以前の問題だ。

　場の空気を読んで、ビリーナはそれからしゅんとなったきり、滅めつ多たなことでは口を開かなくなってしまった。

　一方のイネーリとエスメナのほうは、時間を経るにつれぐっと距きよ離りが縮ちぢまりつつある。

「明日あしたもし天気がよろしければ、ユノスの川下りなどいかがでしょう。わたくしももちろんご同行させていただきますわ」

「ええ。楽しみにしております」

　明めい確かくな線せん引びきがあるわけではないにせよ、いままでユノスはメフィウスとタウーリアの国境線であるとされてきた。そこを双方の姫君が同じ船に乗って興きようじることにこそ意義がある──というイネーリの言外の申し出を、エスメナはこころよく引き受けた。同年代の友人などほとんどいないエスメナにはこれも新しん鮮せんな体たい験けんである。

　やがて夜も更ふけて、エスメナは客間に案内されていった。一いち揖ゆうしてそれを見送ったイネーリは、背中にビリーナの視線を意い識しきしている。彼女にしてみれば、これはこの上ない勝利だった。まさしくガーベラ国王女にできないことを彼女はやり遂げたのである。それも田舎いなか者もの、無ぶ骨こつ者ものと陰口を言われることの多いメフィウスの姫が、騎き士しの国として洗練された文化を持ち合わせているガーベラの姫に、このような分野での勝利をおさめた意義は大きかった。

　ビリーナはさぞ自分の無力さに打ちひしがれているだろう、とイネーリは得意満面で振り返る。

　と、存外近い位置にビリーナ王女の姿があって驚おどろいた。

「感服いたしました」

「えっ？」

「苦く難なんにもさまざまな種類があるもの。わたしではとてもエスメナさまに不審を抱かせず歓かん待たいすることなど不可能だったでしょう。イネーリさまがいらっしゃってくださって助かりました」

「そ、そう」

　イネーリが気け圧おされているのも知らぬげに、ガーベラの姫はひとりでしきりに頷うなずいている。ばかりか、手を取ってきて、

「ともに力を合わせ、この難事を乗り越えましょう」

　などと張り切っている。

　実際、ビリーナは心底感じ入っていたのだ。イネーリが、今度はどんな喧けん嘩かを吹っかけてくるやらと身構えていたのが恥ずかしくなるくらいに。

「え？　ええ、そうですわね」

　対するイネーリは笑えみをかろうじて維持していた。

（何なのよ、こいつ）

　無む論ろん、胸中では驚き、呆あきれてもいる。建国祭でのダンスのとき、こちらがビリーナに恥をかかせるつもりだったことは相手とてとうにわかっているはずだ。敵意の眼まな差ざしを絡ませ合ったこととてある。それを、まるで刃やいばを交わしているうちに互いを認め合った武将のような顔をして、意気込んでいるのだ。

（ふん）

　そのうち、イネーリは嘲あざけりの念を新たにした。彼女はビリーナに対して精神的に優ゆう位いに立てる種をもうひとつ隠し持っていたからだ。

（ガーベラに援軍が届くと信じているから、いまはそうやって吞のん気きそうな顔をしていられるのだろうけれど）

　王女の故国へ援軍を送ったことが、すなわち皇帝に歯向かったという意味なのだということを、いまはギルも王女も知らない。おそらく、せっかく送ったその援軍が足止めを受けるであろうことも。イネーリが義あ兄にに皇帝の伝言をわざとあきらかにしなかったのは、それを知ったとき彼らが味わうであろう絶望や徒労感を目の前で見たいがためだった。

（まったく、単純すぎて馬ば鹿かにしがいもない。飛ひ空くう艇ていの扱いはいくらうまかろうと、女としての戦いを知らないのだわ）

　勝利の満足感にはやや水を差された形になったが、ひとまず自尊心を取り戻すことはできた。あとは──、

「お義兄さまね」

　イネーリはこっそりと小声でつぶやいていた。
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　エンデ主宮殿の離はなれに位置する白鳥の宮──俗に水上宮と呼ばれるそれは、主おもに儀ぎ礼れいごとに用いられる。水晶を敷しきつめた床ゆかの上に、参列者たちは数名ずつひとかたまりになって、布を広げ、腰を下ろす。水晶からは、下にある池が透すけて見えていた。

　今こ宵よい、その水上宮にはエンデにいるふたりの公こう子しが揃そろっていた。大公マルキーオ・ル・ドーリアの実子で、いずれも若い。普ふ段だんから決して仲のよくないふたりだったが、今夜は兄ジェレミイ公子の主催で大公マルキーオの病状回復を願ねがう儀式がおこなわれるというので、弟エリック公子も欠席するわけにはいかなかった。

　とはいえ、もしこの現場を他国の者が見たら、そのような祭儀が進行中だとはとうてい信じられないにちがいない。

　何しろ、笛やキタラが奏かなでられるなか、奥まったところで一段高くなった舞ぶ台たいでは、数名の男女が踊り、その周囲で腰を下ろしている者たちは酒しゆ杯はいを掲かかげては、やんややんやと喝かつ采さいを送っているのである。薄うすい衣を着た女官たちが次から次に酒しゆ肴こうを運んでくるし、傍はた目めにはただの酒席のようにしか見えない。

　が、これがエンデのまごうことなき儀式のひとつだった。

　エンデ公国は、かつて周辺一帯が魔ま法ほう王朝エンデ領と呼ばれていた頃ころから、精せい霊れい信仰が根強い。皆が楽しそうに騒さわいでいれば『気マナ』も正の方向に働いてよい精霊を呼び集め、逆に人間の心身を汚けがす悪い精霊を追い払うことができると考えられていた。

　だから、たとえ大公マルキーオがこの一年、体たい調ちようを悪化させて公式に姿を見せることがほとんどなくなって、国の未来も含めて先ゆきが不安になっていようとも、皆、笑って、歌い、酒を飲み干しては大騒ぎする。それが国の気風である。

　が、そんな大事な祭儀の最中にあって、

（ちっ）

　エンデ第二公子エリックと、その周囲にいる人々のみが面おも白しろくもなさそうな顔をして、鬱うつ々うつと酒を口にしている。

　この儀式は、第一公子ジェレミイの主催だ。当のジェレミイはどこにいるかというと、舞台上で踊っている輪わのなかにいる。それも女官たちといっしょになって化粧をし、おまけに身体からだにぴったりとした女物の服を着ているのだ。

　こういうとき、ジェレミイは学者肌でありながら場を楽しませることを心得ていた。女装したジェレミイのたおやかな物腰に歓かん声せいが集中する。が、エリックにしてみれば、率先して皆が楽しめる空気をつくろうという心こころ遣づかいそのものが大公家の人間として軟弱に思える。もっというなら、父マルキーオが危あやういこのとき、兄がいかにも有力貴族たちに取り入ろうとしているようにも見えて、唾だ棄きすべき思いさえするのである。

　水上宮の床ゆかには色とりどりの宝石に似た石が埋め込んであり、それが時間ごとに別の色へと変わっては発光をくり返していた。それが池の水に反射して、目にもあやな夢幻的な光景を生み出すのだが、それらは魔素エーテルを用いた魔ま法ほう具ぐの一種。いかにエンデが古代魔法王朝の正統を主張しているとはいえ、世界的に魔素が枯こ渇かつしつつあるいま、儀ぎ式しきを彩いろどるためだけに──ジェレミイの立場で言えば、おのが力を誇示するために──こんなことをするのは魔素の無む駄だ遣づかいとしか思えない。

（いざ戦いくさとなるときのため、いつでも飛空船を飛ばせるだけの力を蓄たくわえておかねばならない。それをこんなことで浪費するなど、くだらぬ。兄はしょせん、祭さい祀し長ちようとして古い因習や信仰を守っているのが性しように合う人間だ）

　心中で罵ば倒とうするエリックの酒は暗い。

　とかく生活様式が派は手でで、身を飾り立てるのが好きなエンデ人のなかにおいては、実際、エリックのほうこそ異端である。今日きようもさほどきらびやかな盛装をしているわけではなかった。

　丈たけの長い、身体からだにゆったりとした襟えりのある衣服を、帯を締しめて着るのがエンデ人男性の正装である。高位にある者はたいてい男性でも髪を長くのばし、いろいろな形に編あみ込んで洒落しやれ者ものを気取る。しかしエリックは簡かん素そな上衣にズボン姿、髪も肩の上辺あたりで切きり揃そろえているばかりで、見た目にも浮いている。

　性格も外見も、少なくとも豪ごう華か絢けん爛らんを信条とするエンデ宮廷で映はえるタイプではなかった。

　だからこそ、

（今日とて、どれほどジェレミイが父の回復を祈き願がんしているものか。連日連夜、こうやって貴族たちを招いては大おお騒さわぎだ。儀式にかこつけて、後継者の地盤をかためたいだけではないか）

　宮廷に馴な染じんだ、いかにもエンデ貴族然とした兄ジェレミイがいっそう恨うらめしくなる。今日何度目かに舌打ちしたとき、

「そのような顔をするものではない、エリック」

　いつしか舞ぶ台たいから降りたジェレミイが側そばに来ていた。おっとした雰囲気が辺りに漂ったが、皆、そ知らぬ顔をして酒をあおる。当然、全神経は耳に集中しながらだ。マルキーオ大公がひょっとしたら明日あしたにも危ういのではないかと噂うわさされるいま、公こう子しふたりのやり取りはどんな酒しゆ肴こうよりも彼らの気をそそる。

「楽しく振ふる舞まい、笑っていなければ儀礼の意味もないではないか。さあ」

　と言って弟を舞台に引っぱりあげようとするのだが、

「いや、兄上。わたしはこのような無ぶ骨こつ者ものでして」エリックは苦にがい顔をして腰を上げようとはしない。「わたしなどが踊り、歌えば、きっと水と慈じ愛あいの精せい霊れいエーも気分を害してしまいましょう」

「ドーリアの血を継つぎし者が何を謙けん遜そんしているか。さあ、皆、愛する弟がエーに祝いの芸を捧ささげるぞ」

　ジェレミイは手を叩たたく。その手首にかかった金の飾かざり輪わがじゃらじゃら音を立てているのを耳にして、エリックはますます不快な顔をした。

（アリオンの金輪などを、これ見よがしに）

　精霊信仰はエンデのみならず、東方の大国アリオンにも根強い。が、あの金輪はアリオンが代々伝えてきた独自の文化である。歌や踊りの際に、より大人数に見せかけるために音を連れん鎖ささせるもので、そのほうがにぎやかな雰囲気になって精霊たちを招きやすい──というものだった。

　同じ魔ま法ほう王朝を祖にしているとはいえ、兄が何かとアリオンを文化の手本としたがるところもエリックには度しがたかった。

　エリックは二一とまだ若い。前述したようにエンデ文化に馴な染じまぬ面もある。場の空気に迎合せず、むっつりと黙だまり込んでしまった。対するジェレミイは二五だ。かたくなな弟を見て、「やれやれ」といった具合に両手をひろげる。周囲の家臣たちが笑いを誘われた。こういったつまらないいざこざでも、弟と自分を対比させて、弟がいかにつまらない人間かを印象づけようとするかのように。

　と、

「では、不ふ肖しよう、このわたくしめがエーへ祝いの歌を捧げるといたしましょう」

　エリックの隣となりにいた男が立ちあがった。

「そのほうは？」

「は。ベルモア・プルートスと申します」

　ほう、といった様よう子すで皆が注目した。

　プルートス家は、代々北の国境にあるダイランを守しゆ護ごしてきた武門である。長きにわたって北方に点在する騎き馬ば民族の侵略から国を守ってきた。エリックの周囲にいる年格好の近い若者たちも、そのプルートス家に仕えてきた家の出身だ。だからか、芸能と退廃的な美をもてはやすエンデにおいては珍しく、荒々しく男性らしい雰囲気がある。

　もともとエリック公こう子しは、幼少の頃よりプルートス家に預けられ、ダイランにて育った背景がある。口の悪い者のなかには、

（だからエリックさまは、エンデというより、プルートス家の跡継ぎにふさわしい雰囲気を持ってらっしゃるのさ）

　と言う者もあるが、大公家において異端であるエリックの性格は、確たしかにダイランの地で武人たちと肩を並べて戦ってきた日々がつくりあげたものであろう。

　いま立ちあがったベルモアは現プルートス家当主の次男で、エリックとは幼おさな馴な染じみ。周囲の若者たちも含めて、エリックにとってはほぼ直属の家臣のようなものだ。

「では、ベルモア・プルートス。エーに歌を捧ささげましょう。エーの喜びは健康の精せい霊れいヤマンを招き、悪しき病やまいの精霊ジャーを打ち払いぬ。皆さん、しばしのお耳よごしをお許しあれ」

　口こう上じようを述べてからベルモアは精霊を招くという祝賀の歌を歌った。いかつい顔で、若いながら顔の大半が髭ひげに覆おおわれている猛も者さぶりだが、その声は別人が発しているのではないかというほどに澄すみきっている。ただ澄んでいるだけでなく、妙に幼さを残した、かわいい声だ。

　女官たちがそのギャップにくすくす笑い、即そつ興きようの舞まいを披ひ露ろうするにつれて男たちも喝かつ采さいをあげはじめた。

　苦にが々にがしそうな顔になったのは今度はジェレミイと、彼を見込んでいまのうちから接近を試みている家臣団だったが、当のエリックも依然仏ぶつ頂ちよう面づらのままなのが、いっそ彼らしかった。




　エンデ公国首都サフィア。

　サフィアは通称『水の都』とも言われる。水路が街を縦じゆう横おうにつらぬいており、昼日中には観かん光こう客きやくや物資を乗せたゴンドラがひっきりなしにいき来する。自然、街のいたるところに橋がかけられており、それぞれがまるで美しさを競きそうように様々な意い匠しようを施ほどこされていた。

　陽ひが暮れてだいぶ経たつ。エリック公こう子しはレンガ造りの大通りを家臣たちとともに歩いていた。馬車も用意されてあったが、酔いを覚ますために歩いて帰ることに決めたのだ。

　大通りの左右には細い柱が立ち並び、その上端部に大人おとなが両手で抱えるほどの大きさの球体が備えつけられている。白々とした光がその球体から放たれ、辺あたりを煌こう々こうとあかるく照らしていた。これも無む論ろん、エリックに言わせれば魔素エーテルの無む駄だ遣づかいである。

（馬ば鹿かめが）

　内心で毒づき、嘲あざけったのは、水上宮からの帰かえり際ぎわに呼び止めてきたジェレミイに対してである。

「これは兄上。今こ宵よいの儀ぎ式しきもお見事でした。きっとよりよき精霊たちが集つどって、エンデの未来をもあかるく照らし出してくださいましょう」

「そなたにそう言ってもらえるとわたしもうれしい。今宵は実に楽しかったな」

　化粧を落としたジェレミイの顔は、意外なくらいにのっぺりとした印象がある。目も鼻も唇もつくりが細く、何やら味わいそのものが薄うすい。一見、いわゆる美青年の顔立ちではないようだが、しかしこれが化粧映ばえする。先ほどもどの女官よりも人目を引いており、絶世の美女と称してもおかしくないほどの美び貌ぼうぶりであった。

　その凄すさまじさを知った上でなら、のっぺりとした素顔のほうも、飾り立てたときとはまた別種の色気があるように見えるから不ふ思し議ぎだ。一方のエリックはというと、兄と比べるまでもなく彫りが深い。高々とした鼻の目立つ、これはこれで精せい悍かんでいい顔立ちなのだが、顔かたちに関してもまた、宮廷でもてはやされる類たぐいの美形ではなかった。

「さて、エリック。聞けば、ガーベラからの使者をけんもほろろに追い返したそうだな。弟に対してこういう言い方をするのも心苦しいが、いよいよ取り返しのつかぬ暴ぼう挙きよに出るつもりか？」

「さすが兄上。お耳が早い」

　ベルモアの一件でやり込めたという思いがあるから、エリックにしては珍しく皮肉そうに答える。

「暴挙などとんでもない。こちらは、縁えん組ぐみを反ほ故ごにしたガーベラの非礼に対し、当然の要求をしたまでのこと。ザイム一帯を貰もらい受けるくらいでなければ、国の威信が傷つきます。父上もよく申されていたではありませんか、国が民たみを選ぶのではなく、民こそが国を選ぶのだと。父上が病気だからと、ここで弱気になるような大公家ならば、いつか民にも見限られましょう」

　ガーベラ国第三王女ビリーナは、もともとエリック公子との縁組が決まりかけていた。メフィウスとのガーベラの一〇年戦争の最中である。ガーベラにしてみれば、ここの縁組によって三国関係を一気に終わらせたい思いもあったかもしれない。

　が、メフィウスのほうがその動きを察した。すると、実にあっさりとガーベラへ和平を持ちかけたのである。ガーベラは、エンデとメフィウス、両国を秤はかりにかけた結果、メフィウスへビリーナ王女を差し出すことを決めた。一〇年の長きにわたった戦争である。すでにガーベラ国内には厭えん戦せん気分があったのかもしれない。だからエンデと組んでメフィウスを滅ぼすより、内外へ和平をアピールするためにメフィウスと婚こん姻いん関係を結ぶことを決めたのだろう。

（あるいは、）

　とエリック公こう子しは考える。あるいは、ガーベラは、おのが領土内にエンデの軍事部隊を入れるのをためらったのかもしれない、と。

（戦争に傷ついたガーベラに比して、エンデは無傷。こちらがそれを好こう機きと見て首都へ攻めあがるとでも思ったか。信用のならんことだな。我わが国を蛮ばん族ぞくのように扱いおって）

　実はそれも、エンデがその歴史の長さに比べると、ほとんどメフィウスともガーベラとも親密につき合ってこなかった、ある種閉へい鎖さ的てきな国家であったことも遠因にあるのだが、若いエリックにはそこまで考えは及ばなかったし、またたとえ気づいていたにしても、顔に泥を塗られた怒りはおさめようがなかったろう。

「民に、な」

　ジェレミイは意味ありげに言った。

「しかし、ガーベラ王女とそなたとの縁組はあくまでも非公式だったはず。それをいまになって民が知り、礼を失したガーベラへ思い知らせてやれ、という機運が盛りあがりつつあるのはどういうことであろうな」

「さて」エリックは首をひねった。「民人は意外と目め端はしが利くもの。嗅かぎつけられても不ふ思し議ぎはありますまい」

　当然、ジェレミイはそれがエリック側の工作によるものだと見抜いてはいるだろう。

　ジェレミイ公こう子しは薄うすい眉まゆを跳はねあげて、

「確たしかにいまのガーベラは弱体化しているが、かといってそなたの手勢だけでどうなるものでもない。メフィウスから救援が来ればひとたまりもないぞ」

「ご心配なく。動かすのはわたしに賛さん同どうしてくれた者たちばかり。たとえどのような結果になろうともエンデ公国の重き地じ盤ばんは決して揺るぎはいたしませぬ。どうか、このサフィアにて毎夜のごとく宴うたげをくり返しながら朗報をお待ちください」

（馬ば鹿かめ）

　というのは、このとき兄を蔑さげすむ思いを新たにしたからだ。ジェレミイは穏おん健けん派はとして知られているが、穏健派とはすなわち自分では何も行動を起こそうとしない、ただの腰抜けだという称号に等しい。

　こちらは以前から行動を起こそうと奔ほん走そうしている。兄が危き惧ぐしたメフィウスにすら、すでに話がついているのだ。皇帝グールその人へ何度となく使者を送り、今回の対ガーベラ戦には手出しをしないという約束まで取りつけている。

　そのメフィウスと今後うまくわたり合っていくためにも、そしてもちろんエンデで次期後継者にふさわしい力を見せつけるためにも、まずはガーベラとの初戦に勝たねばならない。

　ジェレミイの言うとおり、ガーベラは一〇年戦争とその直後に起こったリュカオンの謀む反ほんによって弱体化している。こちらがいよいよ動き出しそうだというので、国境のザイム砦とりでに兵を集めてはいるが、斥せつ候こうを放ったところ、それすら満足のいく成果を挙げられないでいるらしい。メフィウスとの同盟に反対する声は依然強く、しかもザイムはその反メフィウス派の代表ともいえるリュカオンが決起し、そして散った場所である。ガーベラ国王アイン・アウエルにしてみれば、リュカオンと少しでもつながりのある将兵はザイムに向かわせたくないところだろう。下へ手たを打てば、エンデと戦う以前に内部分裂しかねない。

　そういった情勢下にあるガーベラがもっとも避さけたいのが、長期戦である──、とエリックは見ている。たのみのメフィウスも動かずとあればなおのこと。だからまずは出鼻をくじいて、その上で領土や資源を貰もらい受ける形で和平を結べばいい。力を示すにはそれで十分以上だろう。

「ベルモア」

　夜の往来をいきながら、エリックが突然呼びかけた。

「はっ」

「魔素エーテルの準備はどうなっている」

「沿岸諸国の商人を搔かき集め、何とか買いつけられました。飛空船一〇〇隻せきはゆうに飛ばせましょうな」

「それだけの船が手もとにあればな」

　勢い込んだ家臣の冗じよう談だんでさえ生き真ま面じ目めに返すのがエリックだ。しかしプルートス家とそれに仕えてきた武者たちは慣なれていた。

「いつまでも宴うたげばかりで、精せい霊れいだのみの兄君に見せつけてやりましょうぞ」

「おう。ザイムを叩たたけば、さしもの重じゆう鎮ちんたちも我わが殿のお力を認めずにはいられまい」

　若者たちは意気あがる。何しろ彼らには、ダイランで辺境の蛮ばん族ぞく相手に日々戦ってきた自負と誇りがある。彼らは、メフィウスとガーベラが一〇年戦争を戦っていたときも日和ひより見みを決め込んでいた現エンデの重鎮たちを見下していた。ジェレミイなどは当然実戦の場に立ったこともない。そんな人間が覇は権けんを握れば、エンデはますます白粉おしろいと香水の匂においばかりが目立つ、軟弱な国家に堕おちてしまうことだろう。

「そういえば昨夜ゆうべ、アリオンからの使者に会われたそうですが」

「力を貸す、と言われた」エリックはどこか暗い目を魔素エーテルの光球へと差し向けた。「まあ、無ぶ難なんに返事しておいた。なるべくならアリオンの手は借りたくない。いまのエンデではこちらのほうが好きにされかねん」

　アリオンは大国だ。こちらに力を貸すと見せかけ、大陸中央にその手を伸ばしにかかってくるのは明白である。アリオンに憧あこがれる兄のジェレミイにはそれがわかっているのかどうか。

　やはり自分が立たねばエンデに未来はない、と胸中で意気込むエリックではあったが、

（メフィウスでは、タウーリアとの戦いくさが終わったと聞く）

　口には出さなかったものの、彼にとっては少し厄やつ介かいな情報があった。

（グールは、アプターにわざと寡か兵へいを送って隙すきを生み、タウーリアの軍を呼び込んだ。それで戦となって、同盟国のガーベラに援軍を出さぬ口実をつくるつもりだったようだが──）

　頭上からの灯あかりは、彫りの深いエリックの顔にむしろ影かげを落とし込んで、その表情を近くにいるベルモアからも覆おおい隠している。

（タウーリアは二度にわたってアプターを攻め、そしてどのような経緯いきさつがあったものやら、すぐさま同盟にいたったという）

　アプターの城主はギル・メフィウス。いい噂うわさなどひとつもなかった皇太子だ。実際、この男が皇帝になった暁あかつきには、武を誇るメフィウスとて弱体化を免まぬかれまい、と周辺諸国は見ていた。しかし初うい陣じんでリュカオンを討とう伐ばつした頃ころより、その名前が折々に聞こえてくるようになってきている。

（まぐれにせよ、家臣に恵まれただけにせよ、おかしなまでに強運を備えた男かもしれぬ）

　むっつりとした顔でエリックは歩みを運びつづけた。
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（馬ば鹿かめ）

　と一方で弟をあざ笑っているのはジェレミイ公こう子しである。

　主宮殿の一室内。金糸銀糸で刺し繡しゆうされた黒びろうどで壁かべを貼はられ、三方にある棚には、古書新刊書問わずぎっしり書物が詰められてある。ジェレミイ専用の書斎である。

　宴うたげが終わって半時間後。ジェレミイが手の上でまわす酒しゆ杯はいのなかには、先ほどの宴では振るまわれなかったもの、すなわち黒くろ睡すい蓮れんを粉末状にしたものが、ひとつまみ入れてある。

（去さり際ぎわに忠告めいたことを口にしたら、あ奴やつ、露ろ骨こつにわたしを見下しおって）

　あのときはいかにも軍功にはやる弟に嘆なげいてみせていたジェレミイだった。が、実のところ、事態のすべては彼の思おも惑わくどおりに進んでいるといっていい。

　エリックは同盟の約やく定じようをたがえたガーベラに憤いきどおっている振りをしていたようだが、無む論ろん、決起の理由はそれだけではあるまい。大公マルキーオが危あやういいま、エンデの次期後継者に長男たるジェレミイが選ばれそうだという噂うわさにこそ焦あせったはずで、そのため家臣たちに力を見せつけようと事を急いでいる。

　次期後継者に関しては、ジェレミイ自身、大公たる父から確かくたる約束を取りつけたわけではない。しかしあえて、すでに自分が選ばれているような噂を流した。そして家臣たちにその正否を問われても、正面から否定はせず、

「まあ、あまり急ぐものでもありますまい。わたしもまだまだ若じやく輩はい者もの。大公マルキーオ・ル・ドーリアには、わたしが成長するときまでご健在であっていただかなければ」

　などと笑ってみせた。

　現在のガーベラが弱体化しているという情報を流したのも、メフィウスとエリックとの間に約定が取り交わされているのを知らぬ振りをして弟の自尊心を刺し激げきしたのも、すべては弟に軍事行動を起こさせるためである。

　今こ宵よいの祭さい儀ぎでわかったとおり、エリックに宮廷内での人望はない。嫌われたり、疎うとまれたりしているわけではないにせよ、エリックは根まわしもおべんちゃらも苦にが手てな男だ。あらゆる美び辞じ麗れい句くが飛び交いながらもその裏では、金や、きな臭い取引きが渦うず巻いている宮廷でわたり歩いていけるタイプではない。

　本人もそれがわかっているから、普ふ段だんは北方のダイランに引っ込んでいるのだろう。

（奴やつめはしょせん、そこで馬ぜめをしたり、蛮ばん人じんたちと剣を振るい合っているほうがお似合いだ）

「が、そのダイラン」

　地名を口にして、ジェレミイは薄うすい唇をやや歪ゆがませた。いまやエリックのお膝ひざ下もとともいえるダイランが、ジェレミイにしてみれば唯一厄やつ介かいな土地といえる。

　先述したとおり、その土地柄がらもあって、エンデ中央とはまた異質な人々が揃そろっている。ジェレミイの得意な、白粉おしろいや香水の匂においがして、陰いん謀ぼうと欲望が渦巻く場所ではなく、そこには馬草や鋼こう鉄てつ、火薬の臭においが立ち込めて、剣と勇武こそが称たたえられる。

（わたしが大公となった暁あかつきには、邪じや魔まな土地だ）

　北方の国境警けい備びだけに身を砕くだいているぶんには問題ないが、たとえエリックが権力闘とう争そうから一歩身を引いたとしても、ジェレミイに馴な染じまぬあの土地の武人たちが、いつエリックを旗頭にして反旗を翻ひるがえさないとも限らない。といって、エリックをダイランから遠ざけるような処しよ遇ぐうを下したのでは、それはそれで彼とダイランの人間たちの不満を募つのらせてしまう。

　ジェレミイは弟を（頭のまわらぬ男）と見下してはいたが、その存在そのものを決して軽んじているわけではなかった。

「いるか、ヘズル」

「はっ」

　ジェレミイの背後に、暗い染みのようなものが浮き出たかと見えると、それは黒衣をまとった人間の姿へと転じた。最前まで影かげと同化してそこにいたのか、あるいは瞬しゆん間かん移動してきたとしか思えぬ登場の仕方だったが、ジェレミイは驚おどろきもせず、

「エリックがいよいよガーベラへ部隊を差し向ける。貴様らお得意の卦けはどう出ておる」

「不ふ確かく定てい事項が多いため、暗雲がかかったように詳細は見えませぬ。ただ、この戦いくさ、エリック公こう子しには決して不利に動きはしますまい」

「魔ま道どうといえど、使い勝手のよくないことよ」

　エンデには「魔道局」という、他ほかの国には見られない特別な組そ織しきがある。総勢三二名の魔道士によって編へん成せいされており、大公家や貴族の依頼によってのみ政治中ちゆう枢すうとのかかわりを持つ。しかし魔道といっても、古代魔法王朝のゾディアス王が様々に起こした奇跡──山を吹き飛ばしたり、海を真っぷたつに裂いたり──などができるわけではなく、せいぜいが精せい霊れいの働きを得て未来を予知したり、祭さい祀しや古くからある行事を取りしきったり、地理、歴史、医学、哲学とあらゆる学問に通じているため、為い政せい者しやにいろいろな知恵を授けたり、とそのていどだ。

　なかには、岩を動かしたり、霧きりを発生させたりといった力の持ち主もいるとは聞くが、たとえばその力で土木工事を手て伝つだうだとか、戦を有利に働かせるだとかということはほとんどない。政治そのもの、さらにはエンデの存亡そのものにすら、大した関心がないためとも言われている。

　また、未来を予知するといったところで、それはしょせん予測や占うらないの類たぐいでしかない。宇宙開かい闢びやくから現在に至るまでのありとあらゆる知ち識しきを溜ため込んでいるといわれるほどの魔道局だから、もちろんそれらの情報に裏打ちされた予測は得がたいほど大きな力を持つものであるが、いまのジェレミイに欲しいのは確固たる未来予想図だった。

　そんな彼の胸中を知ってか、ヘズルと呼ばれた黒衣の男はより詳しく語った。

「以前に述べたとおり、まず、リュカオンの謀む反ほんによってガーベラが弱体化しているのは事実。メフィウスの同盟に異を唱となえる者たちは依然数が多く、リュカオンの決起に馳はせ参さんじられなかった者たちが公然と彼を英雄視している風ふう潮ちようがありまする」

「ふむ」

　ジェレミイは首しゆ肯こうした。この辺あたりの情報はエリックにもわざと流している。

　なお、リュカオンの謀む反ほんには、エンデも──というより、ジェレミイも一枚嚙かんでいた。リュカオンが決起しようとした際、その密使をエンデ宮廷に迎え入れたのはジェレミイの独断である。ザイムへの物資や食しよく糧りようの補給も約束し、なるべくリュカオンの命を長引かせることで、ガーベラをいっとき混乱に陥おとしいれるつもりだった。

　その上で、メフィウスを狙ねらうか、あるいは弱体化したガーベラを狙うか。いずれにせよこの膠こう着ちやくした三国関係を打ち破るきっかけになるはずだと踏んだのである。

　つまるところ、弟のエリックに比して穏おん健けん派はと噂うわさされるジェレミイこそ、実際はエリックが行動を起こす以前より、穏おだやかならざる考えを抱いた公こう子しなのだった。

　ヘズルがつづける。

「さらに、ザイムの守将に赴ふ任にんしたゼノン・アウエル王子はひとかどの武将ではあっても、さほど知恵はまわりませぬ。本来その知恵袋として才を発揮すべきノウェ・サウザンテスとも不仲。ガーベラ王は人選をまちがえました。このふたりではともに手を組んだところで、存分に力を発揮することはできませぬ。人材というのは相あい性しようさえよければ、たとえ個人の力は低くとも二乗、三乗にかけ合わされて大きな力を生むもの。しかしこのふたりでは、むしろ足を引っぱり合い、互いの持ち味の半分も発揮できぬでしょう」

「なるほど。すべては弟に有利なほう、有利なほうに動いておるようだな」

　ジェレミイは酒しゆ杯はいの中身をひと口あおって、口のなかで味わう。しばしその刺し激げきに目を閉じて恍こう惚こつとしていたが、

「では」かっと目を見開いた。「こちらも動きを早めたほうがよいか。エリックが、大公の許可もなく国こつ境きよう線せんを越えて、他国へ侵入するそのときと時じ機きを合わせられるようにな」

「エリック公子の軍事行動は、お父上も認可されているはずですが」

「ヘズル」

「は」

「魔ま道どう局きよくにもっと多た額がくの融ゆう資しが欲しいと言うてきたのはそのほうだな」

「は」

「大公家の人間に魔道局がそのような直じか談だん判ぱんをするなど、前例がない。魔道士が世俗にまみれてはいらぬ騒そう動どうを引き起こしかねんと警けい戒かいされるだろう。だから、このことが周囲に洩もれ聞こえれば、そなただけでなく局そのものの存続さえ危あやうくなる。並の人間ならば無む下げに切り捨てるその申し出を、わたしは、それならば互いに秘密を共有する仲になればよい、と寛大にも受け入れた」

「あのときは、感じ入ってございます」

　ヘズルは深く被かぶったフードの下に闇やみをこしらえており、顔かたちは判別できない。ただ頭を垂れているのみである。

「父上はひと月前より容態が急変なされた。エリックはそれをいいことに、本来はエリックの進軍に反対していた父上のお言葉を改かい竄ざんしたのだ。そしてそれを、わたしはエリックの進軍後に病びよう床しようにある父の口から知ることとなる。そうであるな？」

「は」とまたも殊しゆ勝しように頷うなずいてから、ヘズルは、「では、公こう子しも兵を動かされますか」

「わたしは帰ってきた弟を叱しかりつけるだけの役だよ。いまから兵を動かしては、弟と同じになる。だが、最近不ふ穏おんな噂うわさを聞いた。ダイランの近辺に、野生の竜が多数目もく撃げきされたというのだ」

　ヘズルに背を向け、ジェレミイは何か遠くのものを見み透すかすような目つきをする。

「ファブニル」

　とその背に向けてヘズルはつぶやいた。ジェレミイは聞こえなかった振りをして、しかし薄うすい唇ににっと笑えみを浮かばせる。

　ジェレミイはつい近ちか頃ごろになって魔ま道どう局きよくと接近しはじめた。多た額がくの融ゆう資しをし、その代わりにとこちらの意図で研究させたのが、竜に関するものである。メフィウスや西方タウラン諸国と異なって、ガーベラやエンデでは竜を戦争の道具に用いることはほとんどない。近きん隣りんに竜の生息地がないことも関係しているものの、ジェレミイは古代魔法王朝の秘書を紐ひも解といて、かつて竜を魔道で操あやつる術が存在していたことを発見した。

　ジェレミイは魔道局の人間に、地下倉庫にある遺跡物アーテイフアクトを捜索させ、魔素エーテルの効果をそれぞれ試した上で、いくつかを無断で持ち出した。魔法王朝時代より伝わる遺跡物──『魔道器』とも呼ばれるそれらは、エンデ大公家の象徴であり、勝手に持ち出すことはたとえ公子といえども許されていない。

　が、ジェレミイはそれらを秘密裏に魔道局へ預けた。いずれも秘書に書かれてあったものと近しい能力がある。書物の記述とあわせてそれらを研究することで、古代の魔道器をよみがえらせようとしたのだ。

　そしてつい先日、試作品が手もとに届いた。ジェレミイは沿岸諸国の商人から竜を数匹買い受けて、さっそくその魔道器の効果を確たしかめた。

　さすがに、荒々しい野生竜の行動を完全に制せい御ぎよするとまではいかなかったものの、あるていど誘ゆう導どうするくらいならいまの段階でも十分可能であった。竜の調ちよう練れんには時間もかかるし、何より危険が常にともなう。しかしこの魔道器さえあれば、敵へ竜を差し向けて混乱させることがいつでも可能となろう。

　ジェレミイはそうして操る竜たちのことを「魔竜フアブニル隊」と呼んでいた。

「あわれ弟は、ガーベラ領で奮戦してなにがしかの手て柄がらこそ得ようものの、帰ってみれば、大公のお言葉を改竄して独断で軍事行動を起こした罪に問われて失しつ墜ついし、おまけに兵の大半が出払っていたダイランは、野生の竜に襲おそわれてプルートス家一族郎党皆殺しの憂うき目めにあっていた──ということだ」

　目に見えぬ相手と酒しゆ杯はいをかち合わせるように、ジェレミイは虚こ空くうへと杯さかずきを捧ささげる。

　エリックは政治力、軍事力、ともにいちじるしく削そぎ落とされよう。エンデ公国で一定の暮らしを望もうとするなら、あとはもうジェレミイに頼るしかない。プルートス家の郎党亡きあと、ジェレミイの息のかかった部隊を指揮する将としてなら、弟も『ジェレミイ大公』のよき剣つるぎとなってくれるはずだ。

「ガーベラとエリックが今回の戦いを派は手でにくりひろげてくれればなおよし。いまよりさらに弱体化したガーベラなら、大公となったわたしの手でいかようにも料理できる」

　エンデの二公こう子し、それぞれの思おも惑わくをはらんで夜は更ふける。

　メフィウスとの国境近くで騒さわぎが起こったのは、それから三日後のことだった。
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　騒ぎ、といっても、メフィウスとエンデ間で問題が起こったわけではない。そこはガーベラとの国境近くでもあったが、二公子の思惑より先に戦端が開かれた、ということでもない。

　いってしまえばメフィウス国内の問題であったが、そのことが、エンデ、ガーベラ両国の行動に多大な影えい響きようを及ぼしたのである。




　鉄の仮面を被かぶったカインと副官ゴーウェン、そして歩兵隊の筆頭パーシルと、彼らに率いられる格好の一〇〇余りの近この衛え隊たいが、ノーザン山地を目前に控えたときのことだった。

　ノーザン山地はさほど高さのある山々ではないが、北にエンデ、南にガーベラをわかつ国こつ境きよう線せんであり、また山地西端の入口は、両国とメフィウスとの境目でもある。ガーベラがザイム一帯を支配するまでは山さん賊ぞくまがいの豪族が砦とりでを構えていた場所でもあるが、現在は三国がそれぞれ領土を接しているため、国家間の緩かん衝しよう地帯としてもの静かに横たわっている。山と谷が複雑な地形をなしていることもあって、それぞれの国の犯罪者たちが逃げ込んでは、豪族の砦跡に集つどって徒党を組んでいるという噂うわさもあった。

　ゴーウェンは、このノーザンの入口辺あたりでいったん船を下ろす予定を立てていた。エンデの部隊にわざと発見させて、敵の進軍をひるませる手である。しかしその直前になって、突とつ如じよ停船命令を受けた。

　頭上にあらわれた飛ひ空くう艇てい隊たいはエンデ、ガーベラいずれのものでもなく、艇後部ではためかせている国旗は、他ほかならぬメフィウスのものである。

　さすがに抗あらがえず、やむなくゴーウェンはその命令に従った。

　船を下りると、騎き馬ばの群れが巡じゆん洋よう艦かんに迫った。先頭にいるのはオーダイン・ロルゴ。メフィウス一二将がひとりで、銀ぎん斧ぷ団五〇〇名が完全武装してその背後に控えている。

「これは、何用です」

「それはこちらの台詞せりふだ」

　ゴーウェンに答えるオーダインは、相手が元奴ど隷れいということによる蔑さげすみを隠そうともしない。

　三七歳。鉄砲を駆く使しした用兵術を得意とする、歴戦の武将である。本人も射しや撃げきが上う手まい。数年前の建国祭では、競きよう技ぎ場じようにて、奴隷の頭上に乗せた壺つぼを過あやまたず撃うち抜いたこともある。ちなみに今年ことしの建国祭で、竜に跨またがる成人の儀ぎをおこなった少女ラニー・ロルゴの父だ。

「我われ々われは皇おう子じ直属の近この衛え兵へい。その足を止めるからには、相応の理由がありましょうな」

「で、あるか」オーダインは酷こく薄はくそうな顔に侮ぶ蔑べつの笑えみを浮かべた。「それなら、我々は皇帝陛下じきじきのご命令をちょうだいしておる。いかなる者であれ、いまはメフィウス国内より国境を越えさせてはならじ、とな」

　動揺の気け配はいがゴーウェンの頭上を越えて近衛隊に広がっていった。それを満足げに見やるオーダインは、もともと、奴隷を近衛兵に起用したり、謀む反ほんを起こしたパーシルら剣けん闘とう士しを召し抱えたりした皇子ギルに、いい感情を持っていないという噂うわさがあった。

「いかなる者であれ──そう、たとえ相手が皇子の近衛兵であれ、建国祭で英雄クローヴィスとなった男であってもだ」

　じろりとねめつけられてカインは震ふるえ上がりそうになる。迫力負けしたカインに代わってゴーウェンがさらに前へと出た。

「我々とてしかし子供の遣つかいではない。皇子へ伝令を送るので、いましばらくはここに停泊していよう」

「ほう、このままでは退ひけぬというか。そもそも皇帝陛下はギル皇子に、アプターから一兵たりとて動かしてはならじと厳げん命めいされていたはずだがな。その命令を無視した殿下に、陛下はたいそうご立腹だ。おまえらひとりひとりとて、どのような責めを受けるか、わからぬのだぞ」

「我々は知らぬ。いや、陛下のご命令に従えぬというのではない。我々はあくまでも皇子の近衛兵。伝令で陛下のご意向をお伝えし、その上で殿下のご返答を待たねばならんのだ」

　歴戦の猛将にぴたりと見み据すえられながらも、ゴーウェンの顔色は少しも変わらない。双方しばし無言、されど視し線せんの刃やいばを丁ちよう々ちよう発はつ止しと絡み合わせたのち、

「好きにせよ」オーダインは嘲ちよう笑しようしながら馬首を翻ひるがえした。「ただし、我々も近くに陣を張る。こちらの命令を無視するようならば、いかなる者であれ容よう赦しやはいらぬとのお達し。ゆめゆめ覚悟しておくことだな」

　オーダインはそれだけ伝えると、部下を引きつれてその場を離はなれ、やがて言葉どおり停船した巡じゆん洋よう艦かんの近くに陣を張らせにかかった。

「ゴーウェン、どうするんだよ」カインが小声で訊きく。「時間がないよ。オルバの言ったように、エンデとガーベラがもし戦争をはじめてしまえば、数の少ないおれたちが駆かけつけても意味がないぜ」

「待つしかあるまい」

　ガーベラへの救援に急がねばならないといって、もちろんこのままメフィウス本国と戦火を交えるわけにはいかない。ゴーウェンは早馬を出した。持久性の問題があるため、距きよ離りがあるいまのような場合は飛ひ空くう艇ていよりも馬のほうが確かく実じつだ。

　早馬を見送る兵たちの顔には不安の色が濃こい。そのなかにあって、

（これがしょせんメフィウスだ）

　パーシルただひとりが唇を不敵に吊つりあげて笑っている。もともとメフィウスには何度炎をかけて焼きつくそうと晴らせぬ恨うらみを抱く男だ。同盟国への援軍を力ずくで阻そ止ししようとは、いかにも不ふ埒らちなメフィウスらしくはある、とパーシルは内心嘲あざけっていた。

（さて、あの変わり者の皇おう子じはどう動く）

　腰に吊るした剣の柄つか頭がしらに手をおいて、パーシルは、アプターのある西方の空へと視し線せんを馳はせる。冷静沈着なようでいて、酒に酔い、家臣に剣を向けるようなあの皇子に関しては、パーシルもどこかはかりかねる部分があった。

（いや、おれはあるいは──）

　期待しているのかもしれない。

　やがて陽ひが落ちる。にらみ合う格好となった巡じゆん洋よう艦かんと、そこから一キロも離はなれていない地点で野営をはじめたオーダインの陣。緊きん張ちようを含んだ夜気が、艦首に立ったゴーウェンの鼻をくすぐっていた。




　そこより東に二十数キロ。

　北のオリビス湖を経由して流れてくる東ウエント川を越えて、ノーザン山地の南。ガーベラの国境にある城じよう砦さいザイムにて、ノウェ・サウザンテスはその報を受け取っていた。

（足止めを受けたか）

　皇帝グール・メフィウスが皇子からの援軍を見過ごさなかった、ということは、当然、メフィウス本国とエンデの間になにがしかのつながりがあると見ていい。もちろんそれを予期しなかったノウェではない。おそらくギル・メフィウスもそうだろう。

（このまま、馬ば鹿か正直に引き下がる男でもあるまい）

　ソロンで、そしてアプターで見たギルという男を、ノウェはもう少し信じる気でいる。わずかな手勢にてアークス・バズガンとの戦いくさを終わらせた手腕の持ち主だ。何より、ノウェ自身の策さく謀ぼうをソロンにて打うち砕くだいている。

　が、

「見たことか。だからメフィウスなど当てにはならんのさ」

　もちろんガーベラ国の誰だれもがノウェと同じ気持ちでいるはずがない。いま息巻いた、ゼノン・アウエルとて、いかにも憎々しそうな表情を面おもてに貼はりつけていた。

　ガーベラ第二王子にして、猛もう虎こ騎き士し団だん長ちよう。一七の折、メフィウスとの戦がはじまった年に初うい陣じんを飾った。以来一〇年。メフィウスといく度となく斬きり結んできた身にしてみれば、こちらから王女を授けての和平などとうてい承服できるものではなかった。

　ビリーナとは、仲のいい兄妹だった。王子も白金プラチナのやわらかな髪をしていて、時折、端正な顔に勝気そうな表情が覗のぞくところなどそっくりだ。性格もまた、頑がん固こ者もののところが似ている。

「ビリーナ。嫌いやならば、よいのだぞ」

　メフィウスへの輿こし入いれが固まりつつあったとき、西のマヴァントに詰めていたゼノンは、わざわざ首都フォゾンにまで駆かけつけて妹へそう声をかけている。

「わたしとて、こんな戦いの結末は望んでいない。必ずや兄の手でメフィウスを、皇帝グールを討うってみせよう。おまえから申し出るのがはばかられるなら、わたしのほうから陛下へ口添えを──」

「いいえ、お兄にいさま」ビリーナはまっすぐにゼノンを見つめてかぶりを振った。「ビリーナは、メフィウスへ参ります」

　にっこりと微笑ほほえむ妹にゼノンは絶句した。

　国のためと決意を固めたであろう妹の肩にそっと手を置く。それを遠巻きにしていた宮廷の女官たちがすすり泣いた。一四の姫に、ついいままで敵国だった、それも野や蛮ばん人じんの土地と知られるメフィウスへ嫁とつげ、とはあまりに不ふ憫びんだったのである。

　歳としの離はなれた兄妹とはいえ、ビリーナがいまより幼かった時分より、ゼノンはいい遊び相手になっていた。周囲を巻き込んで追いかけっこをしたり、木の剣やおもちゃの銃で決けつ闘とうごっこをしたりした。ゼノンはわざと打ち負かされながら、晴れ晴れと笑って、

「ビリーナ、いまからでも遅くない。おまえは男装し、男として暮らせ。大人おとなになった暁あかつきには、この兄など比べものにならないくらいの勇将となれよう」

　よくそう言っていた。そんなふたりを知る者にとって、時を隔へだてて見つめ合う兄妹の姿はなおさら涙を誘う光景だった。

　そうして結ばれたはずの同盟相手であるにもかかわらず、ガーベラの危き難なんに際して救援を渋しぶるようなら王女のあの覚悟が報むくわれない、とゼノンをはじめとして大勢のガーベラ人が憤いきどおっている。

　その一方で、

「メフィウスは援軍を出さないつもりなのではなく、エンデからの備えを見て、躊ちゆう躇ちよしているのではないでしょうか」

　とノウェへ声をかけたのは、青銅騎き士し団だんから派は遣けんされてきた騎兵隊隊長ロジェ・ギラント。以前はノウェとともにアプターに詰めていた青年である。

　現在、ザイムには猛もう虎こ騎士団五〇〇と、青銅騎士団、黒くろ鉄がね騎士団から二五〇ずつの、およそ一〇〇〇の兵が詰めている。

　ロジェが口にした『備え』とは、エンデ公こう子しエリックが取った奇妙な行動のことだ。公子は二〇〇〇からの兵を準備していた。ダイラン武人たちのみならず、エンデ国内で傭よう兵へい──この場合、主家を離はなれた武人、いわゆる浪ろう人にんたちのことをも指す──を募つのって、またエリックに助力を申し出た将軍たちから借り受けた。

　いよいよ進軍も近いかという頃ころ合あい、エリックはそのうちなぜか六〇〇の兵をまず進発させて、メフィウスとの国境沿いに配置しているのである。

　部隊はそのまま動いていない。ザイムへの直進ルートからはわずかに逸それた地点なので先さき駆がけの一隊でもないはずだ。

「あれはおそらく、メフィウスからの援軍を警けい戒かいしている部隊でしょう。メフィウス本国が一枚岩でないことはエリック公こう子しも承知していて、それににらみを利かせるためにわざわざ一隊を残したのでは」

「だとしたら」ノウェが、砦とりでの窓からウエント川の流れを見下ろしながら言った。「どうすべきだと思うね？」

「僭せん越えつながら申し上げますに、こちらの一隊をノーザン山地に派は遣けんし、敵本隊とぶつからぬ道にて突破させて、まずはこの部隊を側面から衝ついてみるのも手かと。さすればメフィウス援軍も呼応して、挟はさみ撃うちにできましょう。そうして援軍ともども南下すれば、ザイムに迫るエリック公子の本隊を、これも挟み撃ちにできます」

「ノーザンを突破、とはたやすく言う」

　ノウェは女のものと見まがうほっそりした指を顎あごにあてがってつぶやいた。人差し指には瑠る璃りの指ゆび輪わが輝かがやいている。

　ノーザン山地は、峡きよう谷こくがひどく入り組んだ形で峰々に喰くい込んでいで、迷路のようになっている土地でもある。数百からなる兵士に、しかも敵本隊に見つからないよう気を配りながら進ませるのは、相当に骨が折れるし、時間もかかる。

「それに」とノウェは相変わらず川面かわもを眺めながらつづけた。「国境沿いのその一隊を急きゆう襲しゆうしたとして、しかし敵がもし、メフィウスの国境を越えて逃げたら、どうする？」

「国境を──越えて？」

「おれはエリックに知恵はないと見ていたが、しかしその認にん識しきを改めなければならんようだ。おそらくあの一隊は……」

「何を下らぬことをしゃべっている」

　ゼノン・アウエルがガーベラ騎き士しの装具を鳴らしながら歩み寄ってきた。ロジェがかしこまり、さしものサウザンテス卿きようも振り向いて一礼する。

「いまさらメフィウスの援軍に頼って何とする。奴やつらが我われらとの同盟を裏切ったのは明々白々。逆によい機き会かいだ。これを理由にビリーナを引き戻す。まだ婚礼が執とりおこなわれていないのがせめてもだ。エンデの次は奴らだと思え」

「は」

　両者、声を揃そろえることしかできない。

（王子ご自身、決して悪い将ではないが）

　とノウェは目を伏せたまま、冴さえた頭脳を巡らせている。

（この際、おれの操あやつりやすい愚ぐ鈍どんな将のほうがまだしもだった）

　ゼノンも一〇年戦争で数々の手て柄がらを立てた将である。しかしいまや感情が先走っている面があった。メフィウスへの敵意のみに留とどまらず、その激げき情じようの矛ほこ先さきはエンデにも向いている。何しろ、ビリーナがメフィウスへ輿こし入いれすることが決まったとき、エンデとの間に摩ま擦さつを生じさせてはならじと、国王の命でエンデへ使節として赴おもむいたのはゼノン自身なのだ。

　大公マルキーオと変わらぬ友情を誓い合った経けい緯いもあって、エリック公こう子しの今回の侵略行為は、ゼノンにしてみれば顔に泥を塗られた気分だろう。

　感情がささくれ立っているのに加えて、ゼノンはノウェにあまり信をおいていない。この大事な時期に謀む反ほんを起こしたリュカオンを、当然ゼノンは死したいまになっても憎んでいる。そのリュカオンを重用するよう王に進言したのはノウェだ。他ほかならぬ、ビリーナの婿むこに据すえようとしたこともある。

「あの優やさ男おとこ、わたしは信用ならん」

　ゼノンは公然とそう口にしていた。

「知略策略にすぐれているのが騎き士しの誉ほまれだとは思わんな。いかな知ち謀ぼうも、それにともなう武と健全たる魂たましいがあればこそだ。騙だまし討うちが得意な男を信じろというほうが無理であろう」

　ゼノンはなまじ騎き士し道どうを重んじるガーベラ戦士の典型なだけに、今回もノウェの授ける知恵に耳を傾けようともしない。

（何と手かせ足かせの多いことだ）
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　ザイムは本来二〇〇〇の兵が常時詰めることのできる砦とりでだ。飛空船も戦せん艦かん級の船を五隻せきは収容できる。しかし手もとにある兵はその半分で、飛空船にいたっては巡洋艦級が二隻、飛ひ空くう艇てい用補給艦が一隻のみ。

　これも、ノウェにとっては手かせのひとつだ。

　まさしくエンデの魔ま道どう士しヘズルの指摘したとおりである。国王アイン・アウエル二世は国内の分裂を恐れた。そのため、リュカオンの決起した地であるザイムにあまり大勢の兵を割さけなかったのだ。

　特に、リュカオンは空船部隊の中心であった。カリスマといってもよかったろう。空船部隊には若い将兵も多い。それだけに彼らを刺激することを避さけねばならず、やむなく王子ゼノンが将としてザイムに詰めることとなった。ここにある船もゼノン自らが所有しているものだ。

（こういうとき、個人的に信頼のおける将でもいれば、おれの独断で招へいできたのだが）

　ノウェにとって兵は手て駒ごまであり、将もまた頭脳で操あやつれる人形のように思っている面があった。しかしさしもの自信家も、こうも思いどおりにならぬ現状に直面すると、いままでの自分のやり方を悔やまざるを得ない。

（どんなすぐれた計略があろうとも、実行に移せる手足がないのでは、口先だけでさえずっているのと同じことだ）

　ならば、いっそのことメフィウスに直接救援を依頼するという手もないではない。グール皇帝の思おも惑わくはどうあれ、メフィウスの重じゆう鎮ちん貴族たちに揺さぶりをかけることは可能であろう。同盟国がじかに援軍を要よう請せいしているのだから、と皇帝に働きかける者たちも出るはずだ。

　しかし、ガーベラ宮廷はこれをよしとしなかった。一〇年戦争を戦った宿敵には頭を下げられぬというのだ。宮廷に詰めた貴族たちは、ふた言目には、

「騎士の誇りが許さぬ」

　と口にする。

（死に急ぐのが誇りならば、今日きよう明あ日すにでもくたばるがいいのさ）

　ノウェは苦にが々にがしく思う。馬ば鹿かげた現状である。それを招いたのが、おのれの頭脳をのみ過信していたノウェ自身にもあると思えばこそ、いっそう腹立たしい。

　ゼノンが立ち去ってから、人差し指の指ゆび輪わを眺めつつ、

「瑠る璃りの光も磨きがら」

　うっそりとつぶやいた。

　瑠璃が美しいのも、磨き抜いてこそのものである。研けん鑽さんを怠おこたり、修練を忘れているようでは、いかに素養があっても光ひかり輝かがやかない。それがノウェの信条であり、だからこそ指ゆび輪わにしていたのだが、いまになって、自分自身がその意味を失いかけていたことを思い知った。

（とはいえ、）

　もちろん、ただ胸中で愚ぐ痴ちをこぼしつづけていたわけではない。

　ノウェはノウェでできることを進めていた。半月ほど前から、ノーザン山地周辺の住民に協力を要よう請せいして、山地中央に囮おとりとなる城を築きずいた。そこへ黒くろ鉄がね騎き士し団だん歩兵隊隊長ザンスと三〇〇の兵を送り込むつもりでいる。

「これで誘い出せればよいが」

　ノウェ・サウザンテスはいつもの冷笑を浮かべつつ、その目に隠しようもない、わずかな焦あせりを揺らめかしていた。










　四章　故郷
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　アプターへ伝令が届いたのは、それから三日ののちである。早馬が乗のり継つがれ、中継基地の近いところでは飛ひ空くう艇ていも飛んだ。

　当然、その知らせは皇おう子じギルの私室へと直接届けられた。

　しかしギルは相変わらずドア越しにその報を受けただけで、いまだ部へ屋やを出ようとはしない。

　こちらからの救援部隊が、本国メフィウスによって妨害された──という伝令の内容は、アプター中にも駆かけ巡った。

　驚おどろきの波が広がるなか、ひとりほくそ笑えんでいたのはイネーリ・メフィウスだ。目論もくろ見みどおり、ここ最近、独断的な行為で皆を驚かせてきたギル皇子に一いつ矢しを報むくいることができたのだ。

　また、ビリーナ王女に対しては、

「お義ね姉えさま、故国がさぞご心配でしょうね」

　心にもないことを言いもした。

　当のビリーナはというと、周囲が自分の反応をうかがっているのを知っていたので顔色ひとつ変えはしなかった。シークなどは、それがもちろん王族の義務感から生じているものであるとわかっていたので、半ば強引にギルの私室へ訪ねては彼を焚たきつけようとしたのだが、その都つ度ど追い返された。

　オルバは──、




　伝令を耳にしたとき、苛いら立だたしげに壁かべを殴りつけていた。

（グールめ）

　オルバの腹ふく腔こうが熱あつく燃もえている。皇太子として、すなわちメフィスを担う者としての義理を果たすつもりで援軍を送れば、それを当のメフィウス皇帝に妨さまたげられたのだ。

（やれともに手を携たずさえる同盟だ、やれ民たみのための和平だといったところで、しょせんはおのが利益を追求するためのおためごかしに過ぎねえ）

　それが為い政せい者しや、権力者というものだ。オルバが唾だ棄きすべき種族だった。

　しかし、皇帝への怒りなどは、皇おう子じとして取るべき行動への指針にはなり得なかった。むしろそれが過去に受けた暴ぼう虐ぎやくを思い返させ、オーバリーへの個人的な憎しみが増加しただけのことだった。

（皇帝にしても、もう息子むすこの行動を放ってはおけないということか。もし直接使者をアプターに差し向けてくるようなら厄やつ介かいだ。愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていられない。いまのうちにオーバリーを闇やみ討うちにして、行方ゆくえをくらますか）

　そんな考えさえ浮かんでくる。

『皇子』が手を下したという証拠さえ残さなければいいのだ。そうすれば他ほかの者に累るいがおよぶこともないはず。長いこと膝ひざを抱えてたたずんでいるうちにあらゆることへの現実味が失われかけていたこともあって、それが最良の手段のように思えてきた。

　オルバが半ばほどその決意を固めかけたとき、

「ギル殿下。いらっしゃいますか」

　触れ係を介さず、ビリーナ王女の声が直接ドアの向こうから聞こえてきた。

　ぴくりと首をもたげたオルバは、なぜか敵に身を狙ねらわれているような表情で息を殺した。

　用件の想像はつく。無む論ろん、援軍のことだろう。だからこそいまは顔を合わせたくない。

（逃げているのかよ、おれは）

　あのまっすぐな瞳ひとみと相あい対たいしたとき、おそらく自分が正面に立てないということも自覚していた。どれほど皇族や権力を嫌い、憎んだところで、己おのれのことのみを優ゆう先せんするという意味ではいまのオルバも同様だ。

（責任）

　というゴーウェンの言葉が記き憶おくの向こうからこだまとなってひびいた。皇子の仮面をつけようと決意したときから、相応の責任がのしかかってきていた。それを無視して逃げているのがいまのオルバだというならそうなのだろう。だからこそ、

（もういい。ふざけた話だ。責任がどうした。もとはといえば、これもメフィウスの貴族がおれに新たな仮面を授けたことからはじまった。自分の野望のためにだ！　もう馬ば鹿かげたことはやめる。仮面も捨てる。それでいいだろう！）

　拳こぶしを強く握りしめ、ビリーナの声をさらに無視しようとしていたオルバだったが、しかし意外にも王女はそれ以上何も言わず、ドアの前を去っていった。

　オルバは拍子抜けした顔で、室内を占めた闇やみを見つめる。

　くっ──と、その口から笑い声にもならない声が洩もれた。

（惨みじめだな）

　逃げて、身構えて、結局何もなければ、ひとり取り残されるだけ。周囲の闇が鏡かがみとなって、いまの哀れでちっぽけな少年の姿をこれ見よがしに映し出している気がした。

　オーバリーを闇やみ討うちにするという、つい最前、どす黒い輝かがやきを放っていたはずの選せん択たく肢しも、いまとなってはひどく空むなしく、そしておそろしく幼稚に思える。

（それでは駄だ目めだ。何もかも投げ捨てて私情に走ったのでは、それでは、おれは本当にオーバリーと、メフィウス皇帝と同じになる）

（何より、奴やつの命を奪ってやるだけではおれの気がおさまらねえ。あくまでも皇おう子じとして、ビリーナやおれの召し抱えた兵たちに被害がおよばぬよう、それでいて、奴の持っているすべてを奪うような手段が──）

　このとき奇妙な変化がオルバの心中に起こりつつあった。

　ただオーバリーへの殺意のみをもって鬱うつ々うつとしていたときと異なって、そうしてあえて困こん難なんな道を選んで、様々な障害を突破するための計画を練って頭を悩ませれば、むしろオルバの脳は以前にも増して冴さえ、渦うず巻いていたもろもろの感情が一本の束たばとなって集中力を維持させてくれる。

「殿下」

　オルバは新たな声にふと顔をあげた。王女でもなければ、伝令でもない。以前、オルバが直接命令を下していた兵からの報告である。

　考えを邪じや魔まされるのがうとましくて、オルバはそれをも無む下げに追い返そうとしかけた。

　が、

「待て」

　オルバの鋭するどい声が闇に跳はね返った。ドアを自ら開け、

「いま、何と言った」

　相手は近この衛え兵へいだ。以前アプター領内を検分した際、数名の兵を村々に残して、情報収集に当たらせていたのである。

「は。山さん賊ぞくたちのアジトを突き止めまして。そのご報告にあがりました」

　山さん賊ぞくというのは、オルバたちがアプターへ赴おもむいた際、その道中で襲おそってきた者たちのことである。村々の噂うわさや、実際にメフィウスの隊商が襲われたいくつかの場所から、彼らのアジトを割り出したらしい。また、村人のなかには彼らを英雄視する向きもあって、山賊のリーダー格の名前も知れていた。

　オルバはそれを聞くと、

「よし。皆に配れ」

　と言って、報ほう奨しよう金きんを手わたしした。

　後ろ手にドアを閉め、闇やみをさまようオルバの目つきが変わっていた。

　ぎらぎらとした感情を放っているのは同じでも、その向こうには底冷えしそうなほど冷れい徹てつな光が覗のぞいている。

（おれは全部を失った）

　部へ屋やを横切って、窓を覆おおうカーテンを広げると、月の光が射さし染めてきた。まるで挑いどみかかるかのようにオルバは立ちつくし、ぎゅっと拳こぶしを握る。指の間から、いまにも血の一滴が滴したたり落ちそうなほどに強く。

（だから、奴やつにもすべてを失わせてやる。命だけじゃ生ぬるい。奴の名誉、未来、およそ奴が大事にしていそうなものすべてを、泥と血の吹ふき溜だまりのなかに貶おとしめてやる）

　双そう眸ぼうからはなおも爛らん々らんと光があふれている。やさしげに室内に射していた月光は、あたかもその光との対決を避さけるように雲間に隠れて、見えなくなってしまった。




　翌朝のこと。

　エスメナ・バズガンが一週間の滞在を終えて、帰国の途につこうとしていた。この間、川下りやらお茶会やらで仲を深めたイネーリが見送りに立つと、エスメナは瞳ひとみにうっすらと涙を浮かべて手を取った。

「皇女殿下。また、お会いできましょうか」

「他人行ぎよう儀ぎなことはおっしゃらないで、お姉ねえさま」

　イネーリも寂さびしげに眉まゆを寄せながら、笑えみを絶やさない。いつしか姉妹の契ちぎりをも結んでいる。

「今度は、ソロンにお姉さまをお招きいたしますわ。タウーリアとの関係はきっと日増しによくなるはずだから、それも遠い日のことではないでしょう」

「ええ」エスメナはこっくりと頷うなずいた。「楽しみにしてますわ」

　イネーリは、他国よりの使者を万事難なんなく迎えられることができて、おのれの才能に自信を深めた。これは未来にも関係することだ。イネーリは、誰だれかに嫁とついで、その誰かと運命をともにするだけの人生など望んではいない。むしろ自分の力で国を望む方向に動かすことができるようになれば、もっと楽しい人生を送れるはずだと思っていた。

　と、周囲がざわめいた。エスメナの護ご衛えいに当たっていたナトークがはっとなり、イネーリもやや目をみはった。

「皇おう子じ」
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　ぱっとエスメナの頰ほおが赤らんだ。白馬に跨またがってやってくるのはギル・メフィウスである。エスメナは突然のことに動転しながら、

「も、もう、お、お、お身体からだの具合はよろしいのですか？」

「ご心配いただいて申しわけない。また、わざわざご足労いただいたのに、おれ自身は何のもてなしもできず」

「い、いいえ」細い首がちぎれるほどの勢いでエスメナは頭を振る。「こうして、お、お目にかかれただけでも、エスメナ、格別のご厚こう誼ぎをいただいた思いです」

「そう言っていただけるとありがたい」

　ギルは薄うすく微笑ほほえむ。馬を降りると、ギルは鞍くらに結びつけておいた包みを取り出し、それをエスメナへと差し出した。

「これをお父上に。──いえ、タウーリアに、我わがメフィウスから同盟の証あかしとして。こちらからも、タウーリアとは厚誼の長からんことを望みます」

「は、はい」

　ぼうっとした様よう子すのエスメナを見て、その胸の内を見抜けぬイネーリではない。と同時に、いきなり姿を見せた義あ兄にに解げせない思いもした。

　エスメナを乗せた飛空船が空に吸い込まれ、見えなくなると、

「お義に兄いさま」にっこりと声をかけた。「もうだいぶよろしいようね。このあと、お食事の席をごいっしょしてよろしい？」

「いや」

　ギルは先ほど見せた微笑ほほえみもどこへやら、むっつりと応じる。

「ひょっとして、怒ってらっしゃるの？　わたしが、陛下からの伝言をあきらかにしなかったから」

　いずれはばれることだから、イネーリはつとめて無む邪じや気きに言ってのけた。しかしギルはすでに背を向けている。めらっと内心の感情を燃もえ立たせた彼女は、

「それにしても、相変わらず、いいタイミングでお顔を見せられること。エスメナ姫は多た分ぶん、今け朝さのことを生しよう涯がい忘れられないんじゃないかしら。そうやって、皆をやきもきさせておいてから最後になってあらわれて、周りをあっと言わせるのが、昔からお好きでいらしたわよね」

「──」

　このとき。

　ギル・メフィウス、すなわちオルバは他ほかのことに気を取られていた。これからの計画に頭がいっぱいになっており、加えて、イネーリの前で義兄の振りをするのも飽あき飽あきしていた。だから、普ふ段だんならば決しておかさなかったであろうミスをおかした。

「覚えていらっしゃる？　まだ母が皇帝陛下のお后きさきになられる前のこと。わたしが一二歳の誕たん生じよう日びのときだったかしら。ギル殿下はお祝いのパーティーに来てくださるとお約束していたのに、なかなか姿をお見せにならなくて。わたしをはじめ、皆ががっかりしていたものだわ。でももうパーティーが終わりかけたときになってひょいとあらわれて、わたしにとっておきのプレゼントをくださったのよ」

「そうだったか」

「ええ。プレゼントが何だったか、覚えていらっしゃる？」

「さあ。昔のことだ」

「宝石だけでつくられた杯さかずきでしたわ。いずれこれで、ともに飲める日を前祝いして、などとおっしゃられて」

「思い出した。そうだったな」

　オルバが何の気もなしに言ったとき、イネーリのふくよかな唇、その両端がきゅっと吊つりあがった。

「あら」手の甲でその唇を隠しながら、イネーリは目を丸くした。「記き憶おくちがいでしたわ、お義兄さま。宝石の杯を贈おくられた方は、確たしか前キルロ領主のご子息。気き障ざな方でしたものね。先の奴ど隷れいの乱で命を落とされたらしくて、冥めい福ふくを祈るといたしましょう。あら、だけど、お義に兄いさまもまったく同じ記き憶おくちがいをしていたとは、不ふ思し議ぎなこともあるものですわね」

「──」

　オルバは振り向いていた。まるで彫像のそれのような無表情な顔に、イネーリは満面の笑えみを向けて、

「ええ、そういうことも時にはあるものよ。わたくし、お義に兄いさまのことなら何でもわかるつもりだから、安心なさって。最近、殿下が親しくなさっているフェドムにもいろいろと聞いたのだから。いろいろと」イネーリはぽんとひとつ手を叩たたいて、「そうだ。いつか、ごいっしょにその方の冥福をお祈りするといたしましょう。贈おくられた杯さかずきでともに飲み交わして。時間、取っていただけるわよね、イネーリのために？」

　オルバは何も言わず、ふたたび前へと向きなおって歩きはじめた。

　しばしその背中を見つめたのちに、くっくっとイネーリはお腹なかを押さえてこらえきれないように笑い出した。

（思ったとおりだわ）

　あれは、ギル・メフィウスその人ではない。本人の反応から考えて、おそらく国ぐるみで立てた影かげ武む者しやでもあるまい。イネーリが想像したように、このことにフェドムが一枚嚙かんでいるとするなら、これは国家を転てん覆ぷくしかねない大犯罪だ。

　その正体が誰だれであるか、とか、本物のギル・メフィウスはどこにいるのか、あるいは命すら危あやうういのではないか、とかそういったことは、イネーリには関心がない。

　ただ、

（これで思いどおりになる）

　その一念のみに目を輝かがやかせた。

　このことを暴あばき立てれば、もちろんイネーリは英雄である。が、すぐさま皇帝やその他ほかの人人に触れまわるつもりは毛頭ない。この、おそらくは婚約者のビリーナすら知らぬ秘密を自分こそが握っているという立場でしばし遊んでみたかった。

　喉のどから手が出るほど欲しがっていたおもちゃが、いよいよ目前にあるような面おも持もちで、イネーリは皇おう子じの周囲にいる誰よりも高みにいる気分になった。




　一週間ぶりに姿をあらわしたギルだったが、しかしゴーウェンからの伝令には何も答えず、砦とりでで待たせたきりだった。

　その日の夕刻、ビリーナは飛ひ空くう艇てい隊の訓練を見守り、いくらかアドバイスをしたのちに、宿舎に通じる道に戻ろうとしかけていた。その途中、

（あっ）

　という顔をした。

　向こうからギルが歩いてくる。

　何か声をかけねばならない。いままで、皇おう子じが自分の意志で動くそのときを待っていたのだから。しかしギルはそんな彼女の思いも知らぬげに、まっすぐに前を向いた視し線せんはこちらを素通りしていた。

　ビリーナはむっとなる。ガーベラへの援軍をどうするのかといますぐに問い詰めたくなった。とともに、

（わたしが、援軍に参ります）

　すんでのところで、そう口にしそうになるのをこらえる。以前のビリーナならば、まちがいなく周囲の反対にあってでも、艇ていを飛ばして援軍の部隊へ駆かけつけただろう。ガーベラ王女として、その援軍を足止めさせているメフィウス本国の真意を問いただすためにも。

　だが、メフィウスへ来て、ビリーナにも学ぶことは多かった。自分が駆けつけたところで物事が動くなどとは、無む邪じや気きに信じられなくなった。これがテレジアの言った、大人おとなになるということだろうか？　増えた仮面と、現実のせいで何もできなくなるというのが？　そして、すべての人間が、そうした現実の狭はざ間までこそ苦しんでいるということをも、彼女は知りつつあったのだ。

（ならば、皇子も──）

　ビリーナは自分から目を伏せてしまった。

　結局、言葉もなくすれちがいかけたが、

「いま少し」

　ビリーナははっとして足を止めた。耳もとで囁ささやきを残して、ギルはその歩みを運んでいく。

「いま少し、お待ちいただきたい」

　ビリーナ・アウエルは長いこと立ち止まって、その背中が見えなくなっても、同じ方向を見つめつづけていた。




　だが、その夜のこと。

　アプター城じよう砦さいは大おお騒さわぎになった。

　ギル・メフィウスの姿が忽こつ然ぜんと消きえ失うせたからである。




　　　　２




　いくつもの谷や丘きゆう陵りようを越えて、オルバは風を人馬の形に切りながら、突き進んでいた。

「皇子、どちらへ。皇子！」

　そのあとにつづくのは、同じく馬に跨またがったベインひとりきりだ。

　アプターを発たってからどれくらいになるだろう。真っ向から風を浴びながら、ベインはしきりに皇子へ声をかけるのだが、一度たりとて振り向きはしない。

　あまりにも突然だった。ベインは、いまなお夜ごとに祝勝会と称して開かれる宴えん席せきで浮かれていたのだが、皇子ギル・メフィウスにいきなり厩きゆう舎しやへ呼びつけられたのだ。

「皇子。わたくしめにいかなるご用が？」

「少し、つき合え」そう言う皇子はすでに馬上である。「おまえにいいものを見せてやる」

　アプターをともに飛び出したはいいが、さすがに一時間を過ぎる頃ころ合あいになるとベインは不ふ審しんを抱いた。城じよう砦さいをこうも離はなれて、いったいどこへいくつもりなのか？　それに以前、アプターへの道程では山さん賊ぞくに襲おそわれてもいる。またどこで出没するものやら、わかったものではない。

　そうして不安や不審にとらわれる一方で、ベインは、皇子の奇行癖へきは珍しいものでもない、とも思っていた。最初はどんな奇妙に見える行動でも、のちのちには必ずや結果を導みちびいてもきた。

（これは──ひょっとして、おれに何か手て柄がらを立てさせてくれようという魂こん胆たんではないか）

　アプター検分の折から、変に目をかけてくれていた。何か大きな作戦があって、その大役に自分を起用してくれたのではないかという期待も、ベインにはあったのである。

　対するオルバは、ものも言わず馬を駆かけさせつづける。そろそろだろう、と胸のなかでちらりと思う。

（故郷か）

　アプター砦とりでに来てから、かつて故郷の村があった場所へ向かいたいという思いはずっとあった。そもそも現在も村があるかどうかすら疑わしかったのだが、それでもよかった。ただ、彼自身が、彼の兄ロアンが、アリス、そして母が暮らしたあの土地で、懐なつかしい風の匂においを嗅かぎたい、とそう思っていた。

　しかしいま、疾風はやてとなって馬を飛ばしているのは、そんな感傷的な理由ではない。もちろんただそれだけのつもりだったら、ベインをつれてなど来なかった。

　やがて見覚えのある場所まで来た。馬の足をいったんゆるめ、谷の入り口になった場所を下っていく。じき、河原かわらに出た。オルバの右手側を川が流れている。暑い盛りのときは、歩いて一時間の距きよ離りを出かけて、ここで兄やアリスと水浴びをした。そして帰りの道中でまた暑い思いをして、結局涼しい思いをしたのはほんのわずかばかり、というのがいつものことだった。

「降りろ、ベイン」

　足場が悪くなったので、オルバたちは馬を引いていくことになった。ランタンを掲かかげつつ、歩を進めていく。不気味なほどに辺あたりは静まり返っている。このとき怖々と皇子についていくベインは、崖がけの上、複数の人ひと影かげが通りすぎたのに気づかなかった。

　やがて、オルバは足を止めた。

　はっとなって改めて灯あかりを掲げると、狭くなった道の向こうに、柵さくらしきものが見えた。

（やはり、誰だれかがいる）

　落ち着こうにも、気がはやって仕方ない。オルバは馬を強引に引いて小走りに駆かけた。柵は、朽くちた様よう子すもなく外界と内部とを隔へだてている。いくつか家の影かげもあった。胸の激はげしい鼓動が耳を叩たたく。誰だれか、顔見知りがいるのではないか、いや、ひょっとしたら、彼がずっと求めてやまなかった人々こそが、そこで以前のように暮らしているのではないか──。

「皇おう子じ、ここは？」

　ベインの疑問を無視して、オルバは柵のすぐ近くに生はえている瘦やせ木ぎに馬をつなぎ、その向こうへと身体からだを乗り入れかけた。

「待て！」

　声が聞こえたのは、背後からだ。

「ひっ」

　とベインが悲鳴をあげる。

　ランタンのつくり出すおぼろげな光の輪わのなかに、複数の人物がいた。いずれも剣や銃で武装しており、先頭のひとりがこちらに拳けん銃じゆうを向けている。その姿格好は、まちがいなく、アプター領内に入ったときに奇き襲しゆうをかけてきた者たち。

「おっ、おい」

　男のひとりが興こう奮ふん気味に声をあげた。

「驚おどろいた。こいつ、メフィウスの皇太子だぞ！」

「何っ」

「まさか」

　別のひとりが松明たいまつに火をつけ、オルバへと差し向ける。先ほど皇子だと叫んだ男が、目に赤赤とした火を宿したまま頷うなずいた。

「まちがいねえ。おれは実際にこいつを見ている。どころか、鉄砲だって撃うち込んだんだよ」

　男たちはどよめいた。とともに、その目には歓かん喜きと憎しみ、相反する光が交互に浮かび上がって、すべての唇は笑えみの形に吊つりあがった。

「どんな気まぐれか知らねえが、まさか皇子ご自身のほうからおいでいただけるとはな」

「さあさあ、むさくるしい場所ですがご遠えん慮りよなさらずに」

　男たちは拳銃で狙ねらいをつけながら包囲網を狭める。オルバは身動きひとつしなかった。

「は、放せ、無礼者っ」

　ベインがわめいていたが、ここまで大人数に距きよ離りを詰められては、いかにオルバが彼のぶんまで雄お々おしく戦ったところで生きのびるのは難むずかしい。結局、オルバはされるがままに腰の剣も拳銃も取りあげられ、肩を乱らん暴ぼうにどやしつけられながら、ベインともども村の奥へとつれていかれた。




　柵さくを越えると、宵よい闇やみに小屋が並んでいるのがおぼろげに見えてきた。二十数戸もあろうか。オルバがいたかつての村とはその配置も異なっている。村の住民たちはやはり入れ替わっているとみていい。

　オルバたちはかがり火の焚たかれた広場へと押しやられた。メフィウスの皇おう子じだということが伝わったらしく、炎の向こうで人々が影かげとなって蠢うごめいている。獣けものじみた雰囲気と臭におい、そして殺気だった空気が充満していた。

「メフィウスの皇子だと？」

「殺せ！」

「いますぐ縛しばり首くびにしろ」

「火あぶりだよ。おれたちの家族がさせられたようにな！」

　いまにも四方八方から手が、斧おのが、剣がのびてきて、こちらを引き裂きにかかりそうな気け配はいに、ベインは声も出せずにへたり込みかけている。一方のオルバは彼らの様よう子すを注意深く眺めていた。

「まあ待て」

　体格のいい男が一歩進み出てきた。剝むき出した両腕の筋肉を誇示している。無ぶ精しようひげだらけの顔をにやつかせながら、ふた振りの剣を手にした。一方をオルバの足もとに放る。

「ビート、何をする気だ？」

「こいつらの大好きなことさ。奴ど隷れい同士に殺し合いをさせて、見物するんだろ？　せっかくの機き会かいだ、皇子さまご自身にも体たい験けんしていただこうってのさ」

「そりゃあいい」

「やってみなよ、皇子さま！」

　男女入り混じった声が、やいのやいのと喝かつ采さいを送る。ビートは剣をオルバに突きつけながら、その周囲をまわりはじめた。時折、挑発するようにステップを前後に踏む。

「さあ剣を取れよ、皇子さま」ビートはぺっと唾つばを吐き捨てた。「黙だまって突っ立っていたって、ここは宮廷じゃねえ。誰だれも助けてはくれねえのさ」

　オルバはゆっくりと腰を屈かがめて剣を拾いあげた。ぴゅうっと口笛が吹きかけられるその中央にあって、オルバはビートの動きを目で追いかけた。

　炎、人波の影、ビートの笑えみ。それらが順ぐりとオルバの視界を巡っていく。ビートが一歩目を踏み出して突いてきた。オルバは受うけ損そこなった振りをして右へぐらりとよろめく。

　やや右肩が重い。ザットの銃弾に鎖さ骨こつを砕くだかれたからだ。しかしいまの一いち撃げきを受けたことで、だいぶ癒いえていることが実感できた。

「皇子、なかなかお上手じようず、お上手」

「ビート、まだ殺すなよ」

「お楽しみはみんなでわけ合うんだからよ」

　わかっている、と言いたげにビートは舌した舐なめずりする。力任せに振るう剣をわざと空から振ぶりさせては、そこから過剰に遠ざかろうとするオルバを徐じよ々じよに追いつめていく。野や次じと笑い声が連続するなか、オルバの背がついに家の壁かべにぶつかった。

「それっ」

　ビートが一気に距きよ離りを詰め、オルバの肩めがけて突きかかってきた。

「あっ」

　と声がしたのはその直後。ひらりと舞まいあがった剣が地面に叩たたきつけられたときには、オルバの剣けん尖せんがビートの鼻先で光っていた。

　啞あ然ぜんとなる一いつ瞬しゆんもなく、今度はオルバのほうから無造作に距きよ離りを詰めると、ビートを後ろから羽は交がい締じめにして首もとに剣を押し当てる。

「こんなものか？」

　声を失う山さん賊ぞくたちに、オルバはせせら笑いを見せつけた。

「もっと使える奴やつでなければ、話にならんな。さあ、ごっこ遊びのつづきをやろう。まさかこいつがいちばん強いと言うんじゃないだろうな」

　皇おう子じの冷たい眼まな差ざしとその胆力に、ベインも目を剝むいて驚おどろいていたが、

「野郎」

「調ちよう子しに乗りやがって」

「ここには、手前のおしめまで替えてくれるご家来衆はいねえってんだよ」

　人々が殺意の塊かたまりとなって押し寄せてこようとすると、ふたたびベインは尻しり餅もちをついてしまう。

　剣や槍やりのみならず、銃口がいくつもオルバに狙ねらいを定めた。

「ビートを放せ！」

「でないと、いちばんひどいやり方で殺してやるぞ」

　オルバはビートを盾たてにしたまま、ひとつひとつが殺意を放つ目の群れをにらみ返していたが、

「待て」

　ひと声あがるとともに、その人波がふた手に割れた。左右に退どいた人々の中央を歩いてくる男がある。

　ぱっと近くのかがり火から火の粉が散った。

（やはり）

　とオルバは胸中に思う。

「意外とやるじゃないかよ、メフィウス皇太子。腕に自信があるなら、おれとやり合おう。おれが、ここではもっとも強いんでね」

　誰だれも異い論ろんを唱となえず、また大人おとなしくしているところから見て、彼こそ山賊の首領格なのだろう。しかし炎にあぶり出された顔は、オルバが見知ったものだ。たとえ六年以上の歳月に隔へだてられていようとも、あの鋭するどい目に、特徴的な鷲わし鼻ばな。見まちがえようがない。

　当の相手も、オルバの顔を間近に見ると、やや意外そうな顔をした。

（似ている）

　と思っているのだろう。

　オルバは無言でビートを解放すると、腰を落とし、あらためて身構える。

「ほう。その気だぜ」

　山さん賊ぞくの首領は唇を歪ゆがめて笑った。しかし決して侮あなどっている風ふうではない。剣先をだらりと垂らしたまま、オルバの眼前を右へ左へと、いったり来たりする。場ば慣なれしている、とオルバは感じた。こちらの呼吸をはかりつつ、間合いを目測し、自らの呼吸もととのえている。

　オルバは掲かかげた剣越しにぎらついた目を首領に当てていたが、

　ふっ──とその視し線せんを逸そらした。

　気力で負けた、と見せたその瞬しゆん間かん、どっとばかりに首領の剣が迫ってきた。巧こう緻ちさはない。フェイントもかけず、ただもう殺意と気迫のみで押してくる。それは、二手、三手と考えず、最初の一いち撃げきのみに生死をかけた野性の剣。すなわち実戦で培つちかった剣である。

　カシーン。

　妙に澄すんだ音とともに、ひと振りの剣がふたたび宙を舞まった。

　オルバは痺しびれた右手を押さえて、その場にしゃがみ込んだ。

「やったぞ！」

「ダグの勝利だ。思い知ったか」

　沸きかえる男たちとは裏うら腹はらに、山賊の首領──ダグは、

「捕らえろ」

　剣先を宙に跳はねあげた姿勢のまま、冷れい徹てつに命じた。

　どよめきと歓かん喜きの声とが、今度こそ四方八方から押し寄せてきて、オルバを、そしてベインを取り巻いた。




　同じ頃ころ。

　アプター城じよう砦さい内を、近この衛え兵へいたちが駆かけまわっていた。シークの命を受けてのものである。

（オルバがいない）

　シークがそれに気づいたのは、ちょうど陽ひが没した頃ころ合あいだった。エスメナの見送りには立ったオルバだったが、それ以降はまた姿を見なくなった。どうせ部へ屋やにこもっているのだろうと思ったシークは、今度こそ引きずり出してやろうと意を固め、皇おう子じの私室へ向かった。何しろビリーナの不安げな顔をこれ以上は見たくないのだ。

（あの方も大人おとなになられた）

　まだ知り合ってほんの少ししか経たっていないのに、シークには確かく実じつにそう思える。人の上に立つ者としての分ふん別べつがついた、と言っていいだろう。しかしそれが本来あの少女に備わっている底抜けの行動力やら、肝きもの太さ、意志の強さなどを根こそぎ奪い取ってしまっているのも事実だった。

（思春期）

　誰だれも彼も、そんな時期がある。自分が、つい先日までとは別人のように思える時期が。他人との関係や肉親との関係、何より自分自身とのかかわり方が変わってくる。いまのビリーナはまさしくそうなのだろう。加えて、王族として他国より嫁とついできた身だ。それは、思うところも多かろう。

　だからこそシークも、オルバを強引にでも奮ふるい立たせて、ガーベラへの援軍のことを話し合わねばならぬと思った。なぜ自分でもそれほどビリーナ王女に肩入れしているのかはわからない。女嫌いの彼だから、むしろビリーナに男の主君としての器うつわを見た、といえばいまのシークの心境にいちばん近いのだろうが、ただそればかりが理由とも思えない。

（ぼくは、見たいのかもしれないな）

　ふとそう思うことがある。剣けん闘とう士しあがりの男のオルバが、王族としての光をその魂たましいに抱くビリーナとともに、戦国乱世を駆かけ抜けていくその姿を。それは、何とも痛快な物語のようにシークには思えるのだった。

（剣士としてのオルバはあくまでもぼくのものだが、皇おう子じとしてのオルバなら、あの方にお譲ゆずりしてもいいと思う）

　自分の思いつきに「ふふっ」と笑えみをこぼしつつ、シークは部へ屋やに向かったのだが、扉とびらを守っている番兵曰いわく、

「先ほど部屋をお出になりましてから、戻られていない」

　らしい。

　仕方なく城じよう砦さいのあちこちを捜しまわったが、姿がない。

（おかしい）

　シークは他ほかの近この衛え兵へいにも命じてアプターの捜索を命じた。このことはできるなら近衛兵以外の者には内密にしておきたかったが、さすがに陽ひが暮れて数時間も経たてば、そんなことは言っていられなくなった。

　オーバリーにも伝え、黒くろ兜かぶと団だんの助力を受けて城下街にも捜索範はん囲いをひろげた。

「かどわかされたのでなければいいがな」オーバリー・ビランは冗じよう談だんでも口にしているような素振りで言った。「タウーリアにも、メフィウスと同盟するのを快く思わぬ輩やからがいよう。エスメナ姫とともにやってきた兵のなかに不ふ穏おん分子がいて、そいつがひそかに砦とりでに残って皇子をつれさったのではないか？」

　やがて城砦の下仕えの人間から、「皇子はベインとともに馬で城の外へ出た」という証言を得た。偶ぐう然ぜん、その現場を見ていたらしい。

　すでに夜明けも近かった。こうとなれば、部隊を編へん成せいしてアプターの外へ捜索に出なければならない。

（ええい、姫の故国ガーベラが危あやういこのときになって）

　兵舎の一階を司令部にしようと、諸隊長を呼び集める準備をしていたシークは、つと柱の陰からこちらを見つめる少年の姿に気づいた。皇おう子じの侍じ従じゆうディンだ。こちらを手招きしている。

「おや、あんな稚ち児ごと逢あい引びきか。副長どののご趣しゆ味みも変わったな」

　近この衛え兵へいアイソンはこんなときだというのにからかった。

「馬ば鹿かを言うもんじゃない」

　シークが駆かけ寄っていくと、ディンは、恐る恐る一通の手紙を差し出してきた。それだけであるていどの察しがついた。

「皇子どのだね。また何か企たくらんでいると見える」

　ディンの返事を待たず、手紙を広げた。一読して、すぐさまシークの顔色が変わる。

「ああ、あの子は何て馬鹿なことを！」

　以前、オルバの言うこと為なすことにいちいちもう驚おどろきはしない、と宣言していたシークだったが、このときばかりはあわてて兵舎から飛び出していた。

「おい、会かい議ぎはどうする？　これからオーバリーが来るんだぞ」

「会議はおまえに任せる。近衛隊副長補佐のアイソン、おまえにだ」

「いつからそうなった？」

「ぼくがたったいま任命したんだ」

　あとはもう後ろも見ずに走った。シークはシークで、皇子探索とはまたちがった準備が必要になったからだ。
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　オルバは建物の地下蔵と思われる場所に押し込められていた。樽たるや、壊こわれた農耕具の散らかっている場所の隅すみで、手足を縛しばられて転がされている。ベインはちがう場所につれさられたようだ。命があればいいが、とオルバは願ねがった。

　ベインは村を襲おそった黒くろ兜かぶと団だんの一員だ。アプターに詰めていた時期から考えて、彼もメフィウス領内での暴ぼう行こうや殺さつ戮りくに加わったと考えていい。なら、報復を受けたところで、オルバが同情してやる必要はない。しかしいまのオルバにしてみれば、なるべくなら彼の命があったほうがいい理由がある。

　灯あかりひと筋差し込まない地下だ。物音も届かず、ともすれば時間の感覚を失いがちになる。しかしオルバが獣けものじみた体感で、閉じ込められてからおそらく三時間ほど経たっているだろうとおぼろげに考えたとき。

　階上のほうで音がした。階段を降りてくる足音とともに、ランタンの光がオルバの顔を照らしていく。

　灯あかりを手にしてあらわれたのは、オルバとやり合った山さん賊ぞくの首領だった。背後にふたり、銃を持った男たちを従えている。首領の顔はまだ若い。それも道どう理りで、オルバとひとつしかちがわないはずだから、いま一七か、あるいは一八になったばかりだろう。

　その首領はオルバと目が合うと、口こう辺へんに不敵そうな笑えみを浮かばせた。

「ほう、暴あばれもせずに大人おとなしくしてたみてえだな。それとももう無む駄だだと悟って、皇族の守しゆ護ご神しんメフィウスとやらに命いのち乞ごいでもしていたかよ」

「ダグか」

　オルバが寝転がった姿勢で相手の名を呼ぶと、首領──ダグは眉まゆをけわしくさせた。

「馴なれ馴なれしい口を利くんじゃないよ、皇おう子じさま。ここはあんたの国じゃない。おれたちの、言ってみればおれたちだけの王国だ。ここにはおれたちの法律がある。すなわち、ここではあんたは皇太子でも何でもない。ただの侵入者だ。だから──」

「何がおかしい！」

　背後にいた男のひとりが怒ど鳴なり声ごえをあげた。オルバもまた不敵な笑みを浮かべていたからだが、

「昔から、似たようなことを言っていたな、ダグ。この村はおれの村だ、だから土足で入り込んできたおまえは侵入者だとか言って、おれや、村の仲間たちに殴りかかっていたものさ。変わらねえんだな、おまえは」

　オルバの言葉を耳にすると、一いつ瞬しゆんダグは多量の唾つばごと言葉を吞のみ込んだ。その様よう子すをうかがった配下の男たちが疑わしそうな顔になる。

「こいつ、何を言ってやがる？」

「黒くろ睡すい蓮れんの粉でも決めてるんじゃないか。第一、供ともをひとりだけつれて砦とりでからこんなに遠出しているのだって、おかしいぜ」

「まだわからねえか、ダグ」オルバは配下を無視して、ダグひとりだけを見つめて言った。「いや、わかっているはずだが、信じられないか。無理もねえな。おまえはおまえで六年間を過ごしたが、おれはおれでこの六年、自分の命を絶えず勝ち取ってきた。そして気づいてみればおまえは山賊の親分で、おれはこんな身の上だ。六年前は、もちろんこんなことになるなんてお互い思いもしなかったはずだからな」

「六年──」

　ダグの首領然とした態度が崩れ、当惑の表情が表層に浮きあがってくる。そうすると、歳とし相応の少年じみた顔つきになった。しかし他ほかの男たちはせせら笑って、

「わけのわからねえことを」

「薬のせいじゃなきゃ、怖すぎて頭がおかしくなってるんだろうさ。なあダグ、指の一本も切り落としちまえば、こいつも減らず口を利きけなくなる。そいつをソロンに届けて、皇帝を脅きよう迫はくするのも手だろう」

　オルバがそうであるように、ダグもまた周囲の雑音など耳に入らない様よう子すで、オルバの顔にのみじっと焦しよう点てんを凝こらしている。彼が何か口にしようとしたタイミングを見計らって、オルバは相手の心へとすばやく斬きり込んだ。

「ロアンは」

「なに？」

「ロアンは、アプターで死んだ」

　ダグが一いつ瞬しゆんで鼻白んだ。オルバはそれを静かな眼まな差ざしで見み据すえつつ、

「だからここへ来た。ダグ、いますぐ縄なわを解けとは言わない。しかし少しばかり、おれに時間をくれないか」

「野郎」

　ふたりの男は、いっこうに命いのち乞ごいの気け配はいも見せない皇おう子じに苛いら立だって、銃を手ににじり寄ろうとしたが、

「こいつとふたりきりにさせてくれ」

　ダグがしゃがれた声で言うと、揃そろって目を剝むいた。

「何を言う！」

「宮廷暮らしの奴やつは口が上う手まいんだ。わけのわからない戯ざれ言ごとに騙だまされて……」

「いいからいけ！」ダグは叫びながらも、三角になったその目は、ずっとオルバの顔にのみ当てられている。「一〇分、いや、五分でいい。こいつの言っていることが戯言だとわかったら、指の一本と言わず、腕を斬り飛ばしてでもおれたちの前でひざまずかせてやるさ」

　蒼そう白はくになった若き首領の迫力に押されてか、男たちは不平を洩もらしながらも従った。




　幼少時代、喧けん嘩かの絶えなかったオルバだ。殴り合いにいたるにはもちろん様々な理由があった。自分を馬ば鹿かにしたから、家族の悪口を言われたから、わざとぶつかってきたから、アリスにこなをかけようとしていたから──。

　しかしそのときは思いもしなかったことだが、やはり大方の理由はオルバ自身にあったのだろう。何せ、常に血が暗く騒さわいでいた。体内を駆かけ巡っては、発散する場をどこかにか求めていた節がある。

「あいつの喧嘩は、汚ねえんだよ」

　三歳上の、体格のいい少年がこぼしたことがある。

「何度やっても負けを認めねえし、嚙かみついたり、引っかいたり。しまいにゃ、終わったあとになって、『まだだ』って待ち伏せしてたりする。あいつは強いんじゃねえよ、ただしつっこいだけなのさ」

　オルバが一〇歳に近づく頃ころには、いくら年長の子供たちであっても、あいつに関かかわると面めん倒どうになる、と相手にしなくなった。そうなるとオルバも面おも白しろくない。代わりに喧嘩相手となったのが、隣となり村むらのダグだった。

　ダグもまた、オルバに近い性質の少年だった。近きん隣りんの村々が共同で開く祭りのときなど、徒党を組んで同じ年とし頃ごろの少年たちに喧けん嘩かを吹っかけていた。はじめてオルバと取っ組み合いになったのも祭りの夜のことだ。

　アリスとふたりで出かけた隣村での出店先で、そのアリスと踊りたいとダグが申し出てきたのを、オルバのほうが断った。

「手前てめえがいつも汚い手で触っている女とはちがうんだ。寄るな、臭においが移る」

　というのがオルバの啖たん呵かだったから、これはもう彼のほうからしかけたと見ていい。すぐさま摑つかみ合い、殴り合い、蹴けり合いになった。気分の高こう揚ようした若者たちの喧嘩は祭りの常だ。大人おとなたちも止めず、歓かん声せいをあげてふたりを煽あおる。体格の面ではひとつ年上のダグが上まわったが、このときオルバは地面を転がりながら、小さい石を拳こぶしのなかに握り込んでいた。威力の増した拳がダグの鼻はなっ面つらをまともにとらえると、あとはオルバのペースになった。

　とこのとき、ダグの舎弟だった少年が、兄貴分が不利と見て、アリスを人質にしようとした。オルバ、そしてそういったやり方の嫌いなダグが、ともに立ちあがってそれを止めようとした。しかしアリスはあっさり羽は交がい締じめにしようとしていた少年の足を踏んづけると、飛びあがった彼の頰ほおをばちんと打った。

「はい、喧嘩はおしまい」

　呆ぼう然ぜんとなるオルバとダグ、ふたりの間に歩み寄ると、アリスはオルバの耳を引っぱるようにして強引につれ出した。

　それがふたりの最初の喧嘩だ。以来、何度となくぶつかった。互いに何て嫌いやな奴やつだろうと思っていた。オルバはダグのいかにもな親分肌が嫌いだったし、ダグはダグで、感情に任せて喧嘩を吹っかけるオルバをまるで野良犬のようだと言って毛嫌いしていた。

　しかしそんなふたりの関係も、六年前にぷっつりと途と絶だえた。

　ガーベラ軍がアプターを奪い取ったことにより、オルバたちのいた地帯は統治者の名を変えた。そしてかつての統治国だったメフィウスの軍勢によって、村を焼き払われたのだった。




　ふたりきりになった途と端たん、ダグは腰から拳けん銃じゆうを引き抜いた。すばやい動作でオルバの頭に狙ねらいを定めて、

「いいか、これからふざけたことを言うようなら、容よう赦しやなく撃うつぜ」低い声で脅おどしをかける。

「貴様、いったい何者だ」

「オルバ」

「馬ば鹿かな」

　自分で問いかけておきながら、オルバの答えを耳にしたダグはすぐさま否定し、ずかずかと近づいてきた。銃口をぴたりとオルバの額ひたいに押し当てる。いまにも引き裂かれんばかりに目を吊つりあげて、

「そんな馬ば鹿かなことがあるか。オルバが、なぜメフィウスの皇おう子じとしてアプターへ来た。なぜメフィウスの武人といっしょにこの村へ来た。答えろ！」

「おれの村はメフィウスの部隊に焼かれた」オルバは銃口などまるで気にもしていない態度で、ただまっすぐにダグを見上げながら言う。「おれはかろうじて生きのびたが、それはおれを利用しがいがあるとにらんだ、あるメフィウス貴族の気まぐれからに過ぎなかった」

「利用だと？」

「おれの顔が、メフィウスの皇太子に似ていたのさ」

「──」

「おれはメフィウス皇太子の影かげ武む者しやに仕立てあげられた。だがそれは、そのメフィウス貴族ただひとりの陰いん謀ぼうであって、他ほかの貴族や皇族は知らない。アプターにいる他のメフィウス人も、おれのことを本物の皇子だと思い込んでいるはずだ。だからおれは皇子その人として采さい配はいを振るって、タウーリアとも戦ったのさ」

「ば、馬鹿な」

　ダグはまたそう言って、蒼そう白はくな顔を振ったが、オルバはなおも語を継いで、

「ここに来たのはいい機き会かいだった。一度、自分の故郷へ戻りたいと思っていたからだったが、まさか同じ故郷の人間に撃うちかかられるとは思わなかったぜ。だが、おまえも脇わきが甘い。こっちが人数を使って少し調しらべれば、山さん賊ぞくのアジトも首領の名前もあきらかになった。『ダグ』という名前を耳にしたとき、おれはあれこれと想像を巡らせた。おれがこの六年を汚お辱じよくにまみれて暮らしてきたように、おまえにもおまえの六年があったのだろうと。そしてそれをこの目でじかに確たしかめに来た」

「信じられねえ」ダグは歯ぎしりするような表情で唸うなった。「し、しかし、メフィウスの皇太子がロアンの名前を知っているのも信じられない。おまえ、本当にオルバなのか。だが、確かに面おも影かげがあるとはいえ、そしていくら六年経たっているとはいっても、その顔は……」

「一国の皇太子に仕立てあげようというんだ。いろいろな方法があるものさ」

　ダグは長いこと同じ姿勢で固まっていた。肩で息をしている。それから、

「ロアンが死んだと言ったな」

「ああ」

「他の奴やつは、どうした？」

「おまえのほうが知っているんじゃないのか。キーファは、ルルは、ビオネーは、どうした」

　オルバは村人たちの名前を挙げた。

　ダグはおそらく、ガーベラの乱捕りや、オーバリーの焼き打ちによって滅びた村々の生き残りをまとめあげたのだろう。となれば、先ほどは暗がりのせいでわからなかったが、ここにはダグの他にもオルバの知り合いが数人いるかもしれない。

　オルバが想像するに、彼らは生きていくため、そしてメフィウスへの復ふく讐しゆうのためもあって、山さん賊ぞく稼か業ぎようをはじめた。メフィウスの隊商を主おもに襲おそっていたのもそれが理由だ。

「行方ゆくえが知れねえ奴やつも大勢いるさ」

　オルバが村人の名前を出したことで、さすがにダグは刃やいばのようだった眼光をおさめて、銃口を下げた。それから迷うように視し線せんをさまよわせ、

「……ア、アリスは、彼女は、どうしたんだ」

　いくらか早口でダグは言った。

　もちろんダグは気づかなかっただろう。このとき、彼の発したそのひと言によって、オルバの胸の内にあった、いや、すでにないと思われていたものの、実はいまだに残されていた何かが、決定的なまでに砕くだけ散ちったことを。

（そうか）

　オルバは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。その一瞬のみに、あらゆる思いを封じ込めようと自らに誓いながら。

（そうか。おれは、まだどこかでか信じていたのか。愚おろかなまでに。いじらしいまでに）

　オルバが押おし黙だまったので、ダグは気が急せいたように怒ど鳴なった。

「おい、どうした。まさかアリスを知らないとは言わせ……」

「生きているとでも思ったか」

「な、何？」

「おれも、そしておまえも彼女を知らないとなれば、もう──、もう、生きているはずがない。兄にいさんと同じだ。確たしかなものもないまま、ただ生きているだろうと信じても、馬ば鹿かを見るだけだ。絶望するだけだ」

　ふたりともども、無言になった。同じ痛みをその沈ちん黙もくのなかにわけ合いつつも、両者は視線を絡み合わせることはなかった。

「──オルバ」

　どれくらい経たってからか、ダグははじめてその名を呼んだ。

「ああ」

「メフィウス皇太子の影かげ武む者しやだと言ったな。本物はどこにいる。もしアプターにいるなら、そいつをここへつれ出すことはできねえか」

「つれ出して、どうする」オルバは思わず苦にが笑わらいしそうになった。「おれが偽にせ者ものだったから、もったいないことをしたとでも思っているのかよ。考えの足りないことだ」

「何だと」

「そもそも皇太子を捕らえたところで、おまえらにはお荷物なだけなんだよ。おれを皇おう子じだと信じてたとき、おれをどうする気だった？　殺すつもりだったか？」

「い、いや。人質にして……」

「人質にしてどうする。何を得る。というよりも、誰だれと交渉するんだ。メフィウスそのものとか？　相手が大きすぎて、あっという間に吞のまれるのが落ちだろう。といって、もちろん殺したところで、メフィウスは報復と称して、村々を焼き打ちにかかるだけのことだ。おまえらのせいで、復ふつ興こうしかかった村のいくつかも、また灰のなかに消える。それにいまのメフィウスは皇太子ギルを失ったところで少しも痛手に思うまい。おまえらが復ふく讐しゆうのつもりでやろうとも、すべて無む駄だなことだよ」

「……おまえ」

　ダグは、先ほどオルバの正体を疑っていた頃ころとはまたちがった意味で、別人を見つめる目つきになった。しかししゃべることに夢中になっていたオルバは気づかず、

「ダグ。それより、アプターにはオーバリーがいる」

「何だと？」

「黒くろ兜かぶと団だんのオーバリーだ。おれたちの村を焼いた、張本人だよ」




　夜が明けてから、ダグは村の集会堂に主おもだったメンバーを集めた。いずれも、元を辿たどれば農民やら、川の魚捕りを生業なりわいにする者やら、鍛か冶じ師し、猟師などだが、この六年、メフィウス商人の隊商を襲おそっては戦利品を村々にわけ与えていた彼らだ。護ご衛えいの傭よう兵へいたちと鉄砲の撃うち合い、剣の斬きり合いになったことも一度や二度ではない。

　数人は顔や身体からだに消えない手傷を負っていたが、そうした見た目ばかりが原因ではない、確たしかな凄すごみが立ち居振ふる舞まいからにじみ出ている。

　皆、ダグより歳とし上うえの者ばかりだったが、彼らは一八歳のダグを首領に据すえていることに異い論ろんはなかった。機き転てんが利いて、地理に詳しく、何より、血の気の多い若者たちから圧倒的な支持を受けている。明あ日すをも知れない彼らは、より確かく実じつな方法にかけることに慣なれていたから、少年に従うことにいちいち腹を立ててはいなかった。

　と、そこまで肝きもの据すわった彼らだったが、

「何だと!?」

　アプターに他ほかならぬオーバリーがいると聞かされては、さすがに血相を変えた。

　いっせいに殺気だって、

「ちくしょう。どの面つら下げてアプターの土を踏みに来やがった」

「情報を摑つかんでりゃ、待ち伏せしたものを」

「いや、いまからでも遅くない。皇おう子じを人質に、奴やつを誘い出そう。来なければ皇子を殺すと脅おどしつければ……」

　と息巻く者も多数いた。

　しかし、

「そんな殊しゆ勝しようなタマなら、はなからメフィウス領内の村を焼こうなどと思うものか」

　ダグは否定した。

「じゃあ、あの皇おう子じはどうする気だ。まさか無傷で返そうってわけじゃねえだろうな」

「皇子を殺すと脅おどしても無む駄だなら、別の方法で誘い出すまでだ」

「別の方法？」

「そう」

　ダグは鋭するどい目つきで皆の顔を順ぐりに見やった。

「もしこの計画がうまくいけば、オーバリーだけじゃない、おれたちの家族を殺した黒くろ兜かぶと団だん、その多くをも炎のなかに投げ入れることができる」

　ダグの計画を打ち明けられていくうちに、彼らは最初啞あ然ぜんとし、度ど肝ぎもを抜かれて、それから興こう奮ふん気味に身を乗り出した。すべてを話し終えてから、ダグはふたたび全員の顔を見わたしながら、

「こっちの予想がひとつでも外はずれたら、全滅しかねない計画だ。それでもおれはこれをやるべきだと思うし、いまを逃せばもうチャンスがないのも事実だ。どうだ、やるか？──」

　山さん賊ぞくの主要メンバーたちは、白々と目を輝かがやかせながら次々と顎あごを引く。

「どのみち、アプターがメフィウス領に戻っちまったんじゃ、山賊稼か業ぎようもこれ以上はつづかねえとは思っていた」

「女子供たちは何とかビラク方面の村々に逃がそう。手持ちの金すべて持たせて」

「ああ、楽しみだぜ。問題は誰だれがオーバリーを殺やるかだな。みんな自分がやると言って聞かないぜ」

　気の早い発言もあって、ダグは思わず笑いかけたが、しかし、

「それはすべて却下しなきゃならねえな」

　と真顔で言った。

「わかってる。おまえ、自分がやりたいと言うんだろ？」

「何せ、両親も、祖父母も、幼い弟も亡くしたおまえだものな──」

「いいや、おれじゃない」

　きっぱりとダグは言い、それから集会堂の裏手側にある出口のほうを指し示した。そこから歩いてくる人物の姿を見て、「あっ」と男たちは声をどよめかせた。

「オーバリーを殺るのは、」ダグは真顔を維持したままつづけた。

「こいつだ」
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「ビリーナさま、ビリーナさま！」

　テレジアが大声で呼ばわっている。主人の姿が見えなくなるのはままあることだが、状況が状況だ。皇おう子じの行方ゆくえが知れなくなったことは王女にも伝わっていた。さすがに街のほうに触れを出してはいないが、こうも大勢のアプター兵が周辺の捜索に当たっているいま、民たみに伝わるのも時間の問題。大おお騒さわぎになれば、無む論ろん本国にも知れよう。

　となると、たとえのちのち無事に見つかったとて、皇子自身の立場がさらに悪くなるのは当然のことだ。王女はそれを避さけるためによもや皇子を追ってアプターの外へいかれたのではないか、と思うとさしものテレジアも顔色を青くする。

　が、

「ビリーナさま」

　思わずへたり込みそうになった。拍子抜けしたのである。

　ビリーナは、城じよう砦さい内部にある武芸訓練場をうろつきまわっていた。何をしているかというと、木々を見上げたり、武具を積つんだ場所の陰を覗のぞき込んだり、厩きゆう舎しやにまで足をのばして馬たちを一頭一頭見比べたりと、何か落とし物でも見つけようとしているかのようだ。

「まさか、そのような場所に皇子がいらっしゃるとも思いませんが。かくれんぼしているわけであるまいし」

　ついつい口く調ちようにも棘とげが混じる。

「わからないぞ」ビリーナはテレジアのほうを向こうともせずに答えた。「あの皇子のことだ、その辺に落とし穴でも掘って、なかにいる可能性とてなくもない。試しにテレジアの立っているところを掘ってみればいい。ばあと言ってあらわれるやもしれぬ」

（ははあん）

　ビリーナの淡たん々たんとした口調に、テレジアはぴんときた。これは怒ってらっしゃる。それも並大抵の怒りではない。時に、この主人は、怒りが頭のてっぺんからこみあげてきそうになると、こうして自分でもよくわからない行動を取ることがある。

　あれは七、八歳ばかりのときだったか。姉のルーラ姫が、市し井せいの祭りで売っていた子犬を欲しがって、後こう宮きゆうの一角で飼いはじめたことがある。ビリーナも興きよう味みを示した。が、幼いながらもしつけに厳きびしく、あたかも暴ぼう君くんのようだった彼女を、この犬は恐れて近づこうとしなくなった。

「こうも人に懐なつかぬ犬は聞いたことがない。きっとこれは猫だ。人が見ていないところでは、にゃあと鳴くにちがいない」

　などとビリーナは怒って、真夜中、この犬が眠っているところを近くの場所からずっと見張っていたことがある。もちろんいくら幼少のみぎりとはいえ、ビリーナとてそんなことを本気で信じていたわけではない。自分で言った手前、引っ込みがつかなくなった──というのともちがう。意志が強いあまりに、その我がを押しとおさないと本人が満足しないのだ。

「さあ、出てらっしゃい、皇おう子じ。このビリーナにはお見とおしですからねえ」

　まさしく犬か猫の子でも相手にするみたいに呼びかけながら、訓練場をうろついたかと思うと、今度は庭園のほうに歩き出すビリーナ・アウエルは、テレジアの見立てたとおりに怒っていた。というより、怒りくるっていた。

（あの、あの陰険で、策さく謀ぼう家か気取りの、ふざけた皇子さま！）

　こうしている間にも苛いら々いらとした気持ちが募つのってきて、思わず地じ団だん駄だを踏んでしまいそうになる。

　ベインとやらをつれて皇子が外へいったらしいと聞かされたとき、（またか）とビリーナは思った。昨さく日じつギルは、

「いま少しお待ちいただきたい」

　すれちがいざまにビリーナへそう言った。ということは、これもまた何かの思おも惑わくあってのことだろうとは思う。アプターでは兵を動員して捜しまわっているが、その必要もないはずだ。どうせ皆を驚おどろかせる結果になるだけのことだから。

　それなのに──というよりも、そうだからこそ、ビリーナには許せなかった。

（また、またわたしには打ち明けてはくださらなかった）

　タウーリアとの戦いくさの折には、計略をすべて明かしてくれた皇子だった。その内心に一歩でも近づけたと思えたビリーナだったから、今回、また秘密主義者のように堅く口を閉ざした皇子が許せない。

（タウーリアと戦っているとき、あの方をすこしでも信じよう、とわたしは思った。どんな奇怪に見える行動にも裏があるのだから、叱しかったり、怒ったり、子供じみたことを言うのはやめようと）

　信じるというのも確たしかに大事なことかもしれない。しかし、それでビリーナに何があるかというと、何もできずにただ待つしかないという苛立ちばかりだ。

（わたしらしくもなかった。こうも皇子が内にこもる方ならば、もっと、わたしのほうから切り込む必要があるのかもしれない）

　人を信じるにもいろいろな方法があろう、と意気込むビリーナなのである。黙だまって待つのが性しように合わないなら、自分から動いて皇子を無む理り矢や理りにでもサポートするという手段とてあるはず。

　とそのとき、厩きゆう舎しやの馬たちがにわかに騒さわがしくなった。柵さくの近くに寄っていたはずが、そこから駆かけ足あしで遠ざかろうとしている。

「ひ、姫！」

　テレジアも小さく悲鳴をあげた。

　ビリーナが見ると、中型竜のバイアンがのしのしとこちらに近づいてくるところだった。鎖くさりも手た綱づなもついていない。さすがに驚おどろいたビリーナが思わずその場を飛とび退のこうとしたとき、その向こう側から小型竜テンゴに跨またがったホゥ・ランの姿が見えてきた。

　逃げた竜でも追っているのかと思ったが、ランに急いでいる様よう子すはない。むしろバイアンに先行させようと、テンゴの速度を落としている節すらある。ビリーナは恐怖も忘れてやや眉まゆ根ねを寄せた。竜を運動させたり、訓練したりする広場は別の方角にあるはずだ。

「ラン！」

「姫か」

　ランはテンゴの足を止めた。バイアンはというと、彼女のほうを振り返って、ついてこないとわかると同じく足を止めている。テレジアなどは声も出せない様子で、ただひたすら王女に「逃げろ」と言わんばかりに手を振っていた。

「どちらへいかれるのです？」

　ビリーナが問うと、ごく当然のようにランは答えた。

「……皇おう子じのところだ」

　皇子、と口にする前に、ランがちょっと口ごもった理由をビリーナはわからない。というより、そんなことは気づきもせずに、

「いき先を、教えられていたのですか？」

「いいや」辺境出身の少女は、深い湖面を思わせる目にビリーナの姿を映し出している。「ただ、あの子は知っている。一度心が通じ合った人間とは、多少離はなれていようと、その存在を感じることができる。人間の言う魔素エーテルの導みちびきによって」

『あの子』とは、すこし先で立ち止まったままのバイアンのことだろうか。

「そのような話、聞いたこともありません」

「そうか」

　ランは抗弁する素振りも見せなかった。が、ビリーナも、こと竜に関してはランのほうが詳しかろうとは思う。

（そういえば）

　古代の魔ま法ほう王おうゾディアスは、魔素の存在とそれを操あやつる術を、竜神の遺い跡せきから発見したといわれている。かつて竜神はその魔素を自由に操って、この惑わく星せいに一大文明を築きずいていた──、とのちにゾディアスは自説を発表していた。

　ガーベラではそういった伝承の類たぐいはほとんど信じられていない。ゾディアスの実在さえ疑っているほどだ。が、ビリーナはメフィウスで伝えられている、現在の竜たちは太古の竜神たちが退化した姿なのだという説を思い出していた。

「では、あの子についていけば、皇おう子じの居場所がわかるのですね？」

「近くであれば」

「しかし……、なぜいま、あなたが皇子のもとへ向かわねばならぬのです。あの方のことは放っておけと言ったのはあなたでありましょう」

「そんなことを言った覚えはない。わたしはともかく、あの子が寂さびしがっていけない。だから、いく」

「あの子が」

　ビリーナはバイアンの顔をとっくりと眺めた。ふた股またに割れた舌を口から出入りさせている。時折開ける口からは、剣のように鋭するどい牙きばが覗のぞいていた。

　ビリーナの胸のなか、ざわめくような感情がある。それが何なのか王女自身にもよくわからない。わからないまま、なぜかひどく急せいた気持ちで口を開くと、

「あの子だけですか？」

　自分でも意外なことを訊きいていた。

「どういう意味だ」

「寂しがっているのは、そして皇子のことを心配しているのは、あの子だけですか、と訊いているのです」

「ビリーナに言う必要はない」

「ビリーナ」

　自分で自分の名前をおうむ返しにしてから、ガーベラ国第三王女はくすっと笑った。『おまえ』から『ビリーナ』。格上げされたのかどうか。

「なるほど。竜と同じで、あなたもむつかしい。いや、わたし自身もかな。自分で自分を納得させられる理由が欲しいだけなのだ」

「──？」

　鞍あん上じようで、ホゥ・ランはやや困ったように眉まゆを寄せた。ビリーナは、そんな仕し草ぐさが彼女には実はとても珍しいことなのだとは気づかず、

「わかった。なら、わたしも参りましょう」

　テレジアが仰ぎよう天てんするようなことを言ってのけた。

「ひ、姫！」

「少し支し度たくがあります。すぐ済みますから、お待ちいただけますか」

「あの子が待っていられる時間の限りは。それ以上は、待たない」

「はっきりしているのですね。わかりました、急ぎましょう」

「なりませんよ、姫！」

　テレジアとまたも追いかけっこになりながら、ビリーナは身体からだが軽くなるのを感じていた。




　一方。

　皇おう子じが行方ゆくえ知れずだといっても、さして探索に気が乗るはずもないオーバリー・ビランである。

「奇怪な行動で我われ々われを楽しませるのがお好きな皇子さまのことだ」

　と言って、申しわけていどに四方へ兵を出したあと、本人はまた酒を飲んだり、森へ狩りに出かけたりしている。

　皇子がこのままいなくなったところでいっこうに構いはしないのだが、オーバリーもアプターにいる以上、皇族が消えた責任を負わされる可能性もあるので、ただ放っておくというわけにもいかない。

（面めん倒どうなことだ）

　オーバリーの本音である。が、自分の部下であるベインがその皇子とともにいたという噂うわさもあって、それにはやや引っかかりを覚えていた。訊きいてみると、アプターでは皇子とずいぶん懇こん意いにしていたという。

（あ奴やつめ。少しばかり皇子がもてはやされているからと、鞍くら替がえする気でいるんじゃあるまいな）

　風ふう采さいのあがらない百人長の顔を思い出して、狩りに出ていたオーバリーは水筒から酒をがばがば流し込んだ。猟銃を構え、自分の近くへ追い込まれてきた猪いのししに狙ねらいを定める。見事仕留めると、わずかばかりでも胸が晴れるのを感じた。

　ベインの性しよう根ねは気に喰くわないが、しかし別段あの男が皇子の部下になったところで、黒くろ兜かぶと団だんに損失などないに等しい。むしろあんな男でよければ、すぐにでもくれてやっていい。

「人を見る目がないことだ」

　次の獲え物ものを求めて歩きながら、オーバリーはせせら笑った。

　夕刻、城じよう砦さいへ戻った途と端たん、彼のもとへひざまずく兵があった。訊くと、そのベインが戻ってきているという。が、

「なぜここへ直接やってこないのだ」

　オーバリーが怒ど声せいとともに酒臭い息をまきちらした。伝令役の兵士は頭を垂れて、

「は。あの、百人長は身動き取れず、しかし、どうしても将軍にお伝えしたいことがあると──」

　ベインは城下街の店で将軍を待っているという。しかも、自分が帰ってきたことはおおびらにはしないでほしい、とも伝えていたらしい。

「どういうことだ？」

　オーバリーは酒に濁にごった目で兵をにらみつけていたが、ベインからの伝言を耳打ちされると、

「なに」さらにその目をみはって兵を見た。「まことか」

「は、ベイン百人長がおっしゃられるには──」

　オーバリーは一気に酒が抜けた顔をして、それから数名の供とものみをつれて城下街へと下っていった。

　ベインが待っていたのは、街の往来から外はずれた場所にある安酒場である。隅すみっこの席で、酒も飲まずにベインは震ふるえていた。オーバリーの姿を見ると、席を蹴ける勢いで立ちあがった。

「しょ、将軍」

「おまえの言っていたこと、まことであろうな」

　前触れもなくオーバリーは切り出した。ベインはひたすらに首を上下させる。

　オーバリーが聞くところによると、ベインは皇おう子じともども遠乗りに出かけた先で、山さん賊ぞくらに捕まってしまったという。ベインは皇子と離はなれ離ばなれにさせられ、地下の土ど牢ろうに閉じ込められていたのだが、賊の隙すきをついた皇子が駆かけつけてきて、縄なわを解いてくれたらしい。

「ここに見張りはなかった。逃げるのならいまのうちだ」

　皇子はベインに言った。しかしともに逃げようとはせず、

「おれはわざと姿をさらして別方向に逃げてみる。奴やつらの目をひきつけるには、おれのほうがよかろう。囮おとりとなっておれが時間を稼かせいでいるうちに、何としてでもこのことを将軍に伝えよ。いいな、今日きよう中じゆうに、オーバリー将軍にしかと伝えるのだぞ」

　皇子に送り出されると、ベインは木につながれたままだった馬に飛び乗り、駆けに駆けて、ここアプターまで戻ってきた。

　オーバリーは考え込んだ。皇子の近この衛え隊たいはほとんどがガーベラ救援へ出かけているため、ここアプターにある兵力といえば、黒くろ兜かぶと団だん五〇〇しかない。だから皇子は自分に伝えろと言ったのだろう。

「近衛兵の方にお伝えしますか」

　供の者が訊きいたが、「いや」とオーバリーは唇を舌で湿してから言った。

「皇子のお命がかかっておる。時は一刻を争う上、アプターから大挙して兵が押し寄せれば、奴らは察して逃げ去ってしまうだろう。黒兜団から一五〇のみを選抜して向かう。サーン」

「は」

　オーバリーは副官サーンに兵の選抜を任せた。その後、兵があわただしく動くのを見届けているうちに、黒兜団将軍の顔からは、つい笑えみがこぼれ落ちそうになった。

（遊びに出て山賊にとっつかまるとは馬ば鹿かな皇子さまだが、おれにまたとない手て柄がらを立てさせてくれるという意味では、その愚ぐ劣れつさも、時には徳になろうというものさ）

　皇族、それも次期皇位継承者の命を救うとなれば、これはソロンでの失態を帳消しにして余りある功こう績せきとなる。おまけに、暗殺されかかった自分を救ったというので、感かん激げきし、奴ど隷れい風ふ情ぜいを近衛兵に取り立てるほどの皇子だ。オーバリー・ビランから受けた恩を過剰な形で返してもくれようし、

「獣けもの相手の狩りも飽あいたところだ。奴ど隷れい、獣と次いで、山さん賊ぞく狩りと洒落しやれ込むのも悪くない」

　何より、ふつふつと血が沸き立つのを感じていた。戦いのみにしか生きる道がない、とオーバリーは自分をそう心得ている。




　　　　２




　オーバリー・ビラン率いる黒くろ兜かぶと団だん一五〇名は、陽ひが没する直前、ベインの案内で山賊たちの隠れアジトへと接近していた。

　もちろん火や灯あかりは掲かかげていない。物音も最低限立てぬよう注意を払いながらの行軍となった。馬の鼻息や足音、そして甲かつ冑ちゆうの鳴る音だけが、木々の合間をゆっくりと縫ぬっていく。

　先ほど、数名を偵察にいかせた。村の家々に灯りがあり、数名の男女が酒を飲んで踊っているらしい。一応、見張りらしき者たちが銃を構えていたが、こちらが選んだ進軍ルート──古い踏みわけ道だ──とはぶつからない。

　重々しい甲冑を軽々と着こなしたオーバリーは、馬上に揺られながら、戦いと褒ほう賞しようを間近にした興こう奮ふんに目を輝かがやかせている。

　絶ぜつ壁ぺきに挟まれた狭い道へと入った。オーバリーの指示で、全員馬を降りる。先せん導どうするベインが木々に身を隠しながら奥へと走った。手招きされてから、オーバリーは部下たちに抜剣を命じる。

「よし、いけ」

　兵たちが槌つちで柵さくを叩たたき壊こわすと、鉄砲隊が横一列に並んでいっせいに射しや撃げきした。村人たちをおびき寄せ、さらなる銃撃と矢で機き先せんを制するつもりである。村の背後にある山道にも兵を回り込ませてあり、タイミングを見計らってこちらともども両方から斬きり込む手て筈はずになっていた。

　が、

「待て」

　オーバリーがいったん射撃をやめさせた。村からの反応がまるでない。

（まさか、逃げられたか）

　オーバリーは薄うすい唇の端を嚙かんだ。ベインが消えたことを気け取どった彼らは、アジトを捨てたのかもしれない。しかし先ほど斥せつ候こうを放ったときには人々の姿があったはずだ。逃げたにしてもそう時間は経たっていない。あるいは足手まといになる皇おう子じを放り出した可能性もある。

「家捜ししろ。一軒残さずだ」

　オーバリー自身、壊れた柵を越えながら命じた。それぞれに松明たいまつを掲げさせると、辺あたりがぼうっと炎の色に照らされる。

　芝屋根の小屋がいくつか建ち並んでいた。けむりとりの穴から、まだいくらか夕ゆう餉げの名残なごりが漂っている。焚たき火ひのあともあちこちにあって、やはりつい先刻まで人の気け配はいがあったと見ていい。

　兵をわけて周辺を探索させるか、とオーバリーが考えていたとき、

「将軍！」

　兵士のひとりが大声で呼ばわった。興こう奮ふんに顔を火ほ照てらせている。

「皇おう子じを発見いたしました！」

「なに？」

　オーバリーも欲深な喜びで面おもてを輝かがやかせた。戦えなかったのは残念だが、少なくとも手て柄がらだけは得ることができそうだ。

　井戸のある空あき地ちの近くに、十数名が寝泊まりできそうな建物がある。集会などで使うものだろう。

　オーバリーは兵数名を左右に従えて、建物のなかへと入った。「おお」とオーバリーの目が細くなる。

　広い堂内、その奥まった場所に、確たしかに人ひと影かげがあった。椅い子すに縛しばりつけてあるらしい。眠っているのか、頭は垂れたままだ。

「皇子、ギル皇子！」

　オーバリーは松明たいまつを受け取ると、それを掲かかげながら大おお股またで近づいた。

　縛られた人物がゆっくりと顔を上げる。火の色に照らされたその顔に、まちがいはなかった。ギル・メフィウスである。




「静かですね」

　馬を進めているビリーナが辺あたりをうかがいながら言った。左右は小高い崖がけになっている。

　前をいくのはバイアン、そしてテンゴに騎き竜りゆうしたホゥ・ラン。周辺はすっかり暗くなっていた。先頭のバイアンが時折立ち止まっては、まるで匂においを嗅かぐみたいに首を巡らせるため、速度はどうしても遅くなる。

「怖いのか？」

「まさか」

　見くびるな、と言わんばかりにビリーナはランに言った。ランは薄うすく笑って、

「静かだが、人の気配はしている。この子がむしろ大勢の匂いを嗅いでいるみたいだ」

「いつ会話をなさったのです？」

「常に」

　ランの返事は明快ではあっても、その内容を理解するにはいたらない。何となく、ビリーナもその人となりは摑つかみかけていたので、討とう論ろんはせず、ただ納得するだけにとどめた。

　ふたりのいく道は、昨夜ゆうべ、オルバがベインをつれて通ったのと同じ道である。河原かわらでいったん竜と馬に水を飲ませて休きゆう憩けいしたのが一時間ほど前。ランの手前、ああは言ったものの、さしものビリーナも辺あたりの暗がりと静せい寂じやくとにおぼろげな不安を抱いていた。しかしそんな感情はまったく外には出さず、ランにならって黙もく々もくとバイアンについていく。

　と、かすかな風に乗って何かがビリーナの耳に聞こえてきた。大勢の人々が発する声と物音だ。ふたり、目配せもなく速度を上げた。

「あれは」

　すぐさまビリーナは馬の足を止め、ランにも止まるよう言った。曲がりくねった道の向こうに、武装した数名の兵がいる。こちらには背を向けていて、さらにその奥のほうへと注意を奪われているようだ。

　手にした松明たいまつの火で黒い兜かぶとと甲かつ冑ちゆうとが照らし出されている。オーバリー・ビランの黒兜団だ、とビリーナは気づいた。

「彼らも突き止めたのだろうか」

「待て」

　今度はランのほうから馬足を止められる。振り向いてみると、いつしかふたりが追い抜いたバイアンが、そのまま立ち止まってしまっている。いや、前へいこうとする意思はあるようなのだが、その都つ度ど、前まえ肢あしで宙を搔かくのみで前進しようとしない。何かをひどく嫌いやがっている仕し草ぐさだった。

「どうしたのです？」

「嫌な匂においがするようだね。皇おう子じがこの向こうにいるのはまちがいないだろうが、そちらに向かおうとする意思を本能が阻はばんでいる。竜の本能、とは、身体からだに根づいた経けい験けんによるものだけじゃない。なかには、代々魔素エーテルとともに備わった予知能力のようなものもある」

「予知──」

　ビリーナはしばし考えてから、

「まさか。何者かが皇子を捕らえて、罠わなを張っているということは？」

「あるかもしれない。この子は特にそうしたことに鋭するどい。──待て、どこへいく」

「オーバリーに伝えねばなりません。あなたはここで待っていなさい」

　言うが早いか、すでにビリーナは馬の脇わき腹ばらに蹴けりをくれている。「姫!?」と兵たちが驚おどろきの声をあげるのがランの耳にも聞こえた。王女につづこうとしかけて、ランはしかしテンゴを棹さお立だちにさせる勢いで急停止させた。

　バイアンが後ろを振り向いている。その向こうからさらに大勢の気け配はいが近づきつつあると知って、ランは鼻をすぼめるような表情になった。




「オーバリーか」がさがさに乾いたような声でギルは言った。「よく来てくれた。ベインは、役目を果たしたようだな」

「ご無事で何よりです、殿下。しかし、野盗風ふ情ぜいに遅れを取ろうとは、メフィウスの英えい傑けつと騒さわがれている皇おう子じらしくもございませんな」

　かねてより皇子を憎々しく思っていたオーバリーだ。こうして見下す特権を得て、将軍は薄うすら笑いを浮かべた。椅い子すに縛しばりつけられたギルは弱々しく、

「すまぬ。……しかし彼らは、もともとからそうした集団ではなかったようだ。彼らは村を焼かれ、やむなく山さん賊ぞくの集団になり果てたと言っていた」

「ガーベラの蛮ばん人じんどもにアプターを占せん拠きよされた折のことでしょう。お優やさしい皇子のことだ、多少同情されておられるかもわかりませんが、しかしわたしは賊の事情になど興きよう味みはありませんな。さて、その賊どもはどちらへ逃げ去ったものか。おそれ多くも帝朝の皇太子をかどわかそうなどとした奴やつら、ひとり残らず首を撥はね……」

「村を焼いたのは、ガーベラではない」

　ギル・メフィウスは重たそうな瞼まぶたを上げて、オーバリーの目を見上げた。

「聞いたぞ、オーバリー。この村での出来事を。おまえがしたことすべてを」

「や、それは──何のことでしょう？」

　一いつ瞬しゆんひるむかに見えたオーバリーだが、さすがに胆たん力りよくがある。いまこの場においては、自分こそが皇子を吞のんでいるという自負もあった。

「この村に、いや、近きん隣りん一帯の村々に火を放ったのは、オーバリー、そなただそうだな」

「──」

　オーバリーの背後にいた部下たちが顔を見合わせた。身に覚えがある。青ざめかけた彼らを、オーバリーは無言で手を振って外へ追いやった。

「なぜそんなことをした？　言うまでもなく、彼らはメフィウスの領民だぞ。なぜ、メフィウス武人であるおまえが、彼らを……」

「情けない」

「なに？」

「情けのうございますな、殿下。皇族方へ忠実にお仕えしてきた将よりも、殿下は山賊なぞが申した戯ざれ言ごとをお信じになられますか。このオーバリー・ビラン、竜神メフィウスに誓って、そのような真ま似ねはいたしておりませぬ」

「──」

「また、もし……そう、もしもの話ではありますが。たとえそうであったとしても」

　黙だまりこくった皇子にさらなる優ゆう位い性せいを感じたオーバリーは、欲をかいた。世せ間けん知らずの皇子さまだから、どうせ知らぬ存ぜぬをつきとおせばよかったのだが、個人の心の問題として、自分のやったことを──当然、オーバリーは自分が近隣の村々に火を放ったことを覚えてはいた──正当化した上で、皇子をさらに高みから見下ろしたくなった。

「たとえ、わたしでなくとも、アプターに将として詰めていた別の誰だれかが同じことをしたとしても、わたしはそれを罪とはとがめませんな」

「それは、なぜだ」ギルはほとんど当とう惑わくの体ていで訊きいた。「どのような理由があれば、領民に火をかける必要など出てくるのだ」

「不ふ肖しようオーバリー、経けい験けんのみなら殿下より勝まさる身なれば、あえて上からもの申しますれば、それもまた戦争のひとつの側面なのでございます」

「…………」

「殿下はまだお若い。そしてこれまで英雄的活かつ躍やくで勝利をおさめておられる。しかし、戦いくさにもいろいろありますれば、必ずしも単純明快な勝敗のみでははかれないものもございます。なるほど、わたしはアプターをガーベラの手から守り抜くことはできませんでした。本国から十分な援助がなかったこともありましてね。しかしただ敗走しただけなら、ガーベラを図に乗らせ、また辺あたり一帯の村々をも占せん拠きよされて、結果、ガーベラは本国中央への進軍をたやすくしたことでしょうな」




　このとき。

（そうか）

　椅い子すに縛しばりつけられていたギル・メフィウス──つまりオルバは、ついに待ち望んでいたときが訪れたのを確かく信しんした。

　迷いがあったわけではない。もはや覚悟は決めていた。いまさら仇きゆう敵てきの命を奪うことにためらいのあるオルバではなかったから、この場合の覚悟とはすなわち彼が生しよう涯がい二度目に手にした仮面を手放すことである。

　しかし、最後の最後に、オルバは、どうしてもオーバリーの口から村に火を放ったことを訊き出したかった。なぜか、と問われると、オルバ自身、はっきりとした理由まではわからない。しかしただ闇やみ討うちにするのではなく、ただその命を奪うのではなく、オルバはこの男に対する憎しみをもっともたぎらせたその一いつ瞬しゆんにこそ、オーバリーに刃やいばを向けねばならぬと決めていた。

（そうでなければ、おれがこの六年で溜ため込んだ憎しみがすべて無む駄だになる）

　復ふく讐しゆう鬼きとしての、奇妙な、しかし凄せい惨さんなまでの思い込みであった。

「戦争というものは、どのような形であれ、必ずや犠ぎ牲せいを支払うものなのです」

　オーバリーはとくとくと語りつづける。当然、『ギル皇子』を椅子に縛りつけている縄なわにはすぐ解ほどけるような細工がしてあることも、『ギル皇子』が後ろ手に剣を握りしめていることも知らぬまま。

「より大きな犠牲から民を守り、益で国を満たすためには、わずかばかりの犠牲をあえて炎に投じる覚悟とて必要になるのですよ」

「よくわかった」

　オルバは、むしろ晴れやかな顔と声で言った。実際、心中は玲れい瓏ろうと澄すみわたっている。

　とともに、気力は充じゆう溢いつしていた。

「オーバリー、そなたのような千せん軍ぐん万ばん馬ばの古ふる強つわ者ものがいてくれるからこそ、メフィウスは安あん泰たいであるのだな。我わが命を救いしことも含め、父上にはよくこのことを話しておこう。さあ、縄なわを解いてくれ」

「ははっ」

　もっとも言われたがっていることを耳にして、オーバリーは喜き色しよく満まん面めんになった。

　オルバへさらに歩み寄って、そして近くに屈かがみ込もうとする。

（来た）

　オルバは剣をいっそう強く握りしめた。肩と背の筋肉が緊きん迫ぱくして硬くなるのがわかる。オーバリーがその体温さえ伝わってきそうな距きよ離りにまで迫ったとき、オルバは一いつ気き呵か成せいに椅い子すを蹴けって立ちあがろうとした。

　そこから停滞もなく振るわれる一いち撃げきで、オーバリーは声もなく打ち倒されていただろう。

「皇おう子じ。こちらにいらっしゃるのですか？」

　外からその声が聞こえてこなければ。

（ビリーナ！）

　はっとなったオルバは腰半ばで動きを止めてしまった。屈み込みかけていたオーバリーは、皇子の身体からだから縄が自然とほどけるのを見て、同じくはっとなる。

　しかも身に力を入れすぎていたオルバは、びくりとなるとともに、その手から剣を落としてしまった。

　がしゃん、と床ゆかに刀身の叩たたきつけられる音が、異様なまでに大きく響ひびきわたる。
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　突とつ如じよ、ビリーナ王女が馬で駆かけ込んできたので、黒くろ兜かぶと団だんの兵たちは度ど肝ぎもを抜かれた。

「将軍はどちらにおいでか？」

　馬上で問うたあと、兵の案内に従って村の集会堂へと近づいた。山さん賊ぞくに捕まった皇子をそこで発見したのだという。安あん堵どの気持ちが胸に広がるとともに、ランの予言めいた言葉がよみがえって、ビリーナに一いち抹まつの不安を残した。

　そして、

「皇子。こちらにいらっしゃるのですか？」

　ひと声かけて堂内へと足を踏み入れようとした。すると内部の気け配はいがざわっと乱れる。何か金属質の音がビリーナの耳を叩いた──。

　そのとき。

　松明たいまつを掲かかげた兵の一団が、とある建物へ入っていこうとしていた。すでに皇子は見つけていたが、金目のものはないかと物色しようというのである。

　と──、先頭のひとりが、まるで横合いから見えない拳こぶしに殴り飛ばされたように、右へと飛んだ。

　銃声が連続して聞こえてきたのはその直後。最初のひとりは頰ほおを撃うち抜かれ、その勢いで首の骨をへし折られて死んでいた。ふたり目、三人目と死体が折り重なって倒れていく。

　はっとビリーナが後ろを振り向いた。

「うがっ」

「あ、足だ、足をやられた！」

　謎なぞの銃じゆう撃げきによって、兵がばたばたと倒れていく。待ち伏せだ、と誰だれもが直感した。山さん賊ぞくたちは村を打ち捨てたように見せかけて、村の外に銃兵を忍ばせていたのだ。しかしそれがわかったとて、応戦しようにも辺あたりは闇やみに沈んで何も見えない。

　得え体たいの知れない恐怖が蔓まん延えんしかけたとき、

「火だ」副官のサーンが叫んだ。「火を捨てよ、奴やつら、火を狙ねらって撃っているぞ！」

　賢けん明めいな判断だ。兵たちは一も二もなく従って、火を投げ捨てた。

　が、その直後、

「あっ」

　兵の数名が声を揃そろえたのは、そのとき、夜闇に赤い尾を引いてひゅうっと数条の火矢が頭上で弧こを描いたからだった。それらは小屋の屋根に次々突き刺さると、さかんに炎を噴ふきあげた。

「何っ」

　路上に伏せていたサーンの姿が赤々と照らしあがった。あわてて立ちあがりかけたサーンの胸を、そのとき飛来した一発の銃弾が貫つらぬいて、彼はものも言わず後ろ倒しになった。

　矢はなおも放たれていく。屋根の芝には油が染み込ませてあったか、矢が突き立った瞬しゆん間かんにもぐわっと猛もう獣じゆうが吠ほえかかるような音を立てて炎があちこちで盛りあがる。辺り一面が赤々とした別世界に包まれた。

　ビリーナは息を吞のんで立ちつくしていた。

　四方から、今度は水みず瓶がめのようなものが投げつけられたかと思うと、それらは油を振りまいて炎をさらに勢いづかせていくのである。最初から多量の油を村にまいていては臭いで気け取どられる、と計算してのことか。

　そのときビリーナの背後に近づいてきた影かげがある。影は、風のように王女の近くへ吹き込んできたかと思うと、その肩と腰を抱いてひょいとさらいあげた。

「なっ」

「ここは危険です、すぐ離はなれなければ！」

　ビリーナの耳もとで青年の叫ぶ声がした。見ると、ビリーナを抱きかかえているのは近この衛え兵へいシーク。彼にしては珍しく必死の形ぎよう相そうで、そこかしこで立ちあがった炎の壁かべから身をかわしつつ走っていく。




「いったい……」

　オーバリー・ビランは背後の狂きよう騒そうに気づいて身動きを止めかけた。しかし彼とていくたびも戦場を生き抜いてきた男である。眼前で皇おう子じの気け配はいが動いたと見るや、ぱっと後ろへ飛とび退のいた。

　ギル・メフィウス──オルバはふたたび剣を手に取る。

　オーバリーの額ひたいにじっと汗が浮いた。何か、得え体たいの知れない影かげと相あい対たいしている気持ちになった。

「貴様、何者だ」

　自分で口にしてから、はっとなったようにオーバリーは表情をあらためる。
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「貴様は、皇子ではないな」

「なぜだね、将軍」

　オルバは邪じや魔まになった縄なわを腕のひと振りで払うと、まるで馴なれ馴なれしく肩を触れようとするかのようにオーバリーへと近づいていく。黒くろ兜かぶと団だん将軍はなおも退さがった。そうしている間に、集会堂の壁かべにも炎が走りはじめていた。堂には油をまいてはいなかったものの、さすがに巻き込まれたらしい。火は建物の外周を舐なめるようにひた走って、内部におびただしい熱ねつを振りまいた。

「ちいっ」

　オーバリーは顔を手で防ぎつつ外へ走り抜けようとするのだが、一いつ瞬しゆん早くオルバがその前へと立ちはだかる。

「ええい、どけっ」

「焦あせるなよ、将軍」

　オルバは笑いかけた。先ほど、シークの発した声は彼の耳にも届いている。

（いい男だ）

　とオルバは心底思った。あのとき必要以上に叫んでみせたのは、オルバに聞かせるためでもあったろう。王女は任せておけ、あとは望みを果たせ──と。

　ごうごうと唸うなるような炎の声が聞こえてくる。いまや火は天てん井じよう部分をも覆おおいつくしつつあり、火炎の雫しずくを、あたかも血のようにしたたらせていた。

「あのときも、こんな火のなかだった。もう少しこの場で浸っていようじゃないか、オーバリー・ビラン」

「あのときだと？」

　怒ど鳴なりながらも、もはや猶ゆう予よがないと判断したオーバリーは太い腕で殴りかかった。オルバは敏びん捷しようにかわすと、横からオーバリーの身体からだを蹴け倒たおす。馬乗りになろうとしたところへ、天井の一部が崩落してきた。




　銃声が次から次へと鳴なり響ひびく。黒くろ兜かぶと団だんの兵たちはあわてて建物や木の陰に隠れようとするのだが、いずれも火を発していてなかなか思いどおりにはならない。おまけに辺あたりはもう昼日中同然のあかるさである。ひとり、またひとりと血を噴ふいて横倒しになる。

「ええい、こちらも撃うて、撃てっ」

　ようやくのことで、銃を携たずさえた兵らが応戦を開始した。今度は敵の姿も見えている。村の周囲にある木々の合間、やや盛りあがった丘の上にと、銃を構たずさえた男たちが伏せていた。黒兜団もいよいよ引き金に指をかけたとき。

　瞬しゆん間かん、わあ、わあーっ、と村の周囲から、そして端々に積つまれてあった藁わらやごみの山のなかから多数の怒声が放たれた。剣や斧おのを手にした山さん賊ぞくらがあらわれるや、一気に駆かけ込んでくる。

「ま、待ち伏せだ」

「皆、剣を取れ！　盗人ぬすつと風ふ情ぜいに遅れを……」

　次々と、いまもつらなっていく火炎の輪わ。そこから難なんを逃のがれた黒兜団の生き残りだったが、山賊たちが忍んでいたのは、まさに彼らが焼け出された場所場所である。近辺を故郷とする山賊たちは、今夜の風の向きもその強さも熟じゆく知ちしていた。その上で計算して油をまいており、炎の届かない位置に兵を隠れひそませていたのである。

　あちこちで剣けん戟げき音おんが鳴った。村の外側にひそんだ鉄砲隊はいまも銃じゆう撃げきで援えん護ごしていて、黒くろ兜かぶと団だんの兵たちは態勢もろくにととのわぬうちに次々と射い抜ぬかれ、あるいは斧おので頭を割られて、あるいは剣で胸を貫つらぬかれた。

「両親の仇かたきだ！」

「思い知れ、メフィウスの犬めがっ」

　闇やみに、炎の色であぶり出された山さん賊ぞくたちの顔はまさしく悪鬼のそれのようだ。しかし彼らにとって鬼とは黒兜団の兵士たちひとりひとりに他ほかならない。

　狩る者と、狩られる者──六年前とは立場が正反対になった狩猟場に、オルバとオーバリーの両者も転がり込んできた。

　身にかかった火を振り払おうと、文字どおり建物から転がり出てきたのである。

　双方立ちあがったときには、全身が黒い煤すすにまみれていた。そのなかにあって、互いの双そう眸ぼうのみが炎の色を宿して赤々と照っている。

「貴様が仕組んだか、皇おう子じ！」

　オーバリーは吠ほえた。彼のなかでは、相手が皇子なのか、そうでないのか、いまだ決めかねている部分があった。何しろ顔かたちはまったく同じなのだ。しかし、もはやそんなことはどうでもよかった。相手が皇子であれ、その偽にせ者ものであれ、黒兜団を罠わなにかけて全滅の憂うき目めにあわせようとしているいま、やらねばならぬことはひとつきり。

「だとしたら、どうするね」

「乱心しおって」

　オーバリーは腰から長剣を引き抜いた。メフィウス武人のなかでも彼は巨漢の類たぐいである。剣も一般のものより拳こぶしふたつ分ほど長い、特注の大剣だった。

「どのみち、貴様のような奴やつが皇位を継いだのでは、メフィウスは滅亡する。おれのこの剣で、その未来ごと首を断ってくれるわ」

　辺あたりは修しゆ羅ら場ば真まっ只ただ中なか。オーバリーが剣を身構えるのに対して、オルバは一刀を下げたまま無造作に、言いかえるなら無防備に歩み寄ってくる。

（馬ば鹿かめ）

　オーバリーは一秒でも早く勝負をつけてこの場から逃げ去らねばならなかった。両手で構えた剣を大上段から振るう。

　びゅっ。

　風が鳴るとともに、オーバリーは眉み間けんの辺りを強く叩たたかれて後ろによろめいた。

（何だ）

　朦もう朧ろうと意い識しきが霞かすむ。が、一いつ瞬しゆんで立ちなおって、オーバリーはもう一度、今度は横殴りに剣を振るった。相手は相変わらずだらりと剣を下げたままだ。たやすくその細身の身体からだをまっぷたつにしてやれるはずだった。

　びゅっ。

「ぐあっ」

　今度は右腕に痛みが走った。甲かつ冑ちゆう越しに強打されたらしい。オーバリーはあわてて剣を引き戻し、防ぼう御ぎよの構えを取る。びゅ、びゅっ、と今度は連続的に風が鳴った。鉄と鉄とが火を噴ふいた。

（こ、こ奴やつ）

　オーバリーの額ひたいからは血があふれ、右腕は敵の斬ざん撃げきを受け止めるたびにへし折れそうな痛みがある。彼は焦あせった。相手はまったくの無防備と見えるほどなのに、すばやい攻こう撃げきがそれこそ風のように次から次へと見み舞まわれるのだ。

　オーバリーとて無む論ろん応戦しているものの、ことごとくが空から振ぶっている。なぜ、という思いが湧わきあがった。なぜこうも当たらない、なぜこうもたやすく間合いへ入られる。呼吸が読めない、敵の動きが見えない、思いどおりに動けない。

「ま、待て」

　オーバリーは斬きり結びながらも叫んだ。じりじりと後退しつつ、息もつかせぬ猛攻を防ぎきるのでやっとだ。

　対するオルバは連続でしかけつつ、一いつ瞬しゆん、わざとそのタイミングをずらした。脳天めがけて剣けん尖せんを叩たたきおろすと見せて、膝ひざをまげ、敵の剣が逸それたその隙すきに胴体を払った。ぐぶっ、と妙な音を発してオーバリーはなおも後方へよろめく。

「待たれよ」オーバリーはなおもわめいた。「これは、勝負にならぬ。こんなものは、妙だ。武人ならば正々堂々撃うち合うべきだ」

　額ひたいに走った傷はオルバの剣を受けるたびにひらいていって、いまやオーバリーの顔に凄せい惨さんな血化粧を施ほどこしている。このとき、すでに意い識しきは七割がた飛んでいた。オーバリーには、皇おう子じの姿をした者がこれほど剣を巧たくみに使うのを理解できなかった。だから卑ひ怯きようだと思った。これは勝負以前の問題だとすら思った。

　オルバ、なおも一撃を振るう。肩の上でぎりぎり受け止めたオーバリーもさすがだが、しかし表情には苦く悶もんの色がありありと浮かんでいる。

「待たれよ、皇子。皇子は、臣下の命をその手で断たれるおつもりか──」

　その語尾が炎の唸うなりに搔かき消された。雷光の速さで剣を引き戻したオルバが、左側面からオーバリーの胸へと剣を叩き落としたのである。

　ついにオーバリーの両膝が地面へ落ちた。その胸を正面からオルバは蹴けりあげた。メフィウス歴戦の将軍が後ろへとひっくり返る。停滞もなくオルバの剣が迫った。一瞬後には、刀身の三割ほどが地面へ埋まった。

「ぎゃああああ」

　顔からさらに血のりを噴ふいてオーバリーは地面を転がった。突き刺さった剣の脇わきに、いま断たれたばかりのオーバリーの耳が落ちている。力ずくで剣を引き抜いたオルバは、瀕ひん死しの虫のように転がるオーバリーへとさらに一撃を見み舞まった。

　右の脛すねを砕くだいた。左の肩を貫つらぬいた。そして足で腕を固定すると、指の一本一本に恐ろしい速度で剣を振り下ろした。

　オーバリーの悲鳴がそのたびに噴きあがった。

　辺あたりにもはや他ほかの悲鳴はない。戦いは終結しつつあった。いつしか、オルバの周囲に集まった山さん賊ぞくたちが、仇きゆう敵てきを前にしながらも、どこか魂たましいを抜かれたように立ちつくしている。

　ごうごうとなお吠ほえたける炎のなか、オルバは血にまみれた刀身をオーバリーの眼前で振りあげた。

「た、た、た」口から泡を、目からは大量の涙をこぼしつつ、オーバリーはかすれた声で言った。「助け、助けてくれ」

「おれは」

　剣を交えてからはじめてオルバは口を開いた。決して大きな声ではなかったのに、それは不気味なまでの響ひびきをともなってその場にいる全員の耳に届いた。

「おれは、何度もその叫びを耳した」

　返り血を浴びたオルバの顔に、笑えみが浮かんだ。もしも死に瀕した獣けものが、獲え物ものを前に笑うことがあるとするなら、それはきっとこんな顔だろうと思わせる笑みだった。

「そしてその叫びがやんだときは、皆、命が絶えたときだった」

　切っ先を宙の一点で固定したまま、オルバはオーバリーの顔を跨またいだ。地面に踏んばった両足の間に、オーバリーの泣なきっ面つらがあった。血と泥に汚れ、歯をガチガチと鳴らしている。

（六年──いや、もう七年近くか）

　オルバの脳のう裏りを、いく多もの記き憶おくが映像となってよぎった。

　村から焼き出されたときのこと。ビラクで徒党を組んでいたときのこと。そして剣けん奴ど隷れいへとおとしめられ、毎日を生き抜くためにひたすら剣を振るっていたときのこと。

　彼は夜ごとにオーバリーを呪のろった。

　仮面の呪いが、顔を焼きつくすほどの熱ねつを放ったときにはなおのことだった。狂う、と思った。死ぬ、と恐怖した。そしてそのたびに、

（おれは死なない）

　オルバは決意を新たにした。

（おれの命は、誰だれのものでもない。おれの命は、おれからあらゆるものを奪った、あらゆるもののためにある）

　手にした剣は、オルバと一体化した指針そのものだった。数多くの命を奪った。皆が明日あしたの命を生きようとしていた。そのことごとくをオルバは貫つらぬいた。リュカオンと撃うち合ったとき、その双そう眸ぼうから死が透すけていても、そして彼がどのような高尚な理想を抱いていようと、オルバはそれを打うち砕くだいた。ただおのが復ふく讐しゆうのため、おのが命の到達点をただひたすらに目指さんがために。

　振り返ると、そこに屍しかばねが山となってうずたかく積つまれている気がした。そしてそのひとつひとつから、恨うらみ、嘆なげきの唸うなりを発する亡ぼう霊れいたちが浮きあがって、空を埋めつくそうとしている気がした。

　そう──、すべては、

（この一いつ瞬しゆんのためだけに）

「ひいっ」

　投げかけられた剣の影かげが、真一文字にオーバリーの顔を貫いた。それがそのままオーバリーの顔を断つ線せんとなる──と見て、山さん賊ぞくたちが息を吞のみ、オーバリー自身は甲かん高だかい悲鳴を洩もらした。

「いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい」

　長いことつづいたその叫びが途と絶だえると、オルバは振りおろした剣を放り投げた。

　見守る男たちに声はない。

　火によって焼やけ焦こげて、引き裂かれた衣服の下から、オルバの素肌が覗のぞいていた。そして彼らはふたたび見た。ダグから計画を打ち明けられ、それがオルバの提案したものだと聞かされた彼らが、「敵の皇おう子じなど信じられるか」と息巻いたとき、オルバが皆を信用させるために見せたそれと同じものを。

　荒々しい呼吸に躍やく動どうするそれは、奴ど隷れいの烙らく印いん。

　炎と血の色を浴びて赤々と燃もえ立つそれは、烙印の紋章。

　無数に火の粉が舞まい散り、黒煙がひっきりなしに吸いあげられていく天を見上げて、オルバはかすかに嘆たん息そくした。

（終わった。──）

　炎からはじまったすべてが、炎によって終しゆう焉えんを迎える。

　それは、青春期と呼ぶにはあまりに凄せい惨さんで、惨みじめで、むごたらしい時代の幕引きでもあった。










　六章　三つ巴
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　駆かけつけたダグは、血と泡を噴ふいて小刻みに痙けい攣れんしている憐あわれな男をその目で見下ろした。

　オルバはというとぼろぼろになった衣服を脱ぎ捨てて、それで顔と身体からだを拭ぬぐっている。「やったな」と声をかけるダグに笑えみひとつ見せず、

「替えの服を用意してもらえるか」

「構わねえが」ダグは、オルバをいぶかしげに見やった。「こいつはどうする」

「おれにくれ」

「なぜ一気に止とどめを刺さない。嬲なぶり殺ごろしにする気か？」

　似たようなものだ、とオルバは感情のない笑みを浮かべた。ダグは「はっ」と肩をすくめて、

「しっかし、まるで鬼神みてえな戦い方だったな。おれとやり合ったときは、わざと手を抜きやがったな」

「悪く思うなよ。おまえを打ち倒しても、話がややこしくなっただけだ」

「言うようになったな。喧けん嘩か好きの小僧だったおまえが」

　ダグの言いつけで新しい短衣とズボンが届けられた。それを身につけているオルバに、

「いまだってそうそう引けをとらねえよ。次は本気でやれよ」

「次があればな。──このあと、どうするつもりだ？」

「さあね。ただ、もう山さん賊ぞく稼か業ぎようも限界だろうな。メフィウスからぶん捕った金をきれいに山わけして、解散するさ。あちこちの村で普通に暮らしはじめるのも悪くねえだろう」

　運命の分ぶん岐き点てんに立たされたのはオルバだけではない。見わたすと、山賊たちそれぞれが、笑え顔がおで抱き合いつつも、その目からはある種の覇は気きが失われていた。触れると熱ねつを放ちそうな、あのぎらついた眼光が鳴りをひそめている。

　オルバもそんな彼らの姿を見て、自分自身もそうなのだと客きやつ観かん的てきにわかった。彼らは家族を奪われた悲しみや絶望を、すべて憎しみに転化させてきた。ならばその憎しみの目標を打ち倒したあと、すなわち消きえ失うせたあと、残されるものは果たして何なのか。

（戦いも復ふく讐しゆうも──）

　終えた直後というのは、なぜこうも身も心も空からっぽのような、そんな気持ちがするものなのだろう。

　が、オルバはまだすべてを終えたわけではなかった。虚きよ脱だつしそうな心身に活を入れて、村から去る足取りとなる。その背中をダグが追った。

「おまえはどうする気だ、オルバ？」

「まだ、メフィウス皇太子としての仕事がある」

「それが終わったら？」

「皇太子も、剣けん奴ど隷れいも、もう飽あきた」

　だからそれらとはちがう道をいく、という意味なのかどうかダグにははかりかねた。なおも声をかけようとしたが、なぜか思いとどまったようにダグは足を止め、オルバの姿が遠ざかっていくのを見届ける。六年ぶりの再会は、こうしてあっさりと終わりを告げた。

「頭かしら。オルバは、いったのか」

　するとダグと同じ村出身の男が声をかけてきた。「頭」とは呼ぶが、彼はダグより六つは歳とし上うえで、隣となり村むらのロアンとは多少の知り合いだった。もちろんその弟の喧けん嘩か好きもよく知っている。

「ああ」

「しかし、世のなかには馬ば鹿かげた話もあるもんだな。あのオルバが剣けん闘とう士しになって、それから皇太子の影かげ武む者しやか。いまだに信じられねえ。こうして、その馬鹿げた話のおかげで復讐が果たせたことだってさ。一回寝て覚めれば、全部が全部夢だった、なんて気がする」

「村を焼かれたときもそう思ったさ。そうであればいい、と夢のなかでさえ思いながら」

　ダグは暗い目をして、仲間たちの浮かれようを見わたしていた。

（……ずっと、ずっと夢のなかだった気がする。現実でもがき苦しみながらも、これは覚めない悪夢だと、どこかでかそう思っていたんだろう）

　そしてその悪夢が覚めたいまになってはじめて、これまでの六年間が現実だったのだと、やっと認にん識しきできた気さえするのだ。

「しかし。あいつ」

「あいつ？」

　はっとそれこそ現実に引き戻されてダグは訊きいた。

「オルバだよ。あいつ、村に戻る気はなかったのかね。まあ、さすがに田舎いなか暮らしに戻るよりは、皇太子でいたほうが気持ちいいか」

　ダグはふたたびオルバが去った方向に目を向けたが、不意にぶるっと身を震ふるわせた。

「……次は、本気でやれよ、か」

「頭？」

「自分で言っておきながら何だが、ごめんだな。おれは、あんなのとはやり合いたくねえ」

「どういうこった」

「普通の生き方ができる奴やつじゃねえってことさ。だから村にも戻らない。多た分ぶん、もう二度と会うこともねえさ」

　ダグの予測は外はずれる運命にある。しかし、このときは確かく信しんを抱いていた。

　自分たちは悪夢から覚めた。だが果たしてオルバ自身はどうなのだろう、とダグは思う。あるいは、もう自分の知っているオルバはどこにもいないのかもしれない。六年という年月を隔へだてていることを考えても、時には別人のように見えるときがあった。ダグの知らない六年を、ダグの知らない世界で過ごしてきた彼は、

（かつてのオルバでも、もちろんギル本人でもない。だというなら、）

（いまのおまえは、いったい誰だれなんだ）

　ダグの命令で、黒くろ兜かぶと団だんの兵士たちは身ぐるみを剝はがされたあと、炎のなかへと投じられた。もちろん分担しての作業となったので、このとき、とある手落ちが生じていた。この村へオーバリーとともに来た黒兜団のひとり──それも、村人たちが顔を知る男──の死し骸がいが、発見されていなかったのだ。




　村から出たオルバは、すぐさまシークを呼んで、何やら命令を下した。今度はそのシークが数名の近この衛え兵へいをつれて、村のほうへと駆かけ出していく。

　オルバはもの憂うげな顔でそれを見送っていたが、やがて、振り向いた先にビリーナとホゥ・ラン、ふたりの姿が並んでいるのを見て目を丸くした。

「これは」

「ランに、つれてきてもらいました」

　ビリーナは顔色を白くさせており、声にも張りがない。何が何やらわからない、といった風ふ情ぜいだろう。

「あそこで、何があったのです。将軍は？」

　その問いかけで、オルバは、シークがおそらく機き転てんを利かせて、物音の届かない位置までいったんビリーナを遠ざけていたにちがいない、と確かく信しんした。

　シークらの帰りを待つ間、オルバは淡たん々たんと王女に説明をした。村の方角から炎がいまだ躍おどっているのが見て取れる。今度はビリーナが目を丸くする番だった。

「オーバリー将軍が？」

「ああ。彼と、彼率いる黒兜団が六年前、戦時の混乱を利用して領内の村々を襲おそったという証言は、アプター検分の際にいくらも耳にした。そして今回、ふたたびアプターに来たオーバリーが同じことをくり返していることを知り、そのことを確たしかめていた最中だったのだ」

「──」

「おれが村人たちと接触していることを知ったオーバリーは、ならば口封じにとばかりに、村人とおれに襲いかかろうと兵を動かした。何とか事前に知ることができて、罠わなを張り巡らせてかろうじて返かえり討うちにできたという次第だ」

　自分でもよく舌がまわるものだとオルバは思う。もう守るものなど何もないはずなのに。

「メフィウス内部の恥をさらすようで忍びないが、これも事実。おれ自身、まさかタウーリアのあとにメフィウス武人と戦うことになろうとは思わなかったがな」

「しかし」

　むすっとした様よう子すでビリーナが抗弁しようとした。それに対し、「わかっている」と頷うなずこうとしたオルバだったが、

「何も伝えないのは悪い癖くせだな」

　意外なところから声がして、オルバは思わず口をぽかんと開けた。

「しかし、皇おう子じには皇子の事情もある。ビリーナ、ここで喧けん嘩かはやめておくことだね。彼は、疲れている」

　ランが言うと、ビリーナはまだ納得できない風ふうではあったが、少なくとも攻こう撃げき的てきな言葉は鞘さやにおさめた。

　シークらが戻ってくると、オルバはすぐさまアプターに出しゆつ立たつした。ちなみにシークらはここへ来るのに馬車を率いており、先ほど、布と縄なわでぐるぐる巻きにした物体を村から運んできて、馬車のなかへと放っている。

「まったく、馬ば鹿かなことを考えるものさ」馬首を並べて、シークがこっそり毒づいた。「ちょっとでもまちがっていたら、死んでいたんだよ」

「いつものことさ」

「まったくね」

「感かん謝しやしている」

　オルバのつぶやきは風に吹き散らされた。「え？」とシークが訊きき返すのをよそに、オルバは馬の速度を上げる。

「ともかく、生きていてよかったよ」

「いいや」オルバは宵よいのなかを駆かけながら、こればかりははっきりと言った。「死ににいくのさ、これからな」




　アプターへ戻った皇子を、城じよう砦さい内の人々が総出で出迎えた。

「皇子！」

「殿下がお戻りになられたぞ」

「いままで、いったいどちらへ？」

　口々に叫んで押し寄せかける人々の波を、片手を挙げて制したオルバは、謎なぞめいた笑えみを彼らに与えたまま自室へ引き下がった。その直前、兵のひとりを呼んで「ビラクへ遣つかいを」と命じている。

　夜が明けるまでオルバが没頭したのは、そこで無数の手紙を書き記すことだった。

　やがて空とユノス川とが白々とした色に溶け合いはじめた頃ころ、オルバは扉とびらを開けて外へ出た。

「ビラクへの遣いは？」

「は。ご命令を受けた直後には発たちましてございます」控えていた近この衛え兵へいが応じる。「明後日あさつて、いえ、もう明日あしたには着きましょう」

「そうか。なら頃ころ合あいだな」

　オルバは砦とりでに残った十数名の近この衛え兵へいすべてに声をかけ、出しゆつ立たつの準備を整ととのえさせていた。兵たちの集つどった広間には、他ほかに、ビリーナ、ホゥ・ラン、そしてクラウの姿がある。

「殿下」王女が駆かけ寄ってきた。「よもや、これから──？」

「そうだ。ガーベラへ向かう」

　おおっ、と兵たちがどよめきをあげた。いまだ国境では仮面の剣士オルバ率いる援軍が、オーダインの軍によって足止めを受けている。そこへ皇おう子じ自らが出向こうというのだ。

　それでこそ皇子らしい、と彼の人となりを摑つかみかけた兵たちが喜き色しよくを浮かべ、意気あがっていたそのとき、

「よろしいのかしら？」

　広間の入口から、イネーリ・メフィウスが姿を見せた。細い腰に手をあてがって、嘲ちよう弄ろうするような笑えみをたたえている。

「よろしいのか、とは何がだ」

「決まっているでしょう？　援軍がメフィウス部隊に足止めを受けたということは、ガーベラへは援軍を出してはならじ、というお父上の──皇帝陛下のご意向に他ならないわ。いままでだってお義に兄いさまは独断が過ぎるところはあったけれど、さすがに真正面から陛下に歯向かって、ただで済むとは思えないのだけれど」

　強くなりはじめた朝あさ陽ひが、広間の高い位置にある窓からさっと射さし込んだ。照らしあげられたイネーリの目が、勝利の予感に輝かがやいている。

（さあ）

　とその目は言っていた。

（さあ、偽にせ者ものの皇子さま。皇帝の不ふ興きようを買って、もし拘こう束そくされるようなことにでもなれば、その正体がばれる可能性が高くなる。どうなさるの？　あなたがもしあたしのにらんだとおりに偽者であるなら、こんな綱つな渡わたりなどできるはずがないわ）

　皇子は無言になり、兵たちは顔を見合わせた。ビリーナも固かた唾ずを吞のんで見守っている。

「イネーリ」

　ややあって、メフィウス皇太子は笑え顔がおで義妹いもうとのほうへと近づいた。

「陛下は、きっとおれを試されているのさ」

「試されている？」

　対するイネーリも笑顔だ。この偽者がどのような言葉でこの場を取とり繕つくろおうとするか、ある種芝しば居いを見物するような楽しみがあったが、

「そうとも。同盟相手のガーベラが窮きゆう地ちにあるいま、それを助けてはならじとはふざけた了見だ。おまえもそう思うだろう？　こんな馬ば鹿かげた、くそったれた命令の真意を汲くみ取れないようでは、おまえに皇太子の資格なし、と陛下はそう言っておられるのさ」

「く、くそ？」

　イネーリが驚おどろく間にもオルバは彼女へ近づき、そして肩に手をかけた。

「ガキが」

　小声で、これは他ほかの誰だれにも聞き取れないようにオルバは囁ささやいた。はっと目を剝むくイネーリとすれちがいながら、

「おれのことを知っていると言ったな。おまえに何がわかる。それ以上ぐだぐだ抜かすようなら、そのそっ首、この手で絞めあげてくれるぞ。わかったな、小娘」

　オルバが広間を出ていこうとしたので、兵士たち、そしてビリーナたちもあわててつづいた。

　取り残されたイネーリは、目を限界近くまでみはった表情のまま凍りついている。わなわなと肩が、そして全身が震ふるえはじめた。

「姫さま？」

　後ろで控えていた侍じ女じよたちが心配して駆かけ寄る。と、彼女たちは、自分の主人がいままで見たこともないほど蒼そう白はくになり、しかし、それだけに赤く色づいた唇が妖よう艶えんなまでに強きよう調ちようされているのを見て息を吞んだ。

「よくも」というつぶやきはあまりにも低く、小さく、周囲には聞こえなかった。「よ、よくも、偽にせ者ものの分際でこのわたしを侮ぶ辱じよくしたわね。覚えていなさい、お義と父うさまに言って、八つ裂きにしてもらうから」




　　　　２




　エリック・アマン・ドーリア率いる部隊が国こつ境きよう線せんを越えた。

　ガーベラのもとにもすでに情報が届いていたように、エリックは二〇〇〇からの兵のうち、六〇〇をメフィウスとの国境線辺あたりに残している。その指揮官に任じられたのはベルモア・プルートス。水上宮の祭さい儀ぎではかわいい声を披ひ露ろうしたが、無む論ろんそればかりが芸ではなく、さすがに代々北方の蛮ばん族ぞくと刃やいばを交えてきたプルートス家の次男、その勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりでもっともエリックの信を得ている男である。

　当然、残り一四〇〇はエリック自らが本隊として率いていた。現在、ウエント川の東岸沿いを南下中。メフィウスとの国境でもある川はノーザン山地の西を下って、そのままザイムへと通じている。

　エリック隊の頭上には、常に大型竜石戦せん艦かん『ヴェンヌ』の威容があった。八〇〇ほどの兵を乗せられるほどの規模だが、エリックはこの船に兵も物資も積つませなかった。重量がかさばれば船は装甲を薄うすくせざるを得なくなる。

　だからこそ兵は騎き馬ばで進ませ、物資のほうはというと川を利用してはしけで運んでいた。したがって装甲を厚くした艦かんは、空中の要よう塞さいといった体ていをなしている。

「ガーベラは、おそらく飛ひ空くう艇ていの扱いにもっとも手て慣なれている国だ」

　エリックはそう見ている。艇での爆ばく撃げき、攻撃にも長たけていよう。艦には、空の抑えになってもらわねばならなかった。

　その一方で、ベルモアのほうには巡洋艦級の竜石船『レギン』を預けていたが、こちらは装甲を排して、ほとんど竜石のみで組まれた速度重視型の船に仕立ててある。

「ガーベラは、」進軍中、プルートス家に仕えている若武者が笑った。「ベルモアの隊が、メフィウスににらみを利かせていると思い込んでいるでしょうな」

「そうであれば思う壺つぼだが」
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　馬上に揺られるエリックは、兜かぶとの形に見立てた飾かざり輪わの下でむっつりとしている。メフィウス皇帝グールからは、いざとなればメフィウスとの国境を越えてもよいという許きよ諾だくを得ている。もしベルモアの隊に対抗してガーベラが部隊を押しあげてくれば、ベルモア隊はそちらへいったん退たい避ひする手だ。敵は手出しできず、かといって無視もできず、戦力をいたずらに二分されることとなる。

　そしてもし、ガーベラがノーザン山地を越えてこちらの主力を背後から襲おそおうとした際にも、ベルモアの隊はその備えとなる。逆に挟はさみ撃うちすることが可能なはずだ。

「が──、メフィウス側で多少の騒さわぎがあるようなのが気に喰くわんな」

　皇おう子じからの援軍を、オーダイン将軍が足止めをさせている件である。しかし常ならばダイランに駐ちゆう留りゆうしている若武者たちは気にした様よう子すもなく、

「それこそ、皇帝がこちらとの約束を守っている証あかしでしょう。心配にはおよびません」

「無礼千万なガーベラに、そして惰だ眠みんを貪むさぼっている本国エンデにも、我われらがダイラン魂だましいを存分に見せつけてやりましょうぞ」

　エリックは口の端でにやっとした。

　もともと尚しよう武ぶの気き性しようあついダイランで幼年期から青年期までを過ごした男だ。首都で、やれ儀ぎ式しきだ、やれ宴うたげだと、エンデのどこか退廃的な風習にひたっているより、気心の知れた仲間たちとこうして軍馬を駆かって戦いくさに出かけるほうが性にあっている。

　そしてそんな自分だからこそ、エンデという国をもっと発展させることができる、と彼は信じていた。

　当面の目標は、ノウェ・サウザンテスがノーザンにこしらえたという急造の砦とりでだ。斥せつ候こうによると、詰めてあるのはおよそ兵力三〇〇。これにまずあたる。

（ガーベラとしてはこれで足止めさせ、ザイムから本隊を押し出す構えか）

　エリックは出陣前、簡かん単たんな地形図を頭に入れてある。

（が、ザイムは堅けん牢ろうな砦として知られている。ここにこもって防ぼう衛えい戦せんをおこなうほうが確かく実じつな手ではあるが）

　いずれにせよ、エリックにこれ以上兵を分散させるつもりはない。ザイムから主力が押し出してくれば、それこそベルモア隊にメフィウスを経由させて西から攻めさせればよかった。その場合、敵とてさらに兵を削ってでもこちらの背後にまわろうとはしまい。砦にこもっているならともかく、兵数でいえばこちらが有利である。




　ノウェは、エリックが山やま間あいの砦に迫りつつあるという報を受けた。

　砦に詰める黒くろ鉄がね騎き士し団だんのザンスに伝令を送り返してから、腕組みする。エリックはウエントの川岸、岸がん壁ぺきが左右にそびえる谷底の道を進軍している。その速度からして、おそらくは魔素エーテルの消耗を犠ぎ牲せいにしてでも、飛ひ空くう艇ていによる地形調ちよう査さを徹てつ底ていしているのだろうとわかる。

　控えの隊を、あらゆる方策が取れるように配置していることといい、

（なかなかのやり手だ）

　エリック・アマン・ドーリアといえば、武の才はあっても決して思し慮りよ深ぶかくはないという噂うわさだった。しかし政治的な手腕はともかくも、こと戦いに関しては独特の勘かんが働くのだろう。

　メフィウスからの連絡はいまだになかった。ここからアプターへ遣つかいを飛ばすにしても時間がかかりすぎる。それに、ザイムの実質的城主であるゼノン・アウエル王子ははなからメフィウスを当てにしてはいない様子。

（直接エンデと刃やいばを交える事態となると、それはもうおれの敗北だ）

　ノウェにしてみればそんな思いがある。今回の戦いくさ、本来ならば戦わぬ道を取るのがいちばんの勝利なのである。この戦いでガーベラに得られるものなどほとんどないからに他ほかならず、たとえエリック・アマン・ドーリア公こう子しの軍を退しりぞけたとて、ガーベラに敵本国まで軍を進める余力はないのだ。

（それに……、大陸中央がふたたび戦乱となれば、東から強国アリオンが出で張ばってくる可能性がある。アリオンは、エンデと縁えにし浅からぬ仲だ）

　だからこそ、ノウェはメフィウスのギルにわざわざ恩を売るような真ま似ねをして、メフィウスの援軍に期待した。敵はメフィウスと通じているつもりだろうから、そのメフィウスから軍が来るとあっては動揺もさぞ大きかろう。エンデは作戦を白紙に戻さざるを得なくなって、結局部隊を引き上げにかかるはずだ、とノウェは踏んだのである。

（そのメフィウスだが、もはや間に合いそうにないか）

　忸じく怩じたる思いではあるものの、ノウェも半ばほどは覚悟を決めていた。もちろん、戦がはじまってしまった場合の備えを忘れる彼でもない。

「エリックとて、長期戦をのぞめる状況ではあるまい」

　ノウェは艶つやのある髪を手ですいて、眼下に見えるウエント川へ切れ長の目を凝こらした。

　近くに控えていた騎き兵へい隊長のロジェがちらりとこちらを見たが、言葉は出さない。ノウェがひとり言をつぶやいているのは思索にふけっている証拠だからだ。

「二重の砦とりでで、敵の動きを限定することさえできればいい。よもやメフィウスも、援軍を出さぬばかりか、エンデに与くみして側面から衝ついてくるほど恥知らずでもあるまいが」

　無む論ろん、ギルの援軍が間に合ってくれればそれに越したことはない。不ふ確かく定ていな要素を作戦に持ち込むのはノウェの信条ではないが、あの不敵なギルの面つら構がまえを思い出すと、

（いかに困こん難なんな情勢であれ、ひょっとすればこちらが拍子抜けするくらいあっさりと救援にあらわれるのではないか）

　という期待も、どこか捨てきれずにいたのである。




　エンデの部隊が国境を越える二日前──、

「何だと」

　メフィウス帝都ソロン。

　建造途中の竜神神殿を見物に赴おもむいていた皇帝グールは、やにわに怒ど声せいを響ひびかせた。辺あたりが一いつ瞬しゆんしんと静まり返る。

　グールの足もとにひざまずいた家臣は、まるで自分が殺されるのではないかというほど顔がん面めんを青くさせている。しかしもちろんグールの怒りの矛ほこ先さきは知らせに走ってきた彼にではない、実の息子むすこギル・メフィウスに対してであった。

「いまだ援軍を引き戻さぬばかりか、アプターからドゥームが飛び立ったというのだな」

「は、ははっ」

　ドゥームは、ギル皇おう子じが初うい陣じんの際に貰もらい受けた近この衛え隊たいの旗き艦かん。それがアプターより発たったということは、当然、ガーベラへ救援を送るためのものだろう。

　グールは急ぎ宮殿に戻り、ソロンからも空中部隊を出すように命じた。相手は、メフィウス一二将のひとりにして、飛空部隊を中心とする朱と鷺き征そ矢や団団長ユライア・マッター。

　このことを知って、足早に謁えつ見けんの間へと急いだのはシモン・ロドルームである。

「陛下！」

「何事だ、おまえにしては騒そう々ぞうしい」

「ユライアどのに何を命じられたのです」

「ギルめの独断行為は目に余る。タウーリアに関してはわしが好きにさせたこともあって黙もく認にんしたが、こたびは皇帝の名においてしかと命じておいたのだ。それをあからさまに無視しようとは、さすがに咎とがめを与えねばならん。だからユライアにドゥームを喰くい止めるよう命じた。これに何の問題があろう？　元評ひよう議ぎ会かい議長が血相を変えるようなこととも思えぬ」

「ギル皇子は、責任を感じられたのでしょう」

「責任だと？」

「同盟の証あかしであるビリーナ王女をいずれは娶めとるお立場です。その同盟国であるガーベラの苦く難なんを見捨ててはおけなかった。何でこれがただの独断行為でありましょう。皇子は、決して陛下を軽んじられたのではありませぬ。どうか、このシモン・ロドルームの名においてお頼み申す。殿下をお許しにはなっていただけませぬか」

「ほう。ロドルーム家の名も、安うなったものよな」

　両者の間にただならぬものを感じて、謁見の間に居合わせた貴族や侍じ従じゆうたちは顔を見合わせた。とばっちりを恐れ、挨あい拶さつにもならぬことを口走って退去していく者もある。

「それは、わしへの非難でもあるな。ガーベラへ救援を出さぬのが、それほどに不満か」

「皇子がアプターにおいて苦境に立たされた際、ガーベラは部隊を引き戻してでも救援に駆かけつけた模様。同盟相手としての『義』でございます。次は我われらが見せつけるべきときではないかと」

「下らぬ」グールは鼻息で白い髭ひげをそよがせた。「エンデ公国側の部隊を率いるのは、エリック公子ただひとりと聞く。互いの存亡をかけた戦いくさにまではなるまい。ザイム近辺の領土を切りわけるていどのものよ。それにシモンよ、エンデにはアリオンとのつながりがあることを忘れてはならんな。我々がのこのこ出で張ばれば、エンデの友好国アリオンにこちらへ手をのばす口実を与えかねん。今回のことは、ガーベラのほうでうまく切り抜けてもらうしかない」

　いまとなっては、誰だれに対して命じるときであっても、短く、そして断じるように言うのが皇帝グールだ。それをいま、いちおうはもっともらしい言葉を並べ立てているのも、相手がシモンであるというのと、もちろん今回の決断が同盟相手への義理を欠いたものだということを十分自覚しているからであろう。

　逆に言えば、これにさえ歯向かうようなら、シモン公へどのような処罰が下されるかわからない、と謁えつ見けんの間はさらなる緊きん張ちよう感かんに包まれた。いく人もの男たちが喉のどを鳴らすのが耳に聞こえてきそうなほどだ。

　さすがに押おし黙だまったシモンへ皇帝は、

「国の舵かじはわしの手にある。舵取りがふたりもいれば船はいく先を見失おう。水夫たちも士気をなくしてしまう。ギルめにはその認にん識しきが欠けておるのだ。奴やつからは軍事力を行使する権限を解く。わずかな間だけのことだが、それでギルにもう一度皇族の義務を考えなおしてもらわねばならんな」

「考えなおしていただくのは、陛下のほうです」

「何？」

　ぎょろっとした目を剝むいて、グールは席を立ちかけた。シモンは鉄面皮をまとったか、無表情で頭を下げつつ、

「出すぎた口をお許しください。わたしならば、いかような処罰も受ける覚悟。慮りよ外がいながら、いま一度申し上げます。どうか、このシモン・ロドルームの名に」

「黙だまれ！」グールは立ちあがると、指を一本突きつけた。「どうやらシモンよ、そなたはわしにではなく、いまひとりの舵取りのほうに気を奪われておる様よう子すだな。そのような輩やからこそがいらぬ波を起こし、国を乱すのだ。出ていけ！　二度とわしの前に顔を出すでないわ」

「へ、陛下！」

「シモン公、何と差し出がましいことを。は、早はよう、陛下におわびし、ご慈じ悲ひを賜たまわるのだ」

　さしもの陪ばい臣しんたちも大おお騒さわぎになる。ただひとり、当事者のシモンだけが騒ぎ立てもせず、うつむき加減のまま立ち尽くしていた。

　ややあって、皇帝の前から退去したシモンを、横合いから見つめる老将ローグ・サイアンの姿があった。彼も謁見の間に入ろうとしたのだが、なかから皇帝の怒ど声せいが聞こえてきて足を止めていた。結局、触れ係に入場を取とり止やめるよう言うと、出てくるシモンを正面から迎える形になったのである。シモンは肩を落としも、背を曲げもせず、まったくいつもどおりの様よう子すで歩いていた。

　何か声をかけたかったが、そんなシモンの様子を見ると何も言えなくなった。

　歳としは、ローグのほうが五つは上である。しかしシモンには常に最大限の敬意を払ってきた。武器を取り、空くう船せんを操あやつるしか能のない自分と異なって、シモンはメフィウスのあらゆる難なん事じに向かい合ってきた人物だという認識があったからだ。

　そしていまも──。

　肩が触れ合うほどの距きよ離りで、ふたりは無言ですれちがった。

　ローグは、宮殿に伺し候こうする際も身につける先祖重代の鎧よろい、その胸の部分を、軽く拳こぶしで叩たたいた。




　皇おう子じ近この衛え隊たいの旗き艦かん、大型竜石船ドゥーム。

　戦艦級の大型船でありながら、兵の収容人数は二〇〇と、思いのほか少ない。それは骨格となる無重量金属の上に、鉄板を重ねて防ぼう御ぎよ力りよくを高め、推進力を生む魔素エーテルエンジンを通常の三倍近く積つんでいるからだ。

　ドゥームはそのため、防御力と速度を兼ね備えている。航行速度は時速二〇キロ前後と平凡だが、もし防御を犠ぎ牲せいにして速度のみを優ゆう先せんするなら時速七〇を超えよう。戦艦級としては異例なまでの数字である。

　アプターを発たったこの船を迎えるのに、ソロンとビラクの中間にある基地から飛び立ったユライア・マッターの船団は、すぐさまビラク近きん隣りんで網あみを張った。

　ドゥームの巨きよ影えいをとらえたのは、ソロンで皇帝とシモンが衝しよう突とつしてから二日後の夕刻である。ユライアは、ガーベラ国境近くでオーダインの部隊がそうしたように飛ひ空くう艇てい隊を発して、まずドゥームの身動きを止めた。

　ここ最近の皇太子を知っているユライアだから、ひょっとしたら強行突破もあり得る、と緊きん張ちようの面おも持もちをしていたが、案あん外がい、ドゥームはあっさりと停船命令に従った。

　ユライア自らも艇に跨またがって、巨体を降ろしたドゥームへと向かう。

　が、ドゥーム艦橋内でユライアは啞あ然ぜんとなった。なかには兵のひとりもいない。最低限、船を動かせるだけの士官がいるだけで、艦橋で操そう船せんを担当していたのは──、

「ビリーナ王女!?」

　思わずユライアの声が跳はねあがった。

　一四歳の姫君は、いかにもきょとんとしたような顔をしている。

「何か、メフィウスの法を侵すような真ま似ねをしでかしたでしょうか」小首を傾かしげつつ、「わたしはこちらのクラウに頼んで、大型船の操船を練習させていただいているのですけれど。……そうですね、空はひとつではありません。メフィウスの空にはメフィウス独自の縛しばりがあるものなのでしょう。軽はずみな行動をお詫わびいたします」

「い、いえ。そのようなこと」

　ユライアは恐きよう縮しゆくしながらも、ビリーナ王女と、その隣となりにいる肥こえ太った女を代わる代わるに見つめている。部下に船内を探索させたが、やはり武装した兵などただのひとりもいなかった。もちろん、ギル皇子の姿もだ。

（はかられた）

　ユライアは三十代半ば。一二将軍のなかでは二番目に若い。ぎっと奥歯を嚙かみしめる。皇子たちはおそらく、いまごろは別のルートでガーベラへ向かっているのだろう。

　あるいは目の前のいかにも無む垢くそうに見せかけた姫君こそが、母国へ援軍を出すために皇子を焚たきつけたのではないか──、そうも考えるユライアだったが、立場上、いまはどうすることもできない。

「船は面おも白しろいですわね。これほど大きなものが自分の思うがままに空を舞まうのですもの。ねえ、クラウ。いつか人は、空で生活できるようになるんじゃないかしら」

　このときビリーナ王女はいかにも無む邪じや気きに振る舞っていたが、その芝しば居いのモデルがイネーリ皇女であったとは、さすがにユライアも、そして声をかけられたところで困るしかないクラウにもわからないことだ。




　　　　３




　このとき、オルバたちはユライアの予測どおり、陸路でドゥーミック平を横切っていた。アプターを発たったのは、ドゥームが囮おとりとなって飛び立つ前日の晩。しかし騎き馬ばで横断するには五日以上かかる距きよ離りだ。不眠不休でそれを半分に縮ちぢめられたとしても、無む論ろん、馬も人も休ませないわけにはいかない。

　そこでオルバはソロンを発つ前にビラクへ伝令を送っていた。空船での物資輸ゆ送そうを主おもに手がけるビラクの豪商ザジ・ハーマンに頼んで、馬で一日、ほとんど休まず駆かけさせた先に高速巡じゆん洋よう艦かんを用意させていたのである。

　十数名の兵と馬をこの船でひと晩休ませ、その間も船は航行をつづけさせる。ザジと皇子のつながりを知る者はいまのところソロンにはない。よって、商船に偽ぎ装そうした船団に足止めをかける者もなかった。

　船の魔素エーテルが尽きかけると、ふたたび馬上での強行軍となる。

　そしてアプターを発ってから実に三日後、オルバたちはノーザン山地をのぞむことのできる平野にて、カインらの部隊と合流を果たした。




「オ──」

　駆けてくるオルバの姿を見て、カインが喜びも露あらわに両手を広げた。その口を塞ふさいだのはゴーウェンである。あわや、オルバであるはずの彼が、相手を『オルバ』と呼びそうになったからだ。

　ゴーウェンはさっと地面に膝ひざをついて臣下の礼をとった。

「殿下、よもや殿下ご自身が参られるとは思いもせず。お迎えにもあがれず……」

「いい」

　馬から降りたオルバは、いつもと同じ素っ気なさだったが、

（おや）

　ゴーウェンはふと様よう子すのちがうのに気づき、オルバの背後にいたシークに目配せをした。美び貌ぼうの元剣けん闘とう士しは細い顎あごを引く。それだけでゴーウェンには、オルバとオーバリーにまつわる様様なことが予測できた。

（やはり、来たか）

　と腕組みをして、皇おう子じの姿を遠目にしているのはパーシルだ。皇子を深く知るはずもない彼だが、そうした予感だけは抱いていた。が、皇子の顔に『気』が入っていないのが若じやつ干かん気にかかる。

（アプターでのあいつは、平静さをよそおいながらも、怖いくらいの『気』をぎらつかせていたものだが）

　何やら、身にまとっていた覇は気きすべてが削そぎ落ちているような思いすらする。パーシルの記き憶おくからすると、常つね日ひ頃ごろから『気』をたぎらせていたはずの剣けん闘とう士しが、あるとき突然そんな顔をすることがあった。いかに生と死が隣となり合った戦いに身を投じる剣闘士でも、それが日常となれば、日常に倦うむときがあるのは自然なことだ。

（戦いへの執着を、自分でも知らぬうちに失った剣闘士は）

　すなわち命への執着をも失って、死ぬ。

　パーシルは内心、やや引っかかりを覚えながらも、それを直接皇子に口にすることはなかった。恨うらんでやまないメフィウスの皇太子だから、ではなく、いまだ彼はギル・メフィウスを──自らの感情をも含めて──はかりかねていたからである。

　皇太子自らがここまで辿たどり着いた、という報は、対するオーダイン・ロルゴの陣営にも伝わった。

　オルバたちが到着して二時間ほど経たってから、オーダイン自らが二〇騎きのみの供ともをつれて使者に立った。昼日中のことだったが、にわかに空はかき曇くもって、山々に囲まれた平野に影かげを落としている。

　オーダインも、まさか皇子自身がここまでやってくるとは思っていなかった。険しい表情で挨あい拶さつの言葉を述べたのち、

「まことに申しわけござらんが、こちらも皇帝陛下のご命令をお預かりしている身。皇太子殿下をこれ以上進ませるわけには参りませぬ」

　しっかりと釘くぎを刺した。

　巡じゆん洋よう艦かんの前で、床しよう机ぎ椅い子すに腰かけるギルはオーダインの顔を見てもいない。空を見上げ、

「降るか」

　と隣となりでひざまずいていたゴーウェンに訊きいた。かつての奴ど隷れい監かん督とく長ちようも空へ目を向けて、

「今日きようは、まだ保もつでしょう」

「そうか。降れば、ウエントの水かさが増して、エンデも谷底の進軍路を阻はばまれるかもしれなかったが」

　道中、ザジの遣つかいからエンデの進軍路のことは聞き及んでいる。もちろん大まかなものでしかなく、詳細はこれより摑つかむしかない。

　オーダイン・ロルゴの顔に血の気がのぼった。前述したように、オーダインは奴隷を取り立てるギルをよくは思っていない。自然、語気も荒くなった。

「失礼ながら、殿下はどうかされておられるのではないか、と良りよう識しきある者たちは口々に申しておりますぞ。奴ど隷れい風ふ情ぜいを直属の臣下につけられたり、アークスと同盟を結ばれたり。今回、もしも陛下のご命令にさえ歯向かわれるようであるなら、謀む反ほんの意ありと決めつけられても言いい逃のがれできませぬ」

　またギルは口をつぐんだ。

　オーダインにしてみれば、たとえ皇おう子じが直接ここへ来たところで覆くつがえせる状況であろうはずがないと思っていた。戦いくさに多少の才を見せはじめている皇子ではあるものの、さすがにいまの皇帝に逆さからえばどうなるかはわかりきっているはずだ。

（下らん任務だ）

　オーダイン自身、いまの皇帝のやりようが武人として正しいなどとは思えなかった。同盟国への援軍を差し止めるなど、誇りある武将の任でもない。だが、ガーベラでリュカオンが、そしてメフィウスでザットが謀反の火をあげかけた昨さつ今こんの情勢をかんがみるに、国内の足並みを乱すような行動は慎むべきだった。

　一方のオルバはというと──、

（そうだったな）

　オーダインの頭上はるか遠くに視し線せんを這はわせながら、

（もう、必要はねえんだったな）

　思いを巡らせる。必要、とは、芝しば居いの必要、という意味だった。ギルとして新しい人物に出会うたび、オルバは最初不ふ機き嫌げんさをよそおうのが常だった。相手の言葉を引き出すことで、ギル皇太子とその相手とがどのような関係であったのか推察するためである。それがいつしか、身に染みた習性となっていたようだ。

「オーダイン」

「は」

　そこではじめてオルバは武将の目を見つめた。唐とう突とつだったので、オーダイン・ロルゴはややたじろいだ。

「つまり、おれの前からどかぬ、と言うのだな」

（くり言を）

　我われを取り戻したオーダインは、蔑さげすみの表情を押し殺しつつ、

「皇太子さまお相手に云うん々ぬん、というのではなく、これは陛下からの勅ちよく命めいでありますれば……」

「ごたくはいい。つまりおまえは、陛下のお考え深きところまで読み取れず、ただ言いなりになって、メフィウス武人の面つら汚よごしになれと言うわけだ。大したものだ、そこまで考えなしに行動できるのなら、人は皆誰だれかの奴隷となって楽に過ごせもしよう。命じられるがままに動いて、与えられるままに食べ、眠る」

「殿下。で、殿下は、わたしを奴ど隷れいと申されるか」

　怒りのあまりにオーダインの声は喉のどにからんだ。すると、

「殿下！」

　近この衛え兵たいたちがざわっとどよめいた。彼らが思い返したのは、アプター砦とりでにオーバリー将軍が来た際、酔った皇太子が剣を振りまわした場面。いままさに、ギル・メフィウスは腰から小剣を引き抜くと、それをオーダインの首筋にあてがったのである。

「ちがうと言うのなら、陛下陛下ではなく、おのが言葉で申してみよ、オーダイン。ガーベラの危き難なんを見過ごして武人の魂たましいがいささかも汚けがれぬというおまえの言葉が、果たして誰だれの魂に響ひびくというのか」

「…………」

　ギル・メフィウスの言葉に、オーダイン・ロルゴが揺らいだ。その身体からだが、ではない。二〇年以上も将として戦いくさ場ばを駆かけ巡ってきた武人としての心がである。

　と、その場にいないはずの、別人の声がした。

「同盟国を見捨てたメフィウスは、今後、あらゆる痛つう罵ばにさらされましょうな。それこそ周辺国に、悪あく辣らつなメフィウス討うつべしという大義名分を与えるだけとも思えまする」

「ローグどの！」

　振り向いたオーダインをはじめ、ギルも驚おどろきの表情を隠せなかった。新たな騎き馬ばの群れが接近しつつある。先頭にいるのは、老将ローグ・サイアンだった。

「ローグどの」オーダインはひざまずいた姿勢のまま、苦にが々にがしそうな顔になった。「勝手に部隊を動かされては、ローグどのも陛下に責めを負わされましょうぞ」

「何のことかな。わしは、今こ宵よい、月が見事に見えると聞いてな。ひとりで見物するのももったいないと思うて、こうして隊を引きつれてきたまで。いやしかし、時間が早すぎたかな」

　かつて、ギル皇おう子じの初うい陣じんをもともにした老将は、飄ひよう然ぜんとした様よう子すで空を見上げている。黒雲が湧わいており、陽ひが沈んだとてとても月が見えるような日ひ柄がらではない。

　オーダイン・ロルゴはローグの顔を、そして自らの足もとを見つめた。

　ややあって、

「わたしに下された命令は、アプターより派は遣けんされた援軍を喰くい止めること」

「オーダイン。貴公、まだ……」

「しかし！」オーダインはローグの言葉を遮さえぎった。「わたしの目の届かぬところでなら、ローグどのがどこへいこうと、皇子ご本人がどこへいかれようと、わたしにもお止めすることはできますまい」

「オーダイン」

「……無む論ろん、このことは陛下にご報告させていただく。ただ、今宵、月が見事だとおっしゃられましたかな。それを見物しながらの道中となりますゆえ、ややもすればソロンに辿たどり着くのは翌朝になるかもしれませんな」

　オーダイン・ロルゴは言い、「御前を失礼いたします」と皇おう子じに言いおいて、その場を立った。部下たちに手を振る。そこに、どれほど無音の言葉が凝ぎよう縮しゆくされていたのだろう。オーダインの供ともに来た二〇名の騎き馬ば兵へいは、いずれも厳きびしい顔で、しかし揃そろったように首をひとつ縦たてに振ると、馬首を巡らせた。

　土煙を立てて去っていく彼らを見送りながら、

「あ奴やつめも、悪い男ではございません」ローグが、ここにいるのがさも当然のような顔をして言った。「ただ少し実直に過ぎるまでのことで」

「メフィウス人も、いろいろだな」

「何とおっしゃられた？」

「い、いや」

　シークとゴーウェンがこのとき驚きよう愕がくしたのは、オルバの声が湿っているように聞こえたからだ。

　実際、オルバには胸にこみあげてくる様々なものがあった。故郷を焼き払ったのもメフィウス人なら、こうして──オルバ自身の本心はともかくも──掲かかげてみせた『義』に惑まどい、あるいはついていこうとするメフィウス人もいる。

「将軍、礼を言う」

「礼をおっしゃられるまでもありますまい。さあ、いきますかな。わしにはザイム以来の戦いくさとなります。おや、でも今度のいき先もザイムでしたか。妙な縁えんがあるようで──」

「いや、ローグ将軍。将軍はここで引かれよ」

「何と仰おおせで？」

「どのような詭き弁べんを巡らそうと、父上に逆さからったは事実。責めを負うのはおれひとりでよい」

「し、しかし……」

「ご家族によろしく伝えておいてくれ。またいずれ邪じや魔ますることもあるかもしれん」

　家族のことを出され、ローグはわずかに目をうつむかせた。以前、オルバは将軍邸を訪ねたことがある。そこで酒と料理を馳ち走そうになった。オルバにはなぜか、はるか昔の出来事のように思われた。

「ああ、それと、将軍のご子息と、オーダインの娘御は仲がよいようだ。今回のことで幼い友情にひびを入れぬよう、気き遣づかってくれ」

「皇子」

　ローグ・サイアンのほうこそぐっとこみあげるものがあってか、眉み間けんに指を当てて顔をそらした。

（おれも、甘いことだ）

　オルバは思う。しかしこれから先のことを思えば、いまここで新たな『責任』を負うわけにはいかなかったのである。

（これを──）

　最後の義理にせねばならぬ、とオルバは決めていたのだから。
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　谷底を流れる川の傍かたわらを進んでいたエンデ軍は、国こつ境きよう線せんを越えて半日後にガーベラの先せん遣けん部隊を目もく撃げきした。右手側の崖がけ上うえに、ガーベラ部隊の鎧よろい兜かぶとが光って見えたのである。こちらが気づいたと見て、散発的に射しや撃げきをおこなってきたが、距きよ離りがあってあたらない。

　戦せん艦かんヴェンヌから数すう機きの飛ひ空くう艇ていが飛んでこれを追った。エリックはしかし深追いは避さけるよう厳げん命めい。

「砦とりでからの兵でしょうか」

「いや、あるいは、ノーザンの地形に精通していて、こちらの背後にまわり込む手やも」

「構わん」エリックはすばやく決断した。「ゲリラ戦で、こちらの進軍を遅らせる気だ。むしろ飛ばせ」

　そのさらに半日後には、両軍はじめて犠ぎ牲せい者しやを出す戦いとなった。

　ノーザン山地中央に築きずいた急造の城じよう砦さいから、ガーベラは少数精せん鋭えいをもって奇き襲しゆうをしかけてくる。散発的なゲリラ戦だ。しかし数ではエンデ側が圧倒していた。

「小さい被害に構うな。虫の群れの合間を突破していくようなものだ。多少血を吸われようが、肌を喰くわれようが、こちらから退ひかぬ以上、負けはない」

　エリックは行軍速度を落とそうとはしない。敵の狙ねらいがそこにあるのはわかりきっていたからだ。

　激げき戦せん区くは、地上よりも空中にあった。

　エンデ側は飛ひ空くう艇ていをひたすら飛ばし、地形を調ちよう査さ、そして敵の忍んでいる場所を発見する。当然、砦とりでからはガーベラ側の飛空艇も飛んだ。空を制されれば、これほど複雑な地形での戦況は一方的なまでに敵方優ゆう位いとなる。

　何といっても飛空艇、そして操そう縦じゆう士し、双方ともにガーベラのほうが質は高い。エンデの飛空艇を主力隊がひきつけている間に、横合いから別働隊が母ぼ艦かんヴェンヌに爆ばく撃げきをしかけてくる場面もあった。が、エリックはヴェンヌを空の要よう塞さいとして強化している。兵も物資も積つまず、さらには機き動どう力りよくを犠ぎ牲せいにしてでも、空を飛べるぎりぎりの重量まで防ぼう御ぎよ力りよくにつぎ込んでいた。

「ひるむな。ひるめば、それこそ敵の思う壺つぼだぞ」

　頭上で爆発音が連続するなか、エリック主力隊の副官モンフォールがエリックと同じことを叫んでいる。飛空艇の伝令が、ウエント川の下流に鉄砲隊が伏せているのを知らせに来た。

　そういった小規模な戦いをくり返しているうちに、

「ノウェめ。口ほどにもない」

　エリック・アマン・ドーリアは自信を深めた。散発的に小部隊をくり出してきては、敵はその都つ度ど後退せざるを得ない。

　もともと、ノーザン山地の砦は位置取りがさほどうまくない。エリックの放った斥せつ候こうによると、このことをノウェ・サウザンテスが嘆なげいていたこともわかっている。大将であるゼノンどころか、部下との意思疎通さえもうまくいっていない証あかしだ。

「あの城はたやすく落ちる」

　敵としては、だからこそ連続的にゲリラ戦をしかけてはこちらの足取りを鈍にぶくさせるしか方法がない。その間かん隙げきを縫ぬって、ザイムから山地の砦へと兵力をわずかばかり移動させたようだが、

「砦を引き払ってザイムに集中しているほうがまだしもだったものを。あれにこだわるあまり、ガーベラはおのが首を絞めたぞ」

　万策尽きた山地の砦へと、エリックは部隊を進めた。

　黒く雲の垂れ込めた空の下、軍がいよいよ威勢に駆かられて突き進む──。

　一方、ザイム砦内にあるノウェ・サウザンテスは、ノーザン山地からの報告を逐一受け取っていた。ノーザンの砦とザイムの間には、伝令用にいくとおりもの道を用意していて、情報収集には抜かりがない。

（まだか）

　さしもの知将も、表情に余裕が失われかけている。以前に述べたように、ノウェはこの戦いははじまってしまえばもう勝利はないと見ている。たとえエリックの攻こう撃げきをザイムで喰くい止められたとしても、得られるものもない、兵も物資もただ消耗するばかりの戦いくさだからだ。

　そんなことになればノウェ・サウザンテスの名折れだ。

（ギル・メフィウス。まだか）

　他た力りき本ほん願がんな祈りなど、ノウェには本来無用なものだ。しかしいまは──。

　伝令がそのときザイムへと入った。飛ひ空くう艇ていから飛び降りた兵が、ノウェやゼノンのいる司令室へと飛び込んでくる。多少の光こう明みようを期待して腰を上げたノウェの耳に、

「敵軍、ノーザンの砦とりでから目視できる距きよ離りまで迫りました。陣をととのえ、半時間後には突撃してくる模様！」

　いよいよ正面からの戦いを覚悟せざるを得ない報告が入った。

　ザイムが戦意と熱ねつ気きに包まれた。そのなかにあって、ノウェひとりが浮かない顔をして座り込む。

　まさしくその頃ころ合あい、エリックの部隊はノーザンの砦へと押し迫った。

　対ガーベラ戦争はじめての戦果を前に、常日頃は陰いん鬱うつなエリックの顔もさすがに輝かがやく。

　──が、これがノウェ・サウザンテスのしかけた罠わなだった。小規模な突撃をくり返させ、何度も撤てつ退たいさせたのちに、敵を懐ふところへ引き込む。かつてアプター攻略にも用いた手である。この城が落ちやすいという情報を流したのも、ノウェが得意とする情報戦によるものだ。

　敵てき艦かんヴェンヌが砦への砲撃を開始するや否いなや、左右に切り立った崖がけの合間からカモフラージュされていた砲がにょきっと姿を見せた。砲声が、いっときエンデ軍のあげる鬨ときの声を搔かき消す勢いで連続した。思いがけず激はげしい砲撃戦となり、ヴェンヌはいったん後退。代わりに飛空艇でこれをひとつひとつ沈めにかかったが、砦から迎撃に出た敵艇の数も並大抵ではない。

　エリック公こう子しは飾かざり輪わの下で厳きびしい表情になった。が、毅き然ぜんとして、

「敵砲火を空に集中させている隙すきに、城を奪い取れ」

　モンフォールに命じて、地上部隊に突入させた。ヴェンヌの防ぼう御ぎよ力りよくならば、しばらくは敵の空戦力を一手に引き受けられよう。その隙に地上を制するつもりだ。

　エリックの判断は速度を重んじる侵略軍としては正しかったが、しかし対するノウェはこの複雑な地形をとことん味方につけていた。城への道ことごとくが、実はあちこちが陥かん没ぼつしており、それをやわらかい土ど砂しやで隠しておいたのである。

　初歩的な戦術だが、幅の狭いこの地形においては効果的な作戦でもあった。エンデ軍の馬や歩兵が次々と転倒していくのに、ガーベラの伏兵が襲おそいかかる。砦正面、高くなった位置からは整せい然ぜんと並んだ鉄砲隊が次々と発砲した。

　あちこちで血煙があがる。態勢の崩れたモンフォール隊は作物を刈り取られるように首を撥はねられ、胸を槍やりで突き刺され、鉛の弾をこめかみに喰くい込ませて絶命していく。モンフォールはあわてて部下たちを制動させ、鉄砲隊に援えん護ごさせつつ、いったん後退する決意を固めた。

（ちっ）

　本隊からそれを見上げていたエリックは、内心舌打ちした。空での戦いに隙すきを見み出いだされたのは、むしろエンデ側だ。ガーベラは艦かんと地上との砲ほう撃げき戦せん、そして飛ひ空くう艇てい隊同士の戦いを激げき化かさせることによって、こちらの地上部隊を誘い招いたのである。

（ノウェめ、まさかこちらのほうに主力を置いていたのか？）

　てっきりこちらを牽けん制せいし、速度を鈍にぶらせるだけが目的と思われたこの城じよう砦さいだったが、よもやガーベラはここをこそ決戦の地とにらんでいたのだろうか。

「公こう子し、いかがなさいます」

　エリックと轡くつわを並べたダイラン武者が言った。顔が血気にはやっている。主力をモンフォール隊につづかせるか、という意味だろう。それを見取って、エリックは頭を振った。

「泥沼的に敵の策略に引きずり込まれるだけだ。伝令を飛ばせ！　ベルモアを動かす」

「はっ」

　エリックのこの決断もごく当然のことだったろう。責めるべき点はない。しかしノウェはまさしく敵将のこの決断をこそ誘っていたのである。

　このとき、ノーザンの砦とりで内部において、ガーベラ側指揮官ザンスが何をしていたかというと、撤てつ退たいの準備である。ここを決戦の地などとはとんでもなかった。ザンスはノウェに言い含められていたとおりに、寡か兵へいで、しかけた罠わなを駆く使ししながらなるだけ敵と互角にわたり合った。ただしそれもごく短い時間だけだ。砦にいる兵の数は決して多すぎはしない。飛空艇隊だけはザイムにあったほぼ七割を動員していたが、それもエリックに油断ならじと思わせるための策である。

「敵飛空艇が二機き、戦場を離はなれていきます」

　双そう眼がん鏡きようで様よう子すを窺うかがっていた兵が言うと、ザンスは頷うなずいた。

「別働隊が来る。撤退準備を急がせろ。ただし気け取どられぬよう、魔素エーテルの尽きかけた艇はこの城に補給に戻ると見せかけ、内部で打うち壊こわせ」

　命令を徹てつ底ていさせる。

　ノウェ・サウザンテスがもっとも警けい戒かいしているのが、エンデの別働隊──すなわちベルモア率いる、メフィウス国境近くに布陣している隊である。あれをメフィウスへの牽制のためと見るむきもあったが、ノウェの考えはちがう。彼はじかにメフィウス皇太子と話したことで、その父である皇帝グールとエンデとの間に密約があることを嗅かぎ取っていた。

（おそらくあの隊は国こつ境きよう線せんを越え、こちらが手出しできないルートからザイムを攻めてくる）

　敵がいったんメフィウス領内へ入ってしまうと、さしものノウェも動きが読みにくくなる。あるいは南方から突然姿を見せてザイムを挟はさみ撃うちにしようとする算段かもしれない。

　さらに、ノウェはこのことを他ほかの誰だれにも伝えてはいなかった。メフィウス領内に敵が入る可能性を示し唆さしてしまうと、ザイムの将兵たちに動揺が起こり、注意力も散漫となるからだ。誰しもが切れ者ではない。メフィウスとエンデが通じているからといって、メフィウス自体がこちらに牙きばを剝むく可能性はないとノウェは見ていたが、兵たちの大半はそうではあるまい。戦場においての疑心は、ことわざどおりにまさしく恐ろしい暗鬼を生じさせる。メフィウスまでもが敵にまわると思えば、ザイムの士気は崩ほう壊かいするだろう。

（だからこそ、二重の意味で、まずは別働隊を動かさねばならん）

　ノウェはこうして主力をおびき寄せ、激げき戦せんを演じることで、ベルモアの隊を引っぱり出そうとした。そしてそのまま主力と別働隊とを合流させるのが目的である。ザンス率いる隊はザイムに撤てつ退たいさせ、合流したエンデ軍をそのまま招き寄せようというのだ。

　ザイム城じよう砦さいは堅固である。歩兵、騎き兵へいの突とつ撃げきならば安易に跳はね返すだろうし、空での戦いとなると、空船部隊を理想どおりにはそろえられなかったとはいえ、いまだガーベラに一日の長がある。

　籠ろう城じようすれば、たとえ本国からの援軍が遅れようと、ひと月は軽く保もつはずだ。

　戦場からひっきりなしに送られてくる情報を耳にして、ザイム砦とりでの将兵たちも意気上がった。

「よし」

　ノウェは相変わらず、ひとり冷静な顔をしていた。メフィウスへの当てが外はずれたのは無念であるし、誰もが思いつく籠城戦をやらねばならないのは知将を自認する彼には屈くつ辱じよくだが、もはやはじまってしまったものは仕方ない。

「青銅騎士団は、ザンス隊の撤退を援えん護ごせよ。銃撃し、矢を射いかけて、飛空艇で牽けん制せいするだけでいい。深入りはするなよ」

　こういうときに備えて用意した罠わなや策略も、ひとまずは成功している。

　もとよりノウェにしてみれば、この防ぼう衛えい戦せんに派は手でな戦果は必要なかった。エンデ本国が総力をあげてしかけてきた戦いではない以上、とにかく時間をかけて、エリックの出鼻をくじけばいい。

　が──、

「ザンスに引き揚げの命令を出しただと？」

　砦の城門近くで、馬を並べて身構えていたゼノン・アウエルが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何をしている。せっかくの好こう機きだ。こちらから本隊を押し出せば、たやすくエリックの首を獲とれようものを」

　ゼノンはノウェほどエンデ別働隊のことを気にしていない。さらには、ノウェの描いた策さく謀ぼうにも大きな信を置いていなかった。

（奴やつの頭のなかだけで展開している作戦図だ）

　ゼノンは、たとえば死力を尽くして戦った家臣や仲間には最大限の褒ほう賞しようと賛さん辞じをもって報むくいてきた。部下思いの将でもある。だが、実戦を経けい験けんしない者に実戦を語れるはずがないという思い込みもあった。

「戦いくさは生き物だ。一分一秒ごとにころころと情勢が変わる。これをじかに実戦の地にて鼻で嗅かぎ取れるかどうかこそ、将の器うつわを分ける最大の要因と言っていい。ノウェの知ち識しき、知略は認めるにしても、それはノウェが戦いの前に練った作戦に過ぎない。いまの情勢をもっとも知るのはわたし自身だ」

　そして、いまこそもっとも逃のがすべからず好こう機き──とゼノンは見た。

　立場こそ敵味方と極端だが、言ってしまえば、ゼノンとエリックは似ている。性格が、というより、戦に対する考え方が。

　ゼノン・アウエルは自らの猛もう虎こ騎き士し団だんとともに城門から討うって出た。狭い谷合の道での戦いとなるので、精強の二〇〇名のみをつれている。

　この急報を受け、ノウェは愕がく然ぜんとなった。

（こうも）

　いつもは涼しげにととのった容よう貌ぼうが、さすがに引ひき歪ゆがむ。憎むべき対象はしかし王子ではない。

（こうも、おれのやり方に穴があるか）

　ザイムに動揺を招いてはならじ、と作戦をゼノンにさえ秘密にしてきたのは彼自身である。

　ノウェは将でこそないが、いままでの経験と実じつ績せきから、いかなる将よりも戦いの指揮に関してはすぐれていると自負してきた。が、まさしく戦いは生き物であって、携たずさわる人間とて当然そのすべてをノウェが把握しきれるわけではない。

　ノウェは自分がいままで、他ほかならぬ『人間』と信頼を結ぶ努力を怠おこたってきたことを悔いた。
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　ゼノン・アウエルは雄おたけびをあげて突進した。どどっ、どっ、と馬が地面に穴を穿うがつ勢いで、土煙を蹴け立たてて進んでいく。

　いよいよノーザンの砦とりでを目前にした。とともに、エンデの主力隊が砦のやや左寄り、ウエント川の川岸に布陣しているのが見えてくる。

「かかれ」

　威勢よく采さい配はいを振るったゼノンだったが、この側面に、ちょうどベルモアの別働隊が接近しつつあった。

「かかれえっ」

　ゼノンと同じく部下を奮い立たせたベルモアが、左側面の比較的なだらかな傾斜を馬で駆かけ下りてくる。逆さか落おとしである。その頭上には巡じゆん洋よう艦かん級竜石船レギンの姿もあった。先頭集団が壮大な土煙を立てつつ揉もみ合って、敵味方の区別なく、いくつもの人馬の群れがウエント川へと叩たたき込まれていった。

（しまった）

　ゼノンには悔いる間とてない。

　瞬またたく間に乱戦に巻き込まれた。戦せん斧ぷが目の前を翻ひるがえったかと思うと、槍やりを愛馬に突き入れられそうになる。

「おのれ」

　ゼノンは巧みに馬上で身をひねりつつ、反はん撃げきの剣を右へ左へと振るう。鋼こう鉄てつの撃うち合う音が響ひびく合間に、血柱が立ちのぼった。エンデ兵の首が中空に放りあげられる。ガーベラ国第二王子の戦いぶりは凄すさまじく、あたかも彼の周囲にだけぽっかり円形の広間ができあがったかのようだ。エンデ兵も一気には攻め込めない。

　が、個人の戦せん闘とう力りよくだけでは限界があった。

　この乱戦によって、囮おとりの城から退しりぞきかけていたザンスの隊は撤てつ退たいを阻はばまれてしまい、

「あの鎧よろい兜かぶと、敵の大将、ガーベラ王子と見た」

　勢いよく本陣から叫んだのはエリックである。彫りの深い顔に張り裂けんばかりの笑えみを浮かべて、

「モンフォールには引きつづき側面の砦とりでに当たらせろ。敵の合流を阻むのだ。そして──者ども、いけ。王子を捕らえるのだ！」

　ついにエンデ側も主力を押し出してきた。

「我われらの足には風の精せい霊れいアーバ宿りし」

「我らの心、炎猛たけりしヴィラーのごとし！」

　騎き馬ば隊たいが、放たれる矢にも似た勢いで駆かけ出していくと、槍の林をこしらえた兵団があとへとつづく。

　ゼノン隊は挟み撃ちに遭あった。

　エンデ巡じゆん洋よう艦かんレギンは砦への砲撃に加わって、砦側の火力を無効化しつつある。ゼノンは援えん護ごもないままに苦戦を強いられることとなった。乱戦ゆえにもはや鉄砲も矢も使えず、各おの々おの、手持ちの武器を力任せに振るうのみ。雄おたけび、苦痛の喘あえぎ、そして悲鳴、またも雄たけび。谷間はたちまちのうちに修しゆ羅らの巣そう窟くつと化した。

「王子、王子はいずこか」

「ええい、視界を切り開け」

　そこへ、青銅騎士団一〇〇余りがおっとり刀で駆けつけてきた。もともとはザンス隊の撤退を援護しようとしていた部隊である。ノウェからは深入りしすぎないようにと言い含められていたが、第二王子の危き機きを前にしてはさすがに退ひけない。

　抜剣して、あるいは槍を小こ脇わきに構えて、ゼノンの一団に加勢する。

　しかしエンデの勢いは覆くつがえせなかった。ザイムでの籠ろう城じよう戦せんを期していたガーベラ側は、しょせん数ではエンデを上まわれない。

　ゼノンは槍やりの穂ほ先さきを剣で斬きり飛ばし、振り向きざま、背後に迫ってきていた兵の首を撥はねた。

「おのれ、エンデの卑劣な輩やからどもめ。こちらとの約やく定じようをたがえた上、メフィウスとも通じていたか」

　ゼノンの憎しみは同盟国であるはずのメフィウスにも向けられた。国境沿いにあったはずの別働隊が動いた、ということは、メフィウスからの援軍もないということだ。

「これだから、メフィウスの蛮ばん人じんなど──」

　なおも叫びかけたとき、馬の首を槍で突き刺されて、ゼノンは落馬した。エンデ兵にとってこれ以上の手て柄がらはない。わっ、とばかりに押し寄せてくるのを、

「王子！」

　猛もう虎こ騎き士し団だんのうち、親しん衛えい隊たいに選ばれた数名が王子を守ろうと身を張った。ひとりが頭を割られ、ひとりが胸を強打されて倒れる間に何とかゼノンは体勢を取り戻す。敵の剣を受け止めたその目に、じわりと涙が浮いた。

　ここにいたって、彼の憎しみはエンデ、メフィウスではなく、自分自身へと矛ほこ先さきを向けていた。

　一方、ザイム砦とりでではノウェが残る兵力をまとめあげ、青銅騎士団の隊長ひとりを将として送り出そうとしていた。乱戦、混戦の只ただ中なかに兵力を投入するのは当然ノウェの本意ではない。

（みすみす有利なザイムから全兵力を出さねばならんとは──）

　悔やみきれぬ思いこそあるものの、しかし王子を失えば戦いは敗北する。ここでためらっている間はなかった。

　正面から兵のぶつかり合いとなると、数に劣るこちらが不利。ノウェはザイムに残った兵のうち二〇〇だけを借り受けて、さらに残る飛ひ空くう艇ていすべてを急いで飛空船に乗せていた。ノーザンに砦を築きずくにあたって周辺の地形は調しらべてある。砦の後方にまわらせ、エンデ主力隊を側面から衝つこうという構えだ。

（しかしそれとて、気休めていどだ）

　敵にも飛空船はある。果たしてこちらの空戦力がどれほどの効果をおよぼすものか。ノウェは大急ぎで準備が進められていくのを苛いら立だたしげに見守っていた。そう、見守るしかなかった。自分は兵士ではない。しかしいまはただひとりの兵とて必要なときだ。

　自分にも剣が取れれば──と生まれてはじめての思いに駆かり立てられもする。

（おのれ。リュカオンが討うたれた地で、おれの知ち謀ぼうもついえるか）

　切れ長の目に、ある種の覚悟が悲壮な光となってよぎった瞬しゆん間かんのことだ。

「サウザンテス卿きよう！」

　新たな早馬が息を喘あえがせながらザイム城門前に辿たどり着いた。その驚きよう愕がくの顔を見るにつれ、またもやこちらに不首尾があったか、とらしくもなくノウェが否定的な考えを抱いたとき、

「メフィウスの船です」

「なに？」

「ギル・メフィウス皇おう子じ率いる部隊が、西方よりあらわれましてございます！」




「馬ば鹿かな！」

　ベルモア・プルートスは、背後から噴ふきあがった鬨ときの声にびりっとこめかみが震ふるえる思いがした。低空飛行で迫っていたメフィウス製巡じゆん洋よう艦かんは、川岸に姿をあらわすや否いなや、小型竜や馬に跨またがった武者たちの群れを内部から吐き出していた。彼らは一いつ直ちよく線せんに駆かけてきて、ベルモア隊の布陣を左右に裂いてきたのである。

「おおっ」

　ゼノンの傍かたわらで剣を振るっていたガーベラ騎き士しが歓かん声せいをあげる。頭に怪け我がを負って金髪を朱に染めていたが、表情はあかるく、

「殿下。メフィウスの援軍です。あちらにいらっしゃるのが、メフィウス皇太子その人かと！」

「何と」

　目を剝むいたゼノン・アウエルは、あるいはこのときベルモア以上に衝しよう撃げきを受けていたかもしれない。周りのガーベラ兵たちが見る間に勢いを取り戻していった。

　援軍の先頭にいるのは、白銀の軽装甲かつ冑ちゆうを着たギル・メフィウス。小型竜テンゴに騎き竜りゆうした彼が竜りゆう槍そうをもって敵を左右に追い散らすと、後方からシーク、パーシルがそれぞれ双剣と長剣をもって兵に止とどめを刺していく。

　よもや来るとは思っていなかったメフィウスの部隊を前に、ベルモア隊はいったん総崩れになりかけた。

　が、乱戦のなかにあって、エリックの懐ふところ刀がたなであるベルモアはさすがに情勢をよく見ていた。敵艦は第一陣を下ろすや否や、すぐに浮上を開始している。すなわち兵力はいま駆け込んできた一隊──見たところ、一〇〇かそこら──がすべてと見ていい。

「敵は少数だ！」くり出されたガーベラ騎士の剣を馬上で叩たたき折って、ベルモアはおめいた。

「陣をととのえよ。メフィウス皇子の首を捕れっ」

　最初は奇き襲しゆうに驚おどろいたエンデ兵とて、ダイランで実戦をいくたびも経けい験けんしてきた武人たちである。ベルモアの怒ど声せいを浴びると、すぐさま隊列をととのえてメフィウスの迎撃に当たろうとした。

　と、鏃やじりのような隊形で突進してきたギル皇子が、さっと手を振るや、

「何？」

　ベルモアが呆あきれるくらい迅じん速そくに竜や馬の頭を巡らせて、ぱっと隊を退ひかせにかかった。迎撃に当たろうとした矢先である。エンデ兵たちは見事に誘い込まれた。

「お、おう、おう、おーう」

　ダイラン武人特有の雄おたけびを揃そろえてメフィウス皇おう子じへ突き進む。

　実はこの直前、メフィウス側は兵を降ろす前に、巡じゆん洋よう艦かんから一門の長ちよう距きよ離り砲ほうを先に降ろしていた。それを中型竜ユニオン二頭で崖がけ上うえまで引かせている。無む論ろん、頼れる竜丁ホゥ・ランの手て管くだがあればこそだ。

　ギルは先ほど打ち振った手を、今度は天に掲かかげた。あたかもそれは、ギル皇子が魔ま術じゆつ的てきに招いた雷光のように見えたかもしれない。天からの砲ほう撃げきによって、人馬の群れが、多量の土ど砂しやもろとも肉片となって飛び散った。

　ベルモアは喉のどを涸からして味方を停止させようとした。しかし立ち止まってもいられない。いつ二撃目が降りかかってくるかわからないからだ。

（誘い込まれ、みすみす砲を使わせた）

　ベルモアは血がにじむほどに唇を嚙かみしめた。ならばふたたび乱戦に持ち込めばいいのだが、前面のメフィウスに当たるか、それとも後方のガーベラに当たるか、と決断を下そうとしている間にも、そのときにはもう背後から馬ば蹄ていの響ひびきが押し寄せてきていた。ガーベラのゼノン・アウエル率いる一隊である。

　そしてまたもギルは迅じん速そくにおのが部下たちをふたたび回頭させると、ベルモア隊を挟撃にかかった。

　砲を警けい戒かいするあまりに一いつ瞬しゆんたたらを踏んだベルモアは、その一瞬の隙すきを衝つかれた形となる。ベルモア隊の危き機きを悟った飛空船レギンが砦とりでから引き返そうとしたが、すでにメフィウスの艦がこれの迎撃に当たっている。ベルモアは敵味方のくり出す剣と槍やりの林に取りかこまれ、進むも戻るもままならなくなった。

　が──、

「うぬっ」

　顔中の髭ひげを返り血で染めたベルモアは死地のなかにあって、周囲三六〇度、ぎらりとした視し線せんを一巡させようとした。

　若いながらも経けい験けんを積つんだ猛将。その猛将の目がある一点でぴたりと止まるや否いなや、手は腰から拳けん銃じゆうを引き抜いていた。

　視線の先に白銀の鎧よろい姿すがたがあった。

　左右、奇跡のように人波が割れている。

　ベルモアが引き金を引くとともに、テンゴからギル・メフィウスが振り落とされた。




　ぐっ、と地面に叩たたきつけられたオルバは低い苦く鳴めいを洩もらした。

　弾丸はテンゴの首に命中したらしい、血を吐いた小型竜がオルバの傍かたわらで絶息している。それを見て取る間もなく、殺意の群れが頭上から降りかかってきた。起き上がりざまに迎むかえ撃うとうとしたが、剣がない。落竜した際に手放したらしい。

（ちい）

　舌打ちを残して地面を転がった。つい一いつ瞬しゆん前までオルバの頭のあった場所に、槍やりが火花を立てて撃ち下ろされる。

「ギル・メフィウス！」

　ひと声おめいたベルモアが、迅じん雷らいの速度で馬を駆かけさせてきた。槍の穂ほ先さきがオルバの頭上を風ごと裂いた。

　身体からだを後ろ倒しにさせて一いち撃げきを避さけたオルバだったが、ベルモアはすぐに馬を反転させて再度迫りくる。左右からはベルモア配下の兵も駆け寄ってきた。ともに肩より上に振りあげられた剣と斧おの。

　そのとき、オルバの体内を流れている血が──いつもなら、死地にあってなお熱あつく、なお猛たける血が──冷たく凝ぎよう固こした。

　その理由など、余人にはもちろん、本人にもわからないことだ。何が何でも生にしがみつこうとする、妄もう執しゆうじみた念が失われていたといえばいいのか。腕で、足で、わずかばかりでも残された生きる可能性にぶら下がろうとする力、もしも手足ともに失われた場合には歯で喰くらいついてでも一瞬の好こう機きを逃のがすまいとするその力が、このときばかりは、ほんのひと握り欠けていた。

　戦場において、兵士の生死をわかつ明めい確かくな要因があるとするならばまさしくそれだったろう。たとえ腕前に差があろうと、味方に恵まれていなくとも、それは、多くの局面で腕の差を凌りよう駕がし、幸運を引き込んで、また味方を死をも恐れぬ勇者に変える。

　身を翻ひるがえして斧をよけたオルバ。もうひとりの剣も頭を振ってかろうじてかわしたが、直後、駆けてきたベルモアが馬上から槍をまっすぐに突き下ろしてきた。

　体たいをひねろうにも、間に合わない。

「オルバ！」

　叫んだのは、シークだったか、ゴーウェンだったか。

　がちっ、と火花が立って、鋼こう鉄てつ同士が撃ち合わされた。

　オルバがこのとき仰あおぎ見たのは、ベルモアとは別の方角から駆かけてきた馬の巨きよ影えいであり、馬上でベルモアの槍やりを弾はじいたパーシルの姿である。

「気が足らぬ」

　パーシルの怒ど声せいを脳天に浴びたオルバは、すばやく決断した。

　馬の下をくぐって死地から這はい出ると、そのまま敵兵の後ろへと回り込んで首に腕を、そして足に足を絡ませて前倒しにした。腰から敵兵の剣を抜く。

　正面から斬きり込んできたエンデ兵の胴を払った。

　剣先からびゅっと血のりがしぶく。

　オルバは無む論ろん死にたくなどなかった。生きて、この場より帰らねばならぬと決めていた。

（帰る──）

　そう、もはやメフィウスのどこにも居場所を失ったオルバであっても、ただひとりだけ、帰って、言葉を伝えねばならぬ人物がいた。

（ならば）

　死ねない。

（まだ死ねない）

　さらなる兵が押し寄せてくるのを、飛び込んでは斬きり、斬っては飛びすさる。

　身も心も乱戦に投じながら、残り火となって揺らめいていた怒りを再度燃もえ立たそうとするかのように、オルバは何度も（死ねない）と自らに念じつづけた。




　ベルモアは焦あせった。絶好のチャンスを逃のがした、と後悔に身を焼く暇ひまもない。それほど馬上で相あい対たいした敵の剣がすさまじい。彼とて腕には余りある自信を持っていた。が、こちらがくり出す槍やりは、勢いの半分も出しきらぬうちに空中ででことごとく撃うち落とされ、意い識しきだにせぬうちにじりじりと追いつめられていく。

　そうしているうちに、ガーベラ国旗を翻ひるがえした一団が迫りくるのが、敵の肩越しに見えてきた。

　やがて──、

　左右を守っていた兵がばたりと倒れると、不意に周囲が広々とした。

「うっ」

　瞬しゆん間かん、ベルモアは敵騎き馬ば兵の槍に腰を強打されて落馬していた。

　立ちあがろうとする間もなく、右から、そして左から剣がのびてぴたりとベルモアの首に触れる。片方はギル・メフィウスであり、片方はゼノン・アウエルである。

　ベルモアは青ざめた顔で、無言のままに両手を挙げて剣を手放した。

　その頭越しに、メフィウス皇太子ギルと、ガーベラ国王子ゼノンの視し線せんが絡み合う。

「お早いお着きだ、ギル・メフィウス殿下」

　皮肉そうにゼノンは言ったが、

「貴殿の妹君に尻しりを蹴け飛とばされたもので」

　ギルの返答に、ふっ──と口もとをほころばせ、それから笑った。
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　ベルモア隊がほぼ壊かい滅めつしたと見て、エリック公こう子しもまた顔がん色しよくを失った。乱戦の場に駆かけ出そうとする部下たちを、自身の怒りごと制しながら、いったん隊を退ひかせ、何とか陣形をととのえさせる。しかしギルやゼノン隊のさらに向こうから、飛ひ空くう艇ていと騎馬のおびただしい姿が見えてきた。ザイム砦とりでから打って出てきた主力であろう。

　数ではまだ優ゆう位いにあるエンデ軍だったが、あらゆる作戦に利用できると踏んでいたベルモア隊が敗れたことで勢いを完全に吞のまれた。おまけに空の趨すう勢せいも敵方に傾きつつある。こちらの飛空艇はガーベラ側の隊に駆く逐ちくされ、となると城じよう砦さいからの砲ほう撃げきが勢いを増して戦せん艦かんヴェンヌに襲おそいかかった。ヴェンヌが後退すれば、今度はベルモア隊の船レギンがメフィウスの艦とガーベラの飛空艇隊とに襲われる。

　空からの絶え間ない砲撃音に頭ず蓋がい骨こつが割れるような痛みを覚えながら、エリックは握った拳こぶしをわなわなと震ふるわせていた。

「公こう子し」

「我われらに突撃命令を、エリック公子！」

（ならん）

　声に出したつもりが、砲声に搔かき消された。いや、エリック本人が断固たる決断を下せずにいる、その迷いのためもあったろう。突撃すれば大がかりな消耗戦。しかも勢いは敵の手にある。かといって撤てつ退たいすれば、エリックも、エリックについてきたダイランの者たちも本国のいい笑い者だ。ベルモアは虜りよ囚しゆうにされようし、死んでいった者たちにも顔向けできない。

　と、黒く搔かき曇くもった空を、白塗りの飛空艇が飛んできた。黒と白、両方の旗を交差して掲かかげている。

「公子、あれを」

　エリックは部下と同じ方向を見上げながら、やや不ふ審しんを抱いた表情で頷うなずいた。

　あれは、大陸中央部に共通する合図──敵からの伝令兵を意味する艇である。




　半時間後。

　空は、あたかも地上にへばりついた犠ぎ牲せい者しやたちの血を洗い流すかのように雨を降らしはじめた。

　ガーベラ軍はザイムからの主力を加えて陣形をととのえ、対するエンデ軍も散開していた兵たちをまとめて隊列を組みなおしている。ともに時間を稼かせいだ形になったが、双方ともに敵へ油断なく注意を払いながらも、動かない。

　両軍の総大将は、ノーザン山地にある砦とりで内部にいた。




　エンデからはエリック・アマン・ドーリア。

　ガーベラからはゼノン・アウエル、そして援軍として駆かけつけてきたメフィウスからはギル・メフィウス。

　ギルが、捕ほ縛ばくしたベルモアとその配下を解放するのを条件に持ちかけた会かい談だんであった。

　三者、型どおりの挨あい拶さつを交わしたのちはしばし無言。激はげしさを増してはすぐまた穏おだやかになる、そんな雨音ばかりが絶え間なく聞こえてくる。

　ギルを除くふたりは牽けん制せいし合うように視し線せんを交わしてはすぐに逸そらしていた。エリック側にしてみれば、ここへきて敵の援軍にあらわれたメフィウスを非ひ難なんしたい気持ちもある。しかしメフィウスは表向きガーベラと同盟を結んでいるから何ら不自然なところはないし、エリックもグール皇帝との間で交わした密約を表ざたにするような愚ぐは避さけたい。

　一方のゼノンにしてみれば、大公マルキーオと誓った友好を反ほ故ごにしたエリックを罵ば倒とうしたい気持ちもある。しかし、最初にビリーナ王女を輿こし入いれさせて同盟を結ぼうと持ちかけておきながら、それを白紙に戻したのはガーベラのほうであり、こういった会談の場において強く出られない立場もある。

　そしてギルはというと、ふたりを背にして、砦とりでから外の景色けしきをずっと眺めていたのだが、三人が揃そろって一〇分ほどした頃ころ合あいだろうか、振り向いて彼らのもとへと近づいた。

　雨のせいでなかは薄うす暗ぐらく、三者ともに表情が影かげに包まれている。
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「まずは双方の手腕、お見事」ギルはいきなりそんなことを言った。「先ほど、双方の兵から戦いくさの経けい緯いを聞かせていただいた。いまだ軍を率いての戦に不ふ慣なれなおれには、勉強になることばかりだ」

　ゼノンもエリックも呆あきれ顔がおになった。

「まさか、そんなことを聞かせるための会談でもあるまいな」ぼそぼそとした声でエリック。「たとえメフィウスが来たところで、我わが軍がすんなり恭きよう順じゆんするとでも思うたか。いますぐにでも陣に戻って、決戦を挑んでもよいのだぞ」

「それはこちらの台詞せりふだな」とゼノンがあざ笑う。「エリック公こう子しにおかれては、せっかく本国を離はなれてはるばるガーベラへ参られた身だ。まだまだ公子にはお教えせねばならないガーベラの流りゆう儀ぎというものがある」

　ゼノンを陽とするなら、エリックは陰。表情にしても声の張りにしても、印象はそれほどちがう両者だが、口にする内容は似通っている。ギルは笑えみをたたえながら、

「総軍挙げての戦いになることなど、ガーベラもエンデもはなから望んではいまい。どうだろう、ここはおれの顔を立てて手打ちにしてくれまいか」

「メフィウス皇おう子じの顔を立てる？」エリックのただでさえ陰気そうな顔に、憎悪の陰がさらに宿った。「何を言うか。約やく定じように重きをおかぬそなたの国が、どの面つら下げて」

「まったくだ」

　それぞれ憤ふん慨がいする理由は異なれど、それを正面切って言えないところに奇妙なおかしみがある。ゼノンはギルが援軍に遅れたことを責めたいのだが、援軍自体がギルとノウェの個人的な約束によるもので、国同士の正式な取り決めではない。ゼノンもはなから当てにしないという態度を取っていたので、公おおやけにできないでいる。

　と、

「おれは父グール・メフィウスではない」

　ギルが言い放つと、双方、おっという風ふうに気を吞のまれて口をつぐんだ。それはメフィウス皇帝が同盟を無視して今回の戦いくさを静せい観かんしようとしていた態度を認めるものであり、同時にその皇帝を批判した発言である。

　真意を測はかりかねたふたりが何も言えぬうちに、

「おれ自身はガーベラと同盟関係でいつづけたいと思えばこそこうして戦場に駆かけつけた。とともに、エンデとこれ以上事を構えたくないとも思っている。エリック公子、先ほど約定と申されたが」

「い、いやあれは」

　エリックは苦にがりきった。自分は皇帝とはちがう、と皇子が言うものだから、その皇帝との間に交わした密約のことを表ざたにされるかと思ったのだ。そしてそれは皇太子やガーベラの立場でならば『卑劣』と取られかねない。弁の立たないエリックが冷や汗を浮かべたとき、しかし皇子は意外なことを口にした。

「はて、メフィウスとしては、こたびのことで公式にエンデと約束を取り交わした覚えはない。ああ、しかし個人的にという意味ならば、そなたの兄上ジェレミイ公子から書状が──」

「何だと？」

　今度はギルのほうが口をつぐんだ。気け色しきばんだエリックは、いまにもギルへと詰め寄りそうな勢いで、

「何と申された。我わが兄ジェレミイとメフィウスとの間にどのような約やく定じようがあったというのだ」

「くり返すようだが、公のものではない。公こう子しが先ほどほのめかされたのと同じ類たぐいのものだろう」

　エリック公子はぴたりと身動きを止めた。太い眉まゆをひそめて、

「まさか。兄がメフィウスを焚たきつけて、その隙すきに我が背後を……」

　おのが想像に心身の冷える思いがする。いや、あるいは自分がこうしてのこのこガーベラへ部隊を差し向けたのすら兄の差し金ではなかったのか、という思いさえ、いまになってこみあげてくるのである。

「さて」ギルは咳せき払ばらいをし、ふたたび雨に煙けぶる外の風景を見つめた。「……いかなる密約があったにせよ、おれとしてはこれ以上エンデの内情に踏み込む真ま似ねはしたくない。また、いま以上に血を流すことが得策とも思えぬ」

「そなたの言葉にどれほどの信をおけるというのだ」

　ガーベラ王子ゼノンがかぶりを振った。妹に似て端正で引きしまった顔をしている。

「皇太子といえど、いまだグール皇帝はご健在。おまけに先ほど、その皇帝と決して一心同体でないこともほのめかしている。いや、そなただけではない。エリック公子も、このゼノンも長男の身ですらないのだ。国主ならぬ我われ々われがここでひそひそ話をしたところで、それを互いに信じて陣を引けるはずがない」

「互いの『心』を信じられぬというなら、互いの『利益』を信じてはいかがかな」

「何？」

「たとえば我わが国は、先日、建国祭にていろいろと騒そう動どうがあった身。非礼ながら、ガーベラでも同様であったはず」

「──」

　ザットのこと、そしてリュカオンのことをギルは暗にほのめかしてから、

「こちらに揃そろった三者それぞれ、まずは国の内部に目を向ける必要がありそうだ。でなければ、騒動を利用して東から何やら、あるいは西から何やら、よからぬ企たくらみを持った者が三国に手をのばしてきかねん。逆に、ガーベラとエンデがこれ以上争っても互いに利益などほとんどあるまい──いまとなっては」

　ギルはエンデ公子のほうに目を向けた。いまだ兄のことで衝しよう撃げきを受けていたエリックは内心を読まれた思いがして一いつ瞬しゆんぎろりとギルをにらみつけたが、すぐに目を背そむけた。ギルはその後、今度はゼノンのほうを見て、

「そしてメフィウスとガーベラ間の同盟はいまも揺るぎはしない。そうだろう？」

「三国同盟か」ゼノンは内心で受けた驚おどろきを面おもてに出さぬようつとめつつ、嘆たん息そくした。「大それたことを考える。我われ々われ三人のみに通じる同盟関係とはな」

「そう難むずかしく考えたものではないさ。何も未み来らい永えい劫ごう、この関係がつづきますようにと誓せい文もんを交わすわけではない。三国の『利』が、陣を引くことで一致している。いまのところは、それでいい」

　三者、それぞれ思うところはありつつも、エリックもゼノンも刺とげ々とげしい雰囲気をおさめて、一定の結けつ論ろんに帰結しつつあった。

「あとはそちらの問題だ」ギルはそれを見て取ると、実にあっさりとした態度で踵きびすを返した。「これ以上鉛の弾と、矢と、人命を無む駄だにしたくはないのでね。これで帰らせていただこう」

　このときゼノンが穏おだやかな顔をしながらも、メフィウス皇おう子じに一いつ矢しを報むくいた。

「ギル皇子」

「何か」

「時に、我わが妹ビリーナとはうまくいっているか」

　唐とう突とつな問いかけで、ギルを激はげしくむせさせたのである。

「あ、ああ」振り向かせた顔を若じやつ干かん赤らめてギルは頷うなずいた。「……ソロンでのときも、タウーリアとの一戦の際も、姫の勇敢な行動力には助けられもした」

「ほう」ゼノンはさもあらん、という風ふうに微笑ほほえんだ。「なるほどビリーナなれば、それを得た男を稀き代たいの英えい傑けつにしてもみせよう。が、扱いをまちがえれば、あるいは寝首を搔かかれかねんぞ」

「じゅうぶんわかっている」

「そのようだな」ゼノンはなおも笑って、「ギル・メフィウス皇子。いつか正式に婚礼の日取りが決まったなら、わたし自ら祝いの使節に駆かけつけるとしよう。そのときは義あ兄にと呼ぶがいい」

　何から何まで、王侯貴族としての華はなをまとった男である。

　肩越しに振り向いた顔にちょっと笑えみを覗のぞかせて、ギルはその場を去っていった。




　　　　４




　雨の降りしきるなか、まずはメフィウスが、それからエンデの部隊がノーザン山地を引き揚げた。

　ゼノンは馬に跨またがってしばしそれを見届けたのち、全軍に手を振って退陣を命じた。

　ザイム砦とりでに残っていたノウェ・サウザンテスは、自軍の帰りを城門の前で出迎えた。ひらりと馬から舞まい降りたゼノンは、

「迷めい惑わくをかけた」開口いちばんにノウェへ言った。「わたしもまだまだ甘いな。おまえの知ち謀ぼう、ガーベラに必要不可欠なものだ。これに呆あきれず、わたしにも力を貸してほしい」

「無む論ろん」ノウェの、平素は涼しげにしている顔が、雨のせいか、どこか感情に歪ゆがんでいるようにも見える。「わたし自身、今回のことで多くを学びました。正直、自分が思いあがっていたことにも思い知らされた次第。わたし自身、まだまだでございます」

「そうか」

　やや雨足が弱まり、雲の合間から光が射さしてきたのをゼノンは振ふり仰あおいで、

「ならば、ガーベラはますます強固な国になろう。わたしもおまえも、未み熟じゆくさを思い知ったのならば、これからいかようにも成長を遂げるということだ」

「は」

　ノウェがかしこまると、ゼノンはくっくっと笑いはじめた。

「いかがなさいました？」

「いや」

　面つら憎にくいまでに冷れい徹てつさを気取っていたギルが、最後、妹ビリーナのことを切り出した途と端たんに動揺したのを思い出したのである。

　わずかばかりの時間だったが、ギルに接したところ、妹とは決して相あい性しようのよくない男だと見た。だからこそ、訪れたこともないメフィウス宮廷でのふたりのやり取りが目に見えるようで、ゼノンにはおかしかったのだ。

「ギル・メフィウスか」

　ザイム砦とりでに入る寸前、そんなつぶやきをゼノンが残していたのをノウェは聞きき逃のがさなかった。

「まだ青い。青いが、いずれは、グール以上に厄やつ介かいな男になるかもしれん」




　一方、エンデ公こう子しエリック・アマン・ドーリアはというと、まだひと仕事残されていた。というよりも、ノーザン山地での戦いよりも、これからの活かつ躍やくのほうが、むしろエンデ国内で伝説となって語り継がれるほどのものとなったのである。

　ノーザン山地を急いで引き払った彼らは、不眠不休でエンデ領内を横切って、一路ダイランを目指した。

　そこでは血肉に飢えた竜が領内で暴あばれまわっており、すでに近きん隣りんの村々では被害が出ていた。ダイラン武人たちは大半が引き払っていたため、他ほかの領地へ救援を請こう早馬が出ていたのだが、エリックはそれといきちがいになる速度でダイランへ馳はせ参じた。

　エリックと、彼に従うベルモアを中心とした武人たちはきびきびとした連れん携けいで、ダイラン各地にあらわれた竜へ次々と襲おそいかかった。街へ迫っていた竜を砲ほう撃げきし、すでに街路へ入っていた竜たちには騎き馬ばが直ちよく接せつ槍やりと剣を振るって追い立てにかかる。

　決して犠ぎ牲せいも小さくない戦いだった。が、エリックはこの戦いのさなか、何度も、

「兵の犠牲より、民たみの犠牲を増やしてはならぬ。もしひとりでも民人の死者が我われらより多ければ、それは我らの敗北だと思え」

　そう叫んで家臣たちを鼓こ舞ぶした。これはのちのちまでエリック公子の名言として地方に伝わることとなる。

　そして──、

「どうどう」

　連戦に次ぐ連戦がようやく終わりを迎えた頃ころ、エリックは猛たける愛馬をなだめつつ、煙を噴ふくライフルを下ろした。

　目の前には、いま屠ほふったばかりの竜が血を吐いて倒れている。と、馬丁の代わりに轡くつわを取った男がいた。

「これで、おおかたは終わりましたかな」

「プルートスどの」

　相手は、ベルモアの父にして、ダイラン領主ケイネス・プルートス。幼い頃から実の父以上にエリックが父と慕したってきた人物だった。

「しかしいまさらながら、この辺あたりに野生の竜などほとんど確かく認にんされたこともないというのに、奇妙なことですな」

　エリックは馬を飛び降りて、

「わたしも、駆かけつける前はてっきり、兄の軍勢がダイランを取りかこんでいるとも思っていたのですが」

「しっ。滅めつ多たなことを申されるものではありません」

「突然のこの騒さわぎはあまりに不自然。……何かある。わたしは、それに兄がかかわっていることをかけてもいい」

「ともかく……、そもそも何ゆえもって、このことをはるかノーザンでお知りになられた？　いや、公こう子しがノーザンをあとにされたときには、こちらとてまだ竜の目もく撃げき情報もなかったはず」

「これを見抜いていた男がいたのですよ」

　エリックは知らぬ。ギル・メフィウスが兄のことをほのめかしたのは、単に、仲が悪いと評判だった二公子の関係を利用して、いかにも自分がここへ来たのはジェレミイの差し金のように思わせただけだったということを。そうすれば、エリックは留守の間に何かよからぬことがあるのではないかと勘かんぐり、焦あせって帰国するだろうと踏んだのだ。

　かつてメフィウスにくすぶっていた火種をノウェが利用したように、ギルは、エンデ国内に存在していた火種を利用したのである。

「ギル・メフィウス」

　エリックは、仲間たちが手を振って駆けてくるのを迎えつつ、ひそかにひとりごちていた。

「おれはこたびのこと、黙だまって耐えるつもりはない。であれば必然、エンデはいま以上にきな臭くなるだろう。そのことでメフィウスに利ありと笑っているだろうが、ギルよ。もしかすると、おまえの存在そのものが、これからのメフィウスを、あるいはエンデ以上に危あやうくするやもしれんぞ」

　多くの思いがよじれ合い、ほつれ合って、やがては「ギル・メフィウス」という名前に集約されていく。

　彼らはその名を警けい戒かいして、その名を恐れ、その名を称たたえつつも、しかしそれぞれが思い浮かべた、ギルに関する未来予想図はことごとく外はずれる運命にあった。




　先ほどから、ビリーナ・アウエルはギルの横顔を見ては、自分から口を開いたものかどうか決めあぐねていた。

　ギルがアプターへ帰着してすぐのことである。王女はギルに呼び出され、兵舎の屋上へと来ていた。ここからは復ふつ興こうの進みつつあるアプターを一望できる。折しも夕暮れ。山々の稜りよう線せんは黄おう金ごん色いろに燃もえて、空には刷は毛けで掃いたような薄うす雲ぐもが、腹部に朱しゆ色いろをはらみつつ低い位置に垂れ込めている。

「アプターでは」

「はい？」

「降ったろうか。ノーザンでは土ど砂しや降ぶりだったが」

「こちらでも降りました。降ったりやんだりのくり返しで、こういうときは夜中に大雨になる、と土地の者が申していたようです」

　そうか、と答えたきりギルはまた無口になる。ビリーナは拍子抜けして、またギルと同じ方向を見やった。

　ソロンのほうではひと波乱あったようだ。シモン・ロドルームが皇帝に諌かん言げんしたかどで軟禁を申しつけられた。シモンは重じゆう鎮ちん中の重鎮。さしもの佞ねい臣しんたちもここは歩ほ調ちようを揃そろえて、シモンを許してもらえるよう連名の書状を送った。

　皇帝の怒りはしかしおさまらない。皇おう子じの部隊をみすみす『逃がした』オーダインやローグもしばし宮廷から遠ざけられ、ばかりか、いましばらくの間、皇帝の命なしにはソロンに一歩たりとて近づいてはならじと勅ちよく命めいが下された。

　そういったごたごたが幸いしてか、アプターへ直接戻る皇子ギルの部隊を遮さえぎる者はなかった。とはいえ、無む論ろんギルにおとがめなしということはないだろう。近いうちに必ず沙さ汰たがある。

（そのとき、ソロンはどう動くのか）

　武人としての矜きよう持じを保った皇子の行動を英雄視する風ふう潮ちようはソロンでも強いと聞く。もしもそんな皇子に過度の制裁が加えられるようなら、多くの武将、貴族たちが異を申し立てよう。あるいはこのとき、メフィウスそのものに大きな動きがあるやもしれない。

　ちなみに、昨夜ゆうべまではアプターにいたイネーリ・メフィウスだったが、ギルといきちがいになるようにしてひと足早くソロンへ発たっている。誰だれにも告げず、突然のことだったのでビリーナは挨あい拶さつもできていない。イネーリのその唐とう突とつな行動が、ソロンでの騒さわぎに何か関連しているのかはわからないが、

（皇子ご自身は、どうお考えなのだろう）

　ビリーナの将来にもかかわることである。王女はそういったことを本人から話されるのではないかと期待していたのだが、呼び出されてから半時間ほどもずっとこうしている。

「皇おう子じ」

　まだ話しづらいのかもしれない、とビリーナは、まずはガーベラの救援に関して礼を言おうと思った。が、

「飛空船で囮おとりになってもらったこと、すまなかったな」

　またぽつりと皇子が口にした。ビリーナはあわてて、

「すまないなどと。わたしでお役に立てることなら、どんなことでも構いはしません」

「思えばリュカオンのときも、ザットのときも、そしてタウーリアとの戦いくさのときも、姫はどんな武将も顔負けのご活かつ躍やくをされた」

「や、やめてください」姫は一四の少女らしい恥じらいを見せた。「わたしは、自分が思うがままに行動してきただけです」

「そう、姫は、いつもまっすぐであられた」

「わたしなど。皇子のような深しん謀ぼう遠えん慮りよがあるわけでなし、ただただその場その場の感情に赴おもむくがまま。そのたび、まだまだ知らぬことのある子供だと思い知らされるだけです。皇子のように常に先を見み据すえている方が羨うらやましくなるほどで」

「おれなど」

　同じ言葉を返して、それからギルは、はっとするようなタイミングでビリーナと正面から視し線せんを合わせた。

「王女」

「は、はい」

　なぜかこうして正面から向き合うと、ビリーナの小さな胸がざわめいた。しかし視線だけは逃げずに、ギルのそれと重ね合わせる。

「そのまっすぐさを、失わずにいてほしい。たとえこの先、どのようなことがあろうとも」

　唐とう突とつにも聞こえるこの言葉に、ビリーナは内心はっとするものを感じた。この先、皇子には楽らつ観かんできない運命が待ち受けているかもしれない。あえて口にしたということは、それは、ふたりの未来を見据えての言葉なのだろう、と受け止めたのだ。

　一いつ瞬しゆんの動揺を押し殺して、ビリーナはむしろにこりとした。

「すべては、皇子さま次第です」

「おれ次第？」

「皇子のおっしゃりようはありがたいのですが、わたしはいまのわたしのままでいいとは思っていません。それはギル殿下も同じこと。まずは秘密主義のところをなおしていただき、わたしを信じていただかなければ」

「あ、ああ」

「ほら。わたしが少し追及しようとすると、そうやってすぐ目がお逃げになられる」

「そ、そうか」

「わたしにそのままでいいとおっしゃっておきながら、皇おう子じは……」

「わかった、わかった」

　ギルは観かん念ねんしたようにため息をつき、まるでいったん距きよ離りをおいて仕切りなおそうという風ふうに二、三歩歩いた。

　それを視し線せんで追うビリーナは、皇子の姿がちょうど夕ゆう陽ひに重なり合って目を細めた。

「では、約束してくださいますね？」まぶしそうにしながらも言う。「もう、何も包み隠さず打ち明けてくださると。それならば、このビリーナ、微力ながら力にもなってみせましょう」

「ああ。ただし」

「ただし？」

「忘れないことだ。メフィウス皇子ギルは、『噓うそつき』だからな」

　黄金の色に姿を半ば溶かしたギルの笑えみに、一いつ瞬しゆんビリーナはきょとんとなったが、

「もうっ」

　すぐに頰ほおを膨ふくらませて怒った。ギルは声をあげて笑う。その笑え顔がおに釣り込まれたように、ビリーナも結局はいっしょになって笑った。
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　もしこのとき、ビリーナ王女にいま以上の人生経けい験けんが備わっていれば。

　ギルの、一見は闊かつ達たつそうな笑顔の裏に、いまにも夕陽に溶けそうなはかなさをも見たかもしれない。

　しかしビリーナは気づかなかった。いや、あるいは気づいたとしても、それが具体的な予感となって胸をよぎるにはいたらなかった。

　それからは何となく、ギルとビリーナ、ふたり肩を並べて、ともに陽ひがゆっくり沈んでいくのを見守っていた。

　アプター周辺ではそろそろ風が冷たくなる頃ころ合あいだ。一度だけギルは、

「寒いか」

　と訊きいた。ビリーナはかぶりを振って、

「いえ、ちょうどいいぐらい」

「そうか。なら──」

　──なら、もうしばらくはこうしているか。

　と言いたかったにちがいないが、ギルは唇を閉ざした。

　ビリーナは何とはなしに頰ほおを染めつつ、それからはふたりして無言で、空を見やった。

　それは、ビリーナ・アウエルがメフィウス領へ入ってはじめて、ギルとふたりで過ごした穏おだやかな時間であったかもしれない。




　ビリーナは、この夕暮れどきのことをそれから長いこと、記き憶おくにとどめることとなる。










　終章




　ひどく喉のどが渇かわいた。

　薄うす目めを開けたその男は、周囲が闇やみに包まれて音ひとつしない空間であるのに気づいた。身を起こそうとすると、身体からだ中じゆうのあちこちに火がつけられたような痛みが走って、声を出して呻うめく。

（おのれえ、ギルめ。あの人ならぬ悪鬼めが）

　彼──オーバリー・ビランはのた打ちまわりそうな痛みと、次々と剣が降りかかったときの恐怖の記憶とに苦しみながら、凄すさまじい怨えん嗟さの情を燃もえ立たせていた。

　メフィウス皇太子ギルの手で罠わなにかけられ、黒くろ兜かぶと団だん精強の一五〇名を失って、そしてオーバリー自身、いわれのない苦痛を与えられた。耳を削そぎ落とされて、右足を粉ふん砕さいされ、手の指も左右あわせて自由に動かせるのは三本だけだ。肋ろつ骨こつもへし折られて、オーバリーは上半身を起こすのにも苦く鳴めいを禁じ得なかった。

（ここは──どこだ）

　地下の、光も射さし込まない牢ろう獄ごくに閉じ込められているのではないかという恐怖が、ふとオーバリーを襲おそった。このまま誰だれも来ず、食しよく糧りようも水も与えられないまま、何も見えぬ闇のなかでじわじわと衰弱死させられていくのだとしたら。

「ひっ」喉のどの奥から小さな悲鳴が洩もれた。「ひ、ひいい、ひいいいい」

　狂きよう騒そうに駆かられたオーバリーは負傷の痛みも忘れて、必死に立ちあがろうとした。すると頭がぶつかった。低い天てん井じよう部分に両手をかけると、案あん外がいあっさり持ちあがって、オーバリーの鼻に新しん鮮せんな風を運んできた。

　身を起こすと、三方を壁かべにかこまれており、もう一方からは四角く切り取られた外の景色けしきが見える。

　夜。

　オーバリーはいままで自分が長方形をした箱はこのなかに閉じ込められていたことを知った。目を凝こらすと、何の冗じよう談だんのつもりか木製の柩ひつぎである。それが斜めに傾かしいだ、壊こわれかけの馬車に放置されていたのだ。

　オーバリーはよろよろと馬車から這はい出た。かすかに風が吹いている。その風に乗った細かな雨粒が、オーバリーの乾ききった肌を潤うるおした。

「──」

　風雨にさらされていくうちに、つぎはぎだらけだった記き憶おくが段だん々だんと整せい理りされてきた。炎のなか、おのれの血と汚物にまみれたオーバリーを、ギル・メフィウスは跨またいで見下ろしながら、

「殺すなよ」

　と誰だれかに命じていた。

「必ず生かしておけ。そしておれがアプターを発たったら、指定したとおりに……」

　ギルの声が記憶のなかから再生されるたびに、頭が割れるように痛む。しかしどのような気まぐれによるものなのだろう、ギルは自分を殺さなかったばかりか、身体からだのあちこちに包帯を巻かれているところからして傷の治ち療りようまでしている。

（あの悪鬼め、何を、何を企たくらんでいる）

　魂たましいごと削り取られるような恐怖、そして骨ごと消し炭になって燃もえ立ちそうな憎しみとに心身を交互に支配されつつ、オーバリーは這はいつくばるように進んだ。

　追っ手がかかりはしまいかと、物音がするたびにそちらをすばやく向く。ほどなくして、辺あたりの景色けしきがアプターのものでないことに気づかされた。

（こ、ここは──）

　小高い丘になっている。木々のまばらに生はえた林の向こうにそびえたって見えるのは、あれは、都市の中央にある塔──通称『黒の剣』。

「ソロン！」

　意想外のよろこびに、オーバリーは子供のように声を出して笑った。

　彼は丘にあった木切れを杖つえ代わりにつくと、もどかしい思いをしながらも一時間ほどをかけてソロンの城門へと辿たどり着いた。その異様な風ふう体ていを怪あやしんで、門を守しゆ護ごしていた兵たちが銃剣を向けてくるのを、「オーバリー・ビラン」だと名乗る。

　と、兵士たちは顔を見合わせた。当然無礼を謝しや罪ざいしてオーバリーをなかへ引き入れるはずの兵たちが、その直後オーバリーには予測のつかない行為に出た。ひとりがなかへ駆かけ込んでいくや、仲間を多数引きつれて自分をあっという間に取り巻いたのである。

「な、何のつもりだ」

　オーバリーは叫んだが、誰だれも聞く耳を持たずに、そのまま石いし壁かべにかこまれた建物へとつれていかれた。

　そこで待ちうけていたのは、コーライン・イスファーン。メフィウス貴族で、皇帝にべったりと媚こびへつらって重臣の座を獲かく得とくしたと陰口を囁ささやかれる男だが、彼は鉄格子越しにオーバリーを見み据すえるなり、

「よくものこのこソロンまでやってこれたものだな」

　常になく激はげしい口く調ちようで吐き捨てた。

「何のことだ」

「しらばっくれるな。ソロンは一週間も前から大おお騒さわぎだ。アプターで、皇太子ギル殿下が黒くろ兜かぶと団だんに暗殺されたとな」

「暗殺だと!?」

　オーバリーは血が乾いてこびりついた口を大きく開けた。




　コーラインが語るところによれば──、

　ノーザン山地でガーベラ軍を救援したのちに、皇おう子じギルは五日ほどの行程をかけてアプターへと帰着した。

　英雄の帰き還かんにアプターはお祭り騒ぎになった。ギル・メフィウスは往来で声をかけてくる人々ににこやかに応こたえ、「この子を抱いてくだされ」と老ろう婆ばが差し出す孫の子を両手に抱きあげたともいう。

　が、まさにその夜のことである。

　城じよう砦さい内ではいたるところで火が灯ともされ、宴うたげが催もよおされていた。ギルは一、二杯、酒を飲んだあと、

「疲れているからか、まわりが早い」

　と苦笑して、火ほ照てった身体からだを冷やすために広間の外へ出た。ユノス川に面した、背せ丈たけの低い柵さくが巡らされている場所まで来たとき。

　広間のなかから多数の人間が目もく撃げきしていた。

　そして大勢の人々が耳にした。

　銃声が、二度三度と連続したかと思うと、杯さかずきを手にしていた皇子の身体がぐらりと傾かしいで、そのまま柵を越えて姿を消したのである。

「皇おう子じ！」

　広間から老ろう若にやく男なん女によを問わず、ほとんどの者が追いかけるように柵さくまで駆かけた。しかし崖がけから転落した皇子の姿は真っ黒く塗りつぶされた川面かわもに消えていた。

　兵たちは急いで松明たいまつを掲かかげ、複数の小船や飛ひ空くう艇ていを用いて、ユノス川の探索に出た。




「しかし、川面に探索に出た人々は、皇子の代わりにそれを目もく撃げきした」コーラインは鬱うつ々うつと語る。「対岸を駆けていく、黒くろ兜かぶと団だんの装具を着た何者かの姿を」

「馬ば鹿かな」

「探索は昼夜問わずおこなわれた。知らせを受けてソロンからも兵が出た。しかしいまなお見つからず、おそらく陛下はあと二、三日もしないうちに皇太子さまがお亡くなりになったものとして、探索を打ち切らせ、ご葬そう儀ぎをおこなうおつもりだろう──と人々は噂うわさしておる」

「馬鹿な！」

　ぜいぜいと息を喘あえがせ、オーバリーは叫んだ。

「おれはそんな命令など出しておらん。第一、おれは、その皇太子の手によって身動きを封じられていたのだ。その黒兜団の兵士とて、単に装備をつけた別の何者かであろう！」

「身動きを封じられていた？」コーラインはいかにも汚けがらわしいものを見るような目つきでオーバリーをねめつけた。「はて、あの騒さわぎの前後、そなたと黒兜団一〇〇名余りが姿を消していたのは事実。その部下たちはどうしたのだ？」

「皇子の手で殺されたのだ。卑劣な罠わなにかけられてな！」

　怒りのあまりに、そして感情が激げきしたせいで傷が痛んで、オーバリーは脂あぶら汗あせの滴したたる、何とも凄せい惨さんな表情で言った。が、対するコーラインは鼻で笑って、

「皇子の手でな。あまりうまい言いい訳わけとも思えん。ではそなたの動きを封じ、黒くろ兜かぶと団だんを殺したのが皇太子さまだとして、それはなぜだ？」

「な、なぜだと」

「ギル殿下は、タウーリアとの同盟がなったのち、ほどなくガーベラ軍の救援に向かわれておる。そのわずかばかりの間を利用して、なぜそなたと、そなたの部下を罠とやらにかける必要があったのだ？」

「それは……」

　オーバリーは口を開けたまま、しかし言葉を紡つむぐことができなくなった。なぜと問われても、その理由が彼にわかろうはずもない。唯一思い当たる点があるとするなら、皇子自身が口にしていた、メフィウスの村々に火をかけた過去であろうが、それをオーバリー自らが説明できるはずもない。

　何も言えなくなったオーバリーに代わって、「そなた」とコーラインは語気を強め、

「アプターに辿たどり着いた夜、酒に酔われた皇子に剣を向けられたそうだな」

「何？」

「これも大勢の証言がある。したたかに酔われた皇おう子じが家臣に剣を向けたと。それは確たしかに問題だが、しかしそのことを根に持って皇子の殺害を図ろうなど……」

「馬ば鹿かな！」

　もう一度、オーバリーは顔中を口にして叫んだ。しかしコーラインはなおもつづける。

「まだ認めぬというなら、皇子近この衛え兵へいの証言も添えてやろうか？　彼らは五日ほど前、そなたと黒くろ兜かぶと団だん一〇〇名ほどが西方タウランに逃げ込もうとしているところを目もく撃げきした。誰何すいかの声にも応こたえず、黒兜団は突然抜剣して襲おそいかかってきたそうだ。死力をつくした戦いが起こって、黒兜団と近衛隊は互いにほぼ壊かい滅めつ状態。そなたも手傷を負ったが、ひとり逃げのびたそうだな？」

「でたらめだ」オーバリーの禿とく頭とうからは血がいまにも噴ふき出しそうだ。「あ、あの皇子は、どこかおかしい。いや、どこかどころであるものか。何もかもがおかしい。これもすべて、あ奴やつの──皇太子の皮を被かぶった悪鬼めの策さく謀ぼうだ！　騙だまされるな。おれはこの目で見たのだぞ。あ奴がおれの部下たちを炎のなかに投じるのを。おれは実際に奴と剣で撃うち合ったのだぞ。そ、そうだ。いまから飛空船を飛ばしてくれ。あの村にいけばわかる。あそこにいた山さん賊ぞくたちとあ奴は手を組んでいたのだ。だから──」

「話にならん！」

　コーラインはマントを翻ひるがえし、そこから立ち去ろうとした。オーバリーはあわてて鉄格子にしがみつく。

「待て。待たねば、後悔するぞ。メフィウスは、いずれあの悪鬼に乗っ取られる。あの男の次の目的は皇帝の座だ。周囲すべてをたぶらかし、騙だましとおして、玉ぎよく座ざにつくつもりでいるのだぞ！」

「亡くなられた皇子がどのようにして？」コーラインは歩きながらあざ笑った。「それに、殿下はもともと皇位継承者であられたのだぞ。もし玉座をお望みであったなら、ただ待たれておればよかっただけの話だ」

「待て。待つのだ、コーライン」

「ご心痛に打ちひしがれる陛下の御前で同じことを申すがよいわ。あるいはあれ以来魂たましいが抜けたようになってしまわれたガーベラ王女の前でな」

　コーラインの足音が遠ざかっていくにつれ、オーバリーの叫びはなぜか笑いへと転じた。

「滅ぶがいい。愚おろか者ものどもめ。おまえらも、炎のなかで死に絶えるがいい。そのときになって、おれこそが正しかったのだと知ってももう遅い。遅いのだからな！」

　石づくりの牢ろう獄ごくに、オーバリーの笑い声は長いこと響ひびきわたって止やむことを知らなかった。







「よせ、シーク。おれを笑い死にさせたいのか？」

　雨がからりと晴れあがった翌朝。

　メフィウスの街道を一台の馬車が走っていた。御ぎよ者しやは、往来ですれちがう商人や旅人の目を引くほど巨漢の男で、まるで獅し子しの鬣たてがみのような髪を風になぶらせている。

　馬車のなかから、

「本気で、本当の物語さ。まあ、ロマンを解さないきみにはわからん話だろうがね」

「ははは。それで？　つづきを聞かせろよ。皇子の近この衛え兵へいで、戦功まで立てた男が、何でこんなところにいる」

「まあ、詳しい話はあとで十分さ。それよりぼくは、きみのことをこそ聞きたいね。こちらはタルカスどのに連絡を取ろうかと思っていたんだ。タルカス商会とつき合いのあった商人連中に頼んでね。そうしたら、きみの話が出てくるじゃない」

「剣けん闘とう士しはごっそり近衛隊に持っていかれたが、タルカスはそのぶん金を積つまれたからな。また新しく剣闘商売をやるというんで、しばらくは手て伝つだっていたのさ」

　御者のその巨漢は、かつてタルカス剣闘商会にいたギリアムという名の剣闘士。半年前にもなるだろうか、タルカス商会の剣闘士たちが皇子暗殺未遂にかかわっているとしてイドロに移送された際、全員が処刑されそうになったところを、ギル皇子の鶴つるのひと声で彼らは近衛隊に編へん入にゆうさせられた。その後、ザイム砦とりででのリュカオン軍との戦いを経て、希望者は近衛隊に残ったが、何名かは報ほう奨しよう金きんを手に自由の身となっている。

　ギリアムは、自由を選んだひとりだった。

「が、もう剣けん闘とう稼か業ぎようにはうんざりだ。同じ剣で身を立てるなら、傭よう兵へいのほうがまだしもだと思って、報奨金でつき合いのある商人から馬車と武具を買った。仲間が必要だと思っていたとき、ちょうどおまえのほうから連絡があったのさ」

「傭兵ね」馬車のなかで寝転がっているシークは、欠伸あくびを嚙かみ殺した。「メフィウスでも傭兵は広く募つのっているじゃない」

「ガーベラともタウーリアとも戦いが終わったメフィウスじゃ、暇ひまを持て余すだけだ。身を立てたいと言ったろ？　なるだけ手て柄がらの立てがいがある、戦乱のあるところがいい。タウラン諸国ならうってつけだぜ。知ってるか？　タウーリアが軍を揃そろえつつある。相手はもちろんメフィウスじゃないぜ。何でも、西方を荒らしはじめた魔ま道どう士しの軍勢ってことだ。二〇〇年もの昔からよみがえった魔道士という触れ込みでね、こっちのほうがおまえのホラ話よりよっぽど面おも白しろい」

「そうかね。あんまり、大差ないと思うがね」

　ソロン周辺では煉れん瓦がを敷しき詰めた街道も、ここら辺あたりになると道をならして等間隔に木々を植えただけの簡かん素そなものだ。西へ西へとつづいている。

「そういえばおまえがぞっこんの姫さまはどうした？　放っておいていいのか」

「きみが言うと一気に下品になるね」シークは嫌いやそうな顔をしながらも、すぐに憂ゆう慮りよをにじませた瞳ひとみを後方へと向けた。「放っておきたくなどなかったさ。きっと、いまがいちばんおつらいだろう。お側そばにいて、ほんの少しでも支えになりたかったところだけれど。ただ、」

「ただ？」

「もっと、放っておけない人物がいたのでね」

「相変わらずだな」ギリアムは広い肩をすくめた。「で、その色男はどうしてる。そろそろ御ぎよ者しやを代わってほしいんだがな」

「寝ている。ああ、起こさないでくれたまえよ。ひどく疲れているのさ。とにかく、いろいろなことがあったのだからね」

「まだ言っているのかよ」

「御者ならぼくが代わろう。きみはここの隅すみっこで、彼を起こさないよう、大人おとなしくしていたまえ」

　ギリアムが不平不満を洩もらすのを尻しり目めに、シークは、座席を取っ払った馬車のなか、自分の腕を枕まくらにして横になっている少年を見つめた。バーダイン教徒がやるように、頭に巻きつけた布を左右に垂らし、顔を隠している。毛布がずれているのをかけなおしてやりながらシークは、その耳もとに、

「ぐっすりおやすみ、皇おう子じさま。きみはよくやったさ。誰だれが知らなくても、このぼくがわかっている。いまは、それでいいだろう？」

　囁ささやいた。

　道は曲がりくねりながらつづいている。空は目に染みるほどの青さだ。

　メフィウス、ガーベラ、エンデ。

　大陸中央の三国関係はひとまず安定期に入りながらも、しかしそれぞれがそれぞれの火種をはらみつつ、予断の許さぬ状況にあることには変わりない。

　それを誰だれよりも実感した人物は、三国のどの為い政せい者しやでも、貴族でも、将軍でもなく、いまこの古びた馬車のなかで横になっているひとりの少年であったろう。

　何を夢見ているのか、馬車に入ってから半日間も眠りを貪むさぼりつづけている。




　烙らく印いんを背に隠しつつ、ほんのいっとき、少年はふたつの仮面を脱いだのだった。










　あとがき




　織お田だ信のぶ長なが。

　──といえば、おそらく、日本史上もっとも有名な戦国大名でしょう。

　幼少の頃ころは奇行が目立ち、「尾張おわり一の大うつけ」とも称された彼ですが、父の死後に跡を継つぐや否いなや、様さま々ざまな分野での才を発揮させはじめます。内紛の多かった尾張を平定したのみならず、『天てん下か布ふ武ぶ』を合言葉に、日本全土統一をも目前にするのです。




「うつけ」とも呼ばれた彼が、なぜ戦国一の覇は権けんを誇るまでに成長を遂げたのか？

　古今、多くの歴史家や物語作家などがそれぞれの解釈をもって、この「史実」における謎なぞを「物語」として楽しんできました。

　たとえば、信長はその立場上、織田家内部にも敵が多かったため、あえて敵を油断させるために「うつけ」をよそおっていたのだとか、あるいは、もともと才覚に秀でた男だったのだが、その考え方があまりに時代を先取りしすぎていたために周囲から理解が得られず、「うつけ」扱いされていただけなのだとか。

　また、信長の教育係であった平ひら手て政まさ秀ひでは、信長の父が死去してすぐに自じ刃じんしているのですが、その理由として、「信長の奇行を諌いさめるため」という説があります。信長は平手の死をたいそう嘆き悲しんで、おのれを省みることによって大成長を遂げた──というのも、物語の要素としては『泣かせ』もあって面白いでしょう。

　信長は小説でも映画でも取り上げられることの多い人物ですから、もうまったくのフィクションとして、より荒こう唐とう無む稽けいな筋立ても多々存在します。本物の信長と後期の彼とは別人であったとか、妖術で何者かに操られていたのだとか、ぼくの大好きな漫画家さんのとある作品などでは、「宇宙人に乗っ取られた」というものさえありました。




　その織田信長こそ、『烙らく印いん』におけるギル・メフィウスのモデルであることは、読者諸兄がすでにお気づきのとおり。「うつけ」と呼ばれていたメフィウスの皇子ギルは、剣奴ど隷れいオルバと入れ替わることによって、織田信長その人のように戦乱の世に名を轟とどろかせることとなります。

　一巻のラストにあるとおり、彼はのちのち『メフィウスの竜りゆう皇おう』とも呼ばれるようになるのですが──、この四巻を読み終えたばかりの方々には、その記述が矛盾するとも思えるかもしれません。しかしこのミッシングリンクを埋めるため、皆さまにはぜひ五巻が出るまでの間、現実の作家や歴史家のように頭を悩ませてほしい、と願うものであります。
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３月生まれ。鹿児島県出身。

小説家をはじめて志したのは、中学生のときだったか、小学生の時分だったか。あの頃の気持ちに帰って、いま一度原点からスタートしてみたい。うん、たまにはこんなことも言わねばね。
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イラスト／３

気温が前日から５度以上変化すると一発で体調を崩す体力の無さをなんとかしたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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竜りゅうよ、復ふく讐しゆうの爪そう牙がを振ふるえ
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